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my photo

あ な た の 作 品 募 集 中！

「my photo」では、あなたが撮影した写真を募集しています。貧困や環境問題などを

テーマにした写真、国内外問わず国際協力の最前線で活動に励む日本人や開発途

上国の人の姿、テレビや新聞ではなかなか報じられない土地の風景や人々の暮らし

など、国際協力や途上国を身近に感じられる写真を、撮影時のエピソードを添えて

ご応募ください。応募作品の中から毎号1枚、本コーナーで紹介させていただきます。

　　　　　①応募者本人が撮影した作品に限ります。②被写体に関する肖

像権は、応募者の責任において了解が得られているものとします。③写真は、

解像度が300万画素以上（目安）で撮影されていること、また画像の記録方

式はJPEGを推奨します。
　　　　　お名前、連絡先（電話番号とEメール）、エピソード（300～350字）、

記名の可否をご記入の上、写真と共に応募先アドレスまでEメールでお送り

ください。
＊応募作品は本コーナーの他に、事前確認の上でJICAの広報活動に活用させていただく場

合があ

ります。ご記入いただいた個人情報はこれら以外の目的では使用いたしません。また、応募作
品はご

返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。

j i c a - p h o t o @ i d j . c o . j p

応募条件

応募方法

応 募 ／ 問 い 合 わ せ 先 （『mundi』 編集部宛）
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地下に眠る原石を価値ある宝石に　山梨県甲府市

戸村 浩之　モザンビーク事務所

Voice26

躍動と飛翔の大地

ココシリ

JICA STAFF24

地域と世界のきずな20

世界とつながる教室22 鳥取県立皆生養護学校

五感を使って
世界と出会う

約束の虹、未来へ　南アフリカ共和国
誰もが参加できる研修で森林と人々の生活を守る　マダガスカル
魅力ある観光資源を生かす　ジンバブエ
日本発の試みで“豊かで健康なアフリカ”に

アフリカの地域総合広域開発

日常に根付く“生きるアート”　エチオピアmy photo

「mundi」はラテン語で“世界”。開発途
上国の現状や、現場で活動する人々の
姿を紹介するJICA広報誌です。

表紙　
写真：堀内孝

マダガスカル西部のムル
ンダヴァ郊外にあるバオ
バブ街道。朝夕には多くの
牛車が行き交う
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特集 南部アフリカ
躍動と飛翔の大地

122億ドル
9,631ドル

118万人

工業化と観光振興に成功して
大きく成長
地理的に近いため、インド系住
民が半数以上を占める

●

●

モーリシャス
アフリカ大陸

126
万人

Mauritius

衣料品
砂糖
魚

100億ドル
402ドル

24万人

地理的・文化的にアジアとア
フリカを結ぶ玄関口
25万種の動植物のうち、8割
が固有種という動植物の宝庫

●

●

マダガスカル
❷

775ドル

2,489
万人

Madagascar

110億ドル
382ドル

11世紀から貿易の拠点。織田
信長に仕えた弥助の出身地とも
日本企業も出資したアルミニウ
ム加工業が経済を支える

●

●

モザンビーク
❹

2,883
万人

Mozambique

6億ドル

2万人

三つの島から成る小さな国
シーラカンスがよく見つかる。高く
売れるため、地元の漁師は「幸
運を呼ぶ魚」とも呼んでいる

●

●

❸

80
万人

コモロ
Comoros

37億ドル
2,770ドル

126万人

ムカヤ動物保護区では珍しいシ
ロサイとクロサイが両方見られる
今年1月に初の青年海外協力隊
員を派遣。高校でITを指導

●

●

❽

134
万人

スワジランド
Swaziland

109億ドル
4,415ドル

145万人

1990年に南アフリカから独立。日本
の支援で物流立国を目指す
全身に赤茶色の泥を塗り、髪をドレッド
にする「ヒンバ族」が有名

●

●

13

248
万人

ナミビア
Namibia

23億ドル

108万人

周囲を南アフリカに囲まれている
小さな国
国土の大部分が標高1,500メー
トル以上にある「天空の王国」

●

●

❾

220
万人

レソト
Lesotho

156億ドル
6,924ドル

154万人

ダイヤモンド生産世界一。2015年
に史上二番目に大きいダイヤを発見
アフリカ初の地デジ日本方式導入国
　

●

●

11

225
万人

ボツワナ
Botswana

163万人

54億ドル
300ドル

国土の約3分の1は、アフリカで
3番目に大きい湖「マラウイ湖」
青年海外協力隊の累計派遣数
はトップクラス

●

●

マラウイ
❺

1,809
万人

Malawi

81万人

211億ドル
1,270ドル

周辺国の和平を推進する地域
の要
ビクトリアの滝は世界最大級の
規模でアフリカきっての絶景

●

●

ザンビア
❻

1,659
万人

Zambia

93万人

166億ドル
1,029ドル

グレート・ジンバブエ遺跡など、5つ
の世界遺産を有する
ハイパーインフレ解決のため、過去
に日本円含む外貨を国内通貨に

●

●

ジンバブエ
❼

1,615
万人

Zimbabwe

206万人

1,040ドル

2,955億ドル

サハラ以南アフリカの全GDPの2割
を産出する“アフリカのエンジン”
日本企業の数は140以上で、アフリカ
最大

●

●

南アフリカ共和国
10

5,591
万人

South Africa

1,395万人

5,285ドル

953億ドル

1975年の独立から2002年
まで内戦が続いた
長い内戦の終結後は石油や
ダイヤモンドを生かして復興

●

●

アンゴラ
12

2,881
万人

Angola

59万人

3,309ドル モーリシャス

ニッケル
バニラ
クローブ 

アルミニウム
石炭
天然ガス

たばこ
メイズ
茶 

銅
トウモロコシ
観光

金
小麦
観光

砂糖
木材

濃縮清涼飲料

衣料品
ダイヤモンド
畜産品

衣料品
砂糖・魚
ダイヤモンド

金
プラチナ
加工食品

原油
ダイヤモンド
石油製品

ダイヤモンド
ウラン
甲殻類

イランイラン（精油）
バニラ
クローブ

マダガスカル

コモロ

モザンビーク

マラウイ

ナミビア

アンゴラ

南アフリカ共和国

ボツワナ

レソト

スワジランド

ジンバブエ

ザンビア

DATA

国名

国内総生産（GDP）

一人当たりＧＤＰ
 （米ドル）

豆知識

年間観光客数
資源･
特産品

人口

国旗

凡例
地図の番号

出典データ：人口・ＧＤＰは世界銀行調べ（2016年）
　　　　　  観光客数は国連世界観光機関（UNWTO）調べ（ボツワナ、マダガスカルは2013年、それ以外は2015年）

多
様
性
と
合
意
形
成
を

尊
重
す
る
協
力
を

編集協力：同志社大学大学院グローバル・スタディーズ研究科  峯 陽一教授

写真撮影：谷本 美加（モザンビーク）

日
本
企
業
も
多
数
進
出
し
て
お
り
、
南
部
ア

フ
リ
カ
の
ハ
ブ
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。

　
日
本
は
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
に
よ

る
現
地
へ
の
専
門
家
派
遣
や
、
日
本
で
の
各

種
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
に
よ
っ
て
、
各

国
が
強
み
を
生
か
せ
る
よ
う
に
後
押
し
し
て

き
た
。
あ
わ
せ
て
、
具
体
的
な
課
題
の
解

決
に
向
け
た
協
力
も
欠
か
せ
な
い
。
２
０

１
５
年
か
ら
続
い
た
干
ば
つ
で
、
マ
ラ
ウ
イ

や
ジ
ン
バ
ブ
エ
な
ど
で
大
規
模
な
飢
餓
が
発

生
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
ま
た
、
南

部
ア
フ
リ
カ
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の
流
行
も

深
刻
な
地
域
だ
。
降
水
量
が
安
定
し
な
い
地

域
の
農
業
振
興
や
、
健
康
問
題
、
都
市
問
題

な
ど
、経
済
指
標
に
表
れ
な
い
〝
発
展
の
質
〞

を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
、
今
後
の
協
力

大
国
の
覇
権
の
時
代
か
ら

共
栄
の
時
代
へ

人種差別を乗り越え、豊富な地下資源や観光資源を生かし、
地域の一体感を育てながら発展する南部アフリカ。
多様な国々が足並みをそろえて共栄の道を目指す今、
日本は協調を大事にする同地域の在り方を尊重しながら、
個々の強みや課題に対応した支援を展開している。

た
と
い
う
事
情
が
あ
り
ま
す
」。
そ
う
説
明
す
る

の
は
、
同
志
社
大
学
大
学
院
の
峯
陽
一
教
授
だ
。

　
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
撤
廃
に
よ
っ
て
民
主
化
が

進
ん
だ
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
は
、
94
年
に
Ｓ
Ａ

Ｄ
Ｃ
加
盟
を
果
た
し
た
。「
94
年
は
南
部
ア
フ
リ

カ
の
転
換
点
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
南
ア
フ
リ

カ
共
和
国
が
〝
敵
〞
で
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、Ｓ

Ａ
Ｄ
Ｃ
は
一
つ
の
経
済
圏
と
し
て
一
体
と
な
っ

て
発
展
を
推
し
進
め
て
い
く
道
を
模
索
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
」
と
峯
教
授
。
南
ア
フ
リ

カ
共
和
国
は
白
人
の
入
植
と
い
う
歴
史
的
背
景

も
あ
っ
て
、
欧
米
企
業
と
の
関
係
が
強
く
、
南

部
ア
フ
リ
カ
は
も
と
よ
り
、
ア
フ
リ
カ
全
体
の

経
済
を
け
ん
引
す
る
大
国
と
な
っ
た
。
そ
の
勢

い
を
生
か
し
な
が
ら
共
に
繁
栄
し
て
い
こ
う
と

す
る
南
部
ア
フ
リ
カ
を
、
丸
ご
と
後
押
し
す
る

協
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
南
部
ア
フ
リ
カ
の
特
徴
の
一
つ
は
、
全
体
と

し
て
製
造
業
や
産
業
イ
ン
フ
ラ
が
比
較
的
発
展

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
一
方
で
、
地
域
を
構

成
す
る
国
々
に
目
を
向
け
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

強
み
や
特
性
が
見
え
て
く
る
。
例
え
ば
、
ザ
ン

ビ
ア
や
ボ
ツ
ワ
ナ
、
ア
ン
ゴ
ラ
の
強
み
と
い
え

ば
、
豊
富
な
地
下
資
源
。
持
続
可
能
な
資
源
開

発
を
進
め
る
た
め
の
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得

が
、
今
後
の
経
済
成
長
の
鍵
と
な
る
。
ナ
ミ
ビ

ア
や
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
、
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
は
旅
行

先
と
し
て
人
気
を
集
め
て
お
り
、
観
光
産
業
の

拡
大
を
地
元
の
発
展
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
づ
く

り
が
必
要
だ
。
ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
面
で
圧
倒
的

な
存
在
感
を
放
つ
の
は
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
。

躍動と飛翔の 大地
特集 南部アフ

リカ

に
お
い
て
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
峯
教
授
は
、
南
部
ア
フ
リ
カ
の
特
徴
を
こ

う
語
る
。「
植
民
地
支
配
の
歴
史
も
あ
っ
て
、

ア
フ
リ
カ
は
特
定
の
大
国
が
地
域
を
牛
耳
る

の
を
嫌
う
傾
向
が
あ
り
、
し
っ
か
り
と
国
家

間
で
合
意
を
形
成
し
な
が
ら
物
事
を
進
め

る
こ
と
を
好
み
ま
す
。
そ
の
分
、
時
間
は
か

か
り
ま
す
が
、
彼
ら
の
や
り
方
を
尊
重
し
、

寄
り
添
っ
て
い
く
こ
と
が
日
本
の
支
援
の
良

さ
だ
と
思
う
の
で
す
」

　
来
年
に
は
横
浜
市
で
第
７
回
ア
フ
リ
カ

開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
７
）
が
開
催
さ

れ
る
。
日
本
と
ア
フ
リ
カ
諸
国
が
ど
の
よ
う

な
対
話
を
繰
り
広
げ
る
の
か
、
そ
れ
と
同
時

に
、
南
部
ア
フ
リ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
ア

フ
リ
カ
各
地
の
地
域
性
や
多
様
性
に
も
ぜ

ひ
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
赤
道
を
挟
ん
で
北
半
球
と
南
半
球
に
ま
た
が

り
、
地
球
の
陸
地
面
積
の
約
５
分
の
１
を
占
め

る
ア
フ
リ
カ
大
陸
。〝
ア
フ
リ
カ
〞
の
一
言
で
は

到
底
言
い
表
せ
な
い
多
様
性
が
そ
こ
に
は
あ
る
。

野
生
動
物
が
息
づ
く
ク
ル
ー
ガ
ー
国
立
公
園
、

壮
大
な
景
観
を
誇
る
ビ
ク
ト
リ
ア
の
滝
、
優
美

な
砂
丘
が
連
な
る
幻
想
的
な
ナ
ミ
ブ
砂
漠
な
ど
、

近
年
、
テ
レ
ビ
番
組
や
観
光
本
を
通
し
て
私
た

ち
が
見
掛
け
る
機
会
が
増
え
て
い
る
地
域
が
南

部
ア
フ
リ
カ
だ
。

　
同
地
域
の
今
を
語
る
上
で
、「
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ

ト
（
人
種
隔
離
政
策
）」
の
歴
史
は
避
け
て
通
れ

な
い
。
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
と
は
、
南
ア
フ
リ
カ

共
和
国
で
１
９
４
８
年
か
ら
91
年
ま
で
続
い
た
、

白
人
と
有
色
人
種
と
を
差
別
す
る
政
策
。
政
治
、

経
済
、
社
会
の
全
分
野
に
お
い
て
、
国
民
を
人

種
で
分
断
す
る
法
律
が
施
か
れ
、
有
色
人
種
は

権
利
を
制
限
さ
れ
た
。
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
の
撤

廃
に
人
生
を
捧
げ
た
故
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ

氏
が
94
年
に
実
施
さ
れ
た
初
の
全
人
種
参
加
型

の
総
選
挙
で
大
統
領
に
就
任
し
、
人
種
間
の
和

解
・
協
調
政
策
を
進
め
た
こ
と
は
、
あ
ま
り
に

も
有
名
だ
。

　
南
部
ア
フ
リ
カ
諸
国
は
、
92
年
か
ら
地
域
の

貧
困
削
減
と
生
活
向
上
を
目
指
す
「
南
部
ア
フ

リ
カ
開
発
共
同
体
（
Ｓ
Ａ
Ｄ
Ｃ
）」
を
構
成
し
て

い
る
が
、
80
年
に
結
成
さ
れ
た
そ
の
前
身
は
、

実
は
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
抜
き
で
始
ま
っ
て
い

る
。「
そ
の
背
景
に
は
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
体
制

下
の
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
の
白
人
政
権
が
近
隣

諸
国
へ
の
経
済
的
・
軍
事
的
な
支
配
を
進
め
る

中
、
諸
国
が
そ
の
脱
却
を
目
的
と
し
て
団
結
し
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❶
特集 南部アフリカ
躍動と飛翔の大地

122億ドル
9,631ドル

118万人

工業化と観光振興に成功して
大きく成長
地理的に近いため、インド系住
民が半数以上を占める

●

●

モーリシャス
アフリカ大陸

126
万人

Mauritius

衣料品
砂糖
魚

100億ドル
402ドル

24万人

地理的・文化的にアジアとア
フリカを結ぶ玄関口
25万種の動植物のうち、8割
が固有種という動植物の宝庫

●

●

マダガスカル
❷

775ドル

2,489
万人

Madagascar

110億ドル
382ドル

11世紀から貿易の拠点。織田
信長に仕えた弥助の出身地とも
日本企業も出資したアルミニウ
ム加工業が経済を支える

●

●

モザンビーク
❹

2,883
万人

Mozambique

6億ドル

2万人

三つの島から成る小さな国
シーラカンスがよく見つかる。高く
売れるため、地元の漁師は「幸
運を呼ぶ魚」とも呼んでいる

●

●

❸

80
万人

コモロ
Comoros

37億ドル
2,770ドル

126万人

ムカヤ動物保護区では珍しいシ
ロサイとクロサイが両方見られる
今年1月に初の青年海外協力隊
員を派遣。高校でITを指導

●

●

❽

134
万人

スワジランド
Swaziland

109億ドル
4,415ドル

145万人

1990年に南アフリカから独立。日本
の支援で物流立国を目指す
全身に赤茶色の泥を塗り、髪をドレッド
にする「ヒンバ族」が有名

●

●

13

248
万人

ナミビア
Namibia

23億ドル

108万人

周囲を南アフリカに囲まれている
小さな国
国土の大部分が標高1,500メー
トル以上にある「天空の王国」

●

●

❾

220
万人

レソト
Lesotho

156億ドル
6,924ドル

154万人

ダイヤモンド生産世界一。2015年
に史上二番目に大きいダイヤを発見
アフリカ初の地デジ日本方式導入国
　

●

●

11

225
万人

ボツワナ
Botswana

163万人

54億ドル
300ドル

国土の約3分の1は、アフリカで
3番目に大きい湖「マラウイ湖」
青年海外協力隊の累計派遣数
はトップクラス

●

●

マラウイ
❺

1,809
万人

Malawi

81万人

211億ドル
1,270ドル

周辺国の和平を推進する地域
の要
ビクトリアの滝は世界最大級の
規模でアフリカきっての絶景

●

●

ザンビア
❻

1,659
万人

Zambia

93万人

166億ドル
1,029ドル

グレート・ジンバブエ遺跡など、5つ
の世界遺産を有する
ハイパーインフレ解決のため、過去
に日本円含む外貨を国内通貨に

●

●

ジンバブエ
❼

1,615
万人

Zimbabwe

206万人

1,040ドル

2,955億ドル

サハラ以南アフリカの全GDPの2割
を産出する“アフリカのエンジン”
日本企業の数は140以上で、アフリカ
最大

●

●

南アフリカ共和国
10

5,591
万人

South Africa

1,395万人

5,285ドル

953億ドル

1975年の独立から2002年
まで内戦が続いた
長い内戦の終結後は石油や
ダイヤモンドを生かして復興

●

●

アンゴラ
12

2,881
万人

Angola

59万人

3,309ドル モーリシャス

ニッケル
バニラ
クローブ 

アルミニウム
石炭
天然ガス

たばこ
メイズ
茶 

銅
トウモロコシ
観光

金
小麦
観光

砂糖
木材

濃縮清涼飲料

衣料品
ダイヤモンド
畜産品

衣料品
砂糖・魚
ダイヤモンド

金
プラチナ
加工食品

原油
ダイヤモンド
石油製品

ダイヤモンド
ウラン
甲殻類

イランイラン（精油）
バニラ
クローブ

マダガスカル

コモロ

モザンビーク

マラウイ

ナミビア

アンゴラ

南アフリカ共和国

ボツワナ

レソト

スワジランド

ジンバブエ

ザンビア

DATA

国名

国内総生産（GDP）

一人当たりＧＤＰ
 （米ドル）

豆知識

年間観光客数
資源･
特産品

人口

国旗

凡例
地図の番号

出典データ：人口・ＧＤＰは世界銀行調べ（2016年）
　　　　　  観光客数は国連世界観光機関（UNWTO）調べ（ボツワナ、マダガスカルは2013年、それ以外は2015年）

多
様
性
と
合
意
形
成
を

尊
重
す
る
協
力
を

編集協力：同志社大学大学院グローバル・スタディーズ研究科  峯 陽一教授

写真撮影：谷本 美加（モザンビーク）

日
本
企
業
も
多
数
進
出
し
て
お
り
、
南
部
ア

フ
リ
カ
の
ハ
ブ
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。

　
日
本
は
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
に
よ

る
現
地
へ
の
専
門
家
派
遣
や
、
日
本
で
の
各

種
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
に
よ
っ
て
、
各

国
が
強
み
を
生
か
せ
る
よ
う
に
後
押
し
し
て

き
た
。
あ
わ
せ
て
、
具
体
的
な
課
題
の
解

決
に
向
け
た
協
力
も
欠
か
せ
な
い
。
２
０

１
５
年
か
ら
続
い
た
干
ば
つ
で
、
マ
ラ
ウ
イ

や
ジ
ン
バ
ブ
エ
な
ど
で
大
規
模
な
飢
餓
が
発

生
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
ま
た
、
南

部
ア
フ
リ
カ
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の
流
行
も

深
刻
な
地
域
だ
。
降
水
量
が
安
定
し
な
い
地

域
の
農
業
振
興
や
、
健
康
問
題
、
都
市
問
題

な
ど
、経
済
指
標
に
表
れ
な
い
〝
発
展
の
質
〞

を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
、
今
後
の
協
力

大
国
の
覇
権
の
時
代
か
ら

共
栄
の
時
代
へ

人種差別を乗り越え、豊富な地下資源や観光資源を生かし、
地域の一体感を育てながら発展する南部アフリカ。
多様な国々が足並みをそろえて共栄の道を目指す今、
日本は協調を大事にする同地域の在り方を尊重しながら、
個々の強みや課題に対応した支援を展開している。

た
と
い
う
事
情
が
あ
り
ま
す
」。
そ
う
説
明
す
る

の
は
、
同
志
社
大
学
大
学
院
の
峯
陽
一
教
授
だ
。

　
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
撤
廃
に
よ
っ
て
民
主
化
が

進
ん
だ
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
は
、
94
年
に
Ｓ
Ａ

Ｄ
Ｃ
加
盟
を
果
た
し
た
。「
94
年
は
南
部
ア
フ
リ

カ
の
転
換
点
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
南
ア
フ
リ

カ
共
和
国
が
〝
敵
〞
で
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、Ｓ

Ａ
Ｄ
Ｃ
は
一
つ
の
経
済
圏
と
し
て
一
体
と
な
っ

て
発
展
を
推
し
進
め
て
い
く
道
を
模
索
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
」
と
峯
教
授
。
南
ア
フ
リ

カ
共
和
国
は
白
人
の
入
植
と
い
う
歴
史
的
背
景

も
あ
っ
て
、
欧
米
企
業
と
の
関
係
が
強
く
、
南

部
ア
フ
リ
カ
は
も
と
よ
り
、
ア
フ
リ
カ
全
体
の

経
済
を
け
ん
引
す
る
大
国
と
な
っ
た
。
そ
の
勢

い
を
生
か
し
な
が
ら
共
に
繁
栄
し
て
い
こ
う
と

す
る
南
部
ア
フ
リ
カ
を
、
丸
ご
と
後
押
し
す
る

協
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
南
部
ア
フ
リ
カ
の
特
徴
の
一
つ
は
、
全
体
と

し
て
製
造
業
や
産
業
イ
ン
フ
ラ
が
比
較
的
発
展

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
一
方
で
、
地
域
を
構

成
す
る
国
々
に
目
を
向
け
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

強
み
や
特
性
が
見
え
て
く
る
。
例
え
ば
、
ザ
ン

ビ
ア
や
ボ
ツ
ワ
ナ
、
ア
ン
ゴ
ラ
の
強
み
と
い
え

ば
、
豊
富
な
地
下
資
源
。
持
続
可
能
な
資
源
開

発
を
進
め
る
た
め
の
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得

が
、
今
後
の
経
済
成
長
の
鍵
と
な
る
。
ナ
ミ
ビ

ア
や
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
、
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
は
旅
行

先
と
し
て
人
気
を
集
め
て
お
り
、
観
光
産
業
の

拡
大
を
地
元
の
発
展
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
づ
く

り
が
必
要
だ
。
ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
面
で
圧
倒
的

な
存
在
感
を
放
つ
の
は
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
。

躍動と飛翔の 大地
特集 南部アフ

リカ

に
お
い
て
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
峯
教
授
は
、
南
部
ア
フ
リ
カ
の
特
徴
を
こ

う
語
る
。「
植
民
地
支
配
の
歴
史
も
あ
っ
て
、

ア
フ
リ
カ
は
特
定
の
大
国
が
地
域
を
牛
耳
る

の
を
嫌
う
傾
向
が
あ
り
、
し
っ
か
り
と
国
家

間
で
合
意
を
形
成
し
な
が
ら
物
事
を
進
め

る
こ
と
を
好
み
ま
す
。
そ
の
分
、
時
間
は
か

か
り
ま
す
が
、
彼
ら
の
や
り
方
を
尊
重
し
、

寄
り
添
っ
て
い
く
こ
と
が
日
本
の
支
援
の
良

さ
だ
と
思
う
の
で
す
」

　
来
年
に
は
横
浜
市
で
第
７
回
ア
フ
リ
カ

開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
７
）
が
開
催
さ

れ
る
。
日
本
と
ア
フ
リ
カ
諸
国
が
ど
の
よ
う

な
対
話
を
繰
り
広
げ
る
の
か
、
そ
れ
と
同
時

に
、
南
部
ア
フ
リ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
ア

フ
リ
カ
各
地
の
地
域
性
や
多
様
性
に
も
ぜ

ひ
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
赤
道
を
挟
ん
で
北
半
球
と
南
半
球
に
ま
た
が

り
、
地
球
の
陸
地
面
積
の
約
５
分
の
１
を
占
め

る
ア
フ
リ
カ
大
陸
。〝
ア
フ
リ
カ
〞
の
一
言
で
は

到
底
言
い
表
せ
な
い
多
様
性
が
そ
こ
に
は
あ
る
。

野
生
動
物
が
息
づ
く
ク
ル
ー
ガ
ー
国
立
公
園
、

壮
大
な
景
観
を
誇
る
ビ
ク
ト
リ
ア
の
滝
、
優
美

な
砂
丘
が
連
な
る
幻
想
的
な
ナ
ミ
ブ
砂
漠
な
ど
、

近
年
、
テ
レ
ビ
番
組
や
観
光
本
を
通
し
て
私
た

ち
が
見
掛
け
る
機
会
が
増
え
て
い
る
地
域
が
南

部
ア
フ
リ
カ
だ
。

　
同
地
域
の
今
を
語
る
上
で
、「
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ

ト
（
人
種
隔
離
政
策
）」
の
歴
史
は
避
け
て
通
れ

な
い
。
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
と
は
、
南
ア
フ
リ
カ

共
和
国
で
１
９
４
８
年
か
ら
91
年
ま
で
続
い
た
、

白
人
と
有
色
人
種
と
を
差
別
す
る
政
策
。
政
治
、

経
済
、
社
会
の
全
分
野
に
お
い
て
、
国
民
を
人

種
で
分
断
す
る
法
律
が
施
か
れ
、
有
色
人
種
は

権
利
を
制
限
さ
れ
た
。
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
の
撤

廃
に
人
生
を
捧
げ
た
故
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ

氏
が
94
年
に
実
施
さ
れ
た
初
の
全
人
種
参
加
型

の
総
選
挙
で
大
統
領
に
就
任
し
、
人
種
間
の
和

解
・
協
調
政
策
を
進
め
た
こ
と
は
、
あ
ま
り
に

も
有
名
だ
。

　
南
部
ア
フ
リ
カ
諸
国
は
、
92
年
か
ら
地
域
の

貧
困
削
減
と
生
活
向
上
を
目
指
す
「
南
部
ア
フ

リ
カ
開
発
共
同
体
（
Ｓ
Ａ
Ｄ
Ｃ
）」
を
構
成
し
て

い
る
が
、
80
年
に
結
成
さ
れ
た
そ
の
前
身
は
、

実
は
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
抜
き
で
始
ま
っ
て
い

る
。「
そ
の
背
景
に
は
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
体
制

下
の
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
の
白
人
政
権
が
近
隣

諸
国
へ
の
経
済
的
・
軍
事
的
な
支
配
を
進
め
る

中
、
諸
国
が
そ
の
脱
却
を
目
的
と
し
て
団
結
し
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　　「
虹
の
国
」。
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国（
以

下
、
南
ア
）
の
異
名
は
、
多
く
の
民
族
・

人
種
の
共
存
す
る
社
会
を
象
徴
し
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
の
歩
み
は
穏
や
か
な

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
黒
人
が
住
む
豊

か
な
地
に
17
世
紀
以
降
、
オ
ラ
ン
ダ
人
、

イ
ギ
リ
ス
人
が
相
次
い
で
入
植
し
、
植

民
地
化
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
独
立

し
て
か
ら
は
、
人
種
に
よ
っ
て
市
民
権

を
制
限
す
る
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
（
人
種

隔
離
政
策
）
が
施
行
さ
れ
た
。
冷
戦
終

結
後
の
1
9
9
1
年
に
人
種
差
別
関
連

諸
法
が
撤
廃
さ
れ
た
の
が
大
き
な
転
機

と
な
り
、
94
年
に
は
黒
人
解
放
運
動
家

の
故
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
氏
が
大
統

領
と
な
る
。
マ
ン
デ
ラ
氏
が
政
治
犯
と

し
て
獄
中
に
い
た
の
は
27
年
間
、
人
種

差
別
法
が
撤
廃
さ
れ
て
か
ら
も
今
年
で

27
年
。「
虹
の
国
」
と
し
て
の
南
ア
の
歩

み
は
、
ま
だ
日
が
浅
い
と
い
え
る
。

　
マ
ン
デ
ラ
政
権
は
南
ア
社
会
か
ら
白

人
を
排
除
せ
ず
、
全
て
の
人
種
が
共
存

す
る
道
を
選
ん
だ
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ

の
国
は
白
人
が
構
築
し
て
き
た
イ
ン
フ

ラ
、
科
学
技
術
な
ど
の
産
業
基
盤
を
、

そ
の
ま
ま
全
国
民
の
資
産
と
し
て
継
承

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
現
在
の
同
国
の

発
展
は
、
白
人
支
配
の
遺
産
の
活
用
に

依
る
部
分
が
大
き
い
。
そ
の
一
方
で
、

当
時
の
負
の
遺
産
と
も
い
え
る
社
会
格

差
、
特
に
人
種
間
格
差
は
な
お
残
る
。

　
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
下
で
は
多
く
の
黒

人
･
有
色
人
種
が
十
分
な
教
育
の
機
会

を
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
人
種
グ

ル
ー
プ
ご
と
の
教
育
水
準
の
差
は
今
も

大
き
い
。
特
に
理
数
系
教
育
は
、
理
数

系
能
力
ラ
ン
キ
ン
グ
（
世
界
経
済
フ
ォ

ー
ラ
ム
調
べ
）
で
長
年
、
世
界
最
下
位

に
甘
ん
じ
て
お
り
、
解
決
に
向
け
て
日

本
は
南
ア
初
等
教
育
に
お
け
る
理
数
系

科
目
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
再
編
を
支
援
し

て
い
る
。

　
も
う
一
つ
の
課
題
が
、
職
場
で
必
要

と
な
る
課
題
解
決
力
の
欠
落
だ
。
同
国

高
等
教
育
訓
練
省
（
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ｔ
）
で
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
る
J
I
C
A
の
飯

田
護
専
門
家
は
「
こ
の
国
の
教
育
は
旧

来
の
詰
め
込
み
型
が
今
も
主
流
な
の
で
、

多
く
の
若
者
た
ち
が
主
体
的
に
問
題
を

見
出
し
、
解
決
に
取
り
組
む
と
い
う
姿

勢
を
身
に
付
け
ら
れ
ず
に
い
ま
す
」
と

説
明
す
る
。

　
同
様
に
、Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ｔ
の
チ
ー
フ
・
マ
ビ

ゼ
ラ
大
学
部
長
は
、
同
国
が
直
面
し
て

い
る
課
題
と
し
て
格
差
、
貧
困
、
雇
用

の
三
つ
を
挙
げ
る
。「
わ
が
国
で
は
、
実

務
能
力
と
自
律
性
を
身
に
付
け
た
人
材

の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

彼
ら
が
職
場
で
活
躍
し
た
り
、
起
業
し

た
り
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
国
の
発
展

に
つ
な
が
り
、
結
果
と
し
て
三
つ
の
社

会
課
題
の
解
決
に
も
近
づ
き
ま
す
」

　
南
ア
の
若
者
た
ち
が
社
会
で
活
用
で

き
る
実
務
能
力
を
高
め
、
主
体
性
を
身

に
付
け
ら
れ
る
教
育
の
機
会
を
提
供
し

た
い
―
―
そ
ん
な
考
え
の
下
で
進
め
ら

れ
て
い
る
の
が
、
全
国
の
工
科
大
学
で

実
施
が
始
ま
っ
た
産
業
人
材
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
Ｅ
Ｉ
Ｐ
）
だ
。

　
南
ア
で
は
、
全
国
各
地
の
産
業
が
盛

ん
な
都
市
部
に
置
か
れ
た
全
６
校
の
工

科
大
学
で
、
教
育
か
ら
観
光
、
ハ
イ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
至
る
ま
で
、
同
国
の
あ

ら
ゆ
る
産
業
を
支
え
る
人
材
を
育
成
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
６
校
に
総
合
大
学
で

あ
る
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
大
学
を
加
え
た

７
校
で
、
学
生
た
ち
に
短
期
間
の
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
、
課
題
解
決
力

を
持
つ
新
社
会
人
を
世
に
送
り
出
す
の

が
、Ｅ
Ｉ
Ｐ
の
狙
い
だ
。

　
同
国
で
最
初
に
Ｅ
Ｉ
Ｐ
へ
の
取
り
組

み
を
開
始
し
た
、
ツ
ワ
ネ
工
科
大
学
を

訪
ね
た
。
ツ
ワ
ネ
と
は
、
南
ア
の
行
政

の
首
都
プ
レ
ト
リ
ア
を
含
む
都
市
圏
の

名
前
。
同
大
学
は
５
万
６
０
０
０
人
の

学
生
を
抱
え
る
国
内
き
っ
て
の
大
規
模

大
学
だ
。
現
在
、
同
大
学
で
は
理
工
学

た
ち
の
姿
勢
の
変
化
や
、
課
題
発
見
・

解
決
力
の
習
得
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
大

き
な
変
化
で
す
。
今
後
は
、
彼
ら
を
受

け
入
れ
る
企
業
と
も
連
携
し
、
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
を
受
け
な
が
ら
、
取
り
組
み

を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　
同
国
の
工
科
大
学
で
は
現
在
、
職
業

連
動
教
育
（
Ｗ
Ｉ
Ｌ
）
と
い
う
仕
組
み

が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
大
学
で
の

授
業
の
前
後
に
実
際
の
職
場
で
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
す
る
こ
と
で
、
卒

業
後
の
社
会
人
キ
ャ
リ
ア
へ
の
ス
ム
ー

ズ
な
移
行
を
促
進
す
る
の
が
目
的
だ
。Ｅ

Ｉ
Ｐ
は
Ｗ
Ｉ
Ｌ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
さ
ら
に

導
入
部
分
に
位
置
付
け
ら
れ
、
国
家
技

能
基
金
（
Ｎ
Ｓ
Ｆ
）
か
ら
も
活
動
資
金

の
助
成
を
受
け
て
い
る
。
国
を
挙
げ
て
、

新
社
会
人
の
働
く
力
を
高
め
よ
う
と
い

う
動
き
が
進
ん
で
い
る
の
だ
。

　
プ
レ
ト
リ
ア
か
ら
飛
行
機
で
約
１
時

間
。
イ
ン
ド
洋
沿
い
に
あ
る
南
ア
第
二

の
大
都
市
ダ
ー
バ
ン
は
、
同
国
の
重
要

な
貿
易
港
で
あ
る
と
同
時
に
、
日
本
企

業
を
含
め
た
多
く
の
工
場
が
並
ぶ
産
業

の
一
大
集
積
地
だ
。
ダ
ー
バ
ン
工
科
大

学
は
２
万
７
０
０
０
人
の
学
生
が
学
ぶ

大
学
で
、
ダ
ー
バ
ン
だ
け
で
な
く
州
都

の
ピ
ー
タ
ー
マ
リ
ッ
ツ
バ
ー
グ
に
も
複

数
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
持
っ
て
い
る
。

　
同
大
学
で
Ｅ
Ｉ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
る
ジ
ェ
イ
・

パ
ラ
マ
ヌ
ン
ド
講
師
の
も
と
を
訪
れ
る

と
、
ち
ょ
う
ど
教
育
学
部
の
一
年
生
を

対
象
と
し
た
Ｅ
Ｉ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開

催
さ
れ
て
い
た
。
パ
ラ
マ
ヌ
ン
ド
講
師

は
〝
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
〞
な
ど
、
ビ

ジ
ネ
ス
に
お
け
る
基
本
的
な
考
え
方
を

説
明
し
た
後
、
生
徒
た
ち
の
前
に
大
量

の
部
品
を
並
べ
た
。
学
生
は
３
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
責
任

者
と
部
品
の
在
庫
管
理
者
を
決
め
る
よ

う
指
示
さ
れ
る
。「
こ
れ
か
ら
、
皆
さ
ん

に
車
を
作
っ
て
も
ら
い
ま
す
」。
教
室
に

並
ん
だ
部
品
は
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ト
ラ
ッ

ク
の
パ
ー
ツ
。
各
グ
ル
ー
プ
が
い
わ
ば

一
つ
の
〝
工
場
〞
と
な
っ
て
、
ミ
ニ
チ

ュ
ア
の
車
を
製
造
す
る
と
い
う
わ
け
だ
。

　
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
全
員
で
議
論
し
た

り
、
早
々
に
少
人
数
の
チ
ー
ム
を
作
っ

た
り
と
、
取
り
組
み
方
は
さ
ま
ざ
ま
だ
。

部
品
の
管
理
も
、
チ
ー
ム
ご
と
に
や
っ

て
い
る
と
こ
ろ
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で
ま

と
め
て
ス
ト
ッ
ク
を
作
る
と
こ
ろ
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
違
う
。
組
立
説
明
書
を
片
手

に
楽
し
そ
う
に
作
業
す
る
学
生
た
ち
を

見
て
い
る
と
、
こ
れ
が
大
学
の
授
業
で

あ
る
こ
と
を
忘
れ
そ
う
だ
。「
実
は
、
説

明
書
に
は
落
と
し
穴
が
隠
さ
れ
て
い
ま

す
。
指
示
通
り
に
組
み
立
て
る
と
、
作

業
が
し
づ
ら
い
箇
所
が
あ
る
ん
で
す
よ
」。

飯
田
専
門
家
が
、
学
生
た
ち
の
様
子
を

見
な
が
ら
こ
っ
そ
り
教
え
て
く
れ
た
。

　
時
間
が
来
た
と
こ
ろ
で
、
パ
ラ
マ
ヌ

ン
ド
教
授
は
学
生
た
ち
に
出
来
上
が
っ

た
ト
ラ
ッ
ク
を
持
っ
て
く
る
よ
う
求
め

た
。
そ
こ
で
始
ま
る
の
が
品
質
管
理
だ
。

タ
イ
ヤ
が
曲
が
っ
て
い
て
走
れ
な
い
、

車
体
が
ゆ
が
ん
で
い
る
な
ど
、
思
い
思

い
に
作
っ
た
ト
ラ
ッ
ク
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
不
備
が
見
つ
か
っ
た
。
他
に
も
、
準

備
し
て
い
た
部
品
が
余
っ
て
い
る
な
ど
、

実
際
の
職
場
で
は
〝
課
題
〞
と
な
る
こ

と
が
い
く
つ
も
あ
る
。
こ
れ
ら
に
気
付

き
、
ど
う
対
処
し
て
い
く
か
を
考
え
る

の
が
、Ｅ
Ｉ
Ｐ
の
ポ
イ
ン
ト
な
の
だ
。

　
飯
田
専
門
家
と
共
に
Ｅ
Ｉ
Ｐ
に
取
り

組
み
、
実
際
に
各
地
の
大
学
を
回
っ
て

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
、

株
式
会
社
ワ
ー
ル
ド
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ソ
シ

エ
イ
ツ
の
篠
崎
利
恵
専
門
家
は
、「
２
回
、

３
回
と
組
み
立
て
を
繰
り
返
す
う
ち
に
、

学
生
た
ち
は
徐
々
に
自
分
た
ち
で
工
夫

を
始
め
、
効
率
良
く
、
よ
り
多
く
の
完

成
品
を
作
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。
そ
の
中
に
は
、
作
業
場
と
な
る
机

の
上
を
片
付
け
た
り
、
部
品
の
配
置
を

流
れ
作
業
に
向
い
た
も
の
に
し
た
り
、

と
い
っ
た
も
の
も
含
ま
れ
ま
す
」
と
話

す
。
説
明
書
の
〝
落
と
し
穴
〞
を
見
つ

け
て
対
策
を
取
る
よ
う
に
、
た
だ
指
示

通
り
に
実
行
す
る
の
で
は
な
く
、
自
ら

考
え
て
改
善
す
る
経
験
が
、
働
く
場
で

の
若
者
の
振
る
舞
い
を
変
え
て
い
く
。

　
ピ
ー
タ
ー
マ
リ
ッ
ツ
バ
ー
グ
か
ら
、

高
速
道
路
を
ダ
ー
バ
ン
に
向
け
て
走
る
。

片
側
二
車
線
、
場
所
に
よ
っ
て
は
三
車

線
の
高
速
道
路
は
完
璧
に
整
備
さ
れ
て

お
り
、
工
業
団
地
に
軒
を
連
ね
る
中
小

工
場
の
様
子
は
、
日
本
の
工
業
地
帯
の

光
景
に
よ
く
似
て
い
る
。
こ
の
地
域
に
、

ダ
ー
バ
ン
工
科
大
学
の
卒
業
生
を
雇
用

す
る
企
業
を
訪
ね
た
。

　
デ
ュ
イ
ス
部
品
製
造
社
の
ボ
ン
ギ
ウ

ェ
・
シ
ト
ー
ル
人
事
部
長
は
、Ｅ
Ｉ
Ｐ
を

受
け
た
卒
業
生
た
ち
を
高
く
評
価
し
て

い
る
。「
彼
ら
は
職
務
の
理
解
力
が
高
く
、

職
場
に
貢
献
す
る
意
識
を
持
っ
て
い
る

点
で
、
他
の
新
社
会
人
た
ち
と
一
線
を

画
し
て
い
ま
す
。
若
い
世
代
の
黒
人
や

カ
ラ
ー
ド
（
注
：
混
血
や
東
南
ア
ジ
ア

系
な
ど
）
が
こ
う
し
た
教
育
を
受
け
る

こ
と
で
、
古
い
世
代
が
想
像
も
し
な
か

っ
た
仕
事
に
就
き
、
活
躍
す
る
の
は
、

社
会
全
体
に
と
っ
て
好
ま
し
い
こ
と
。

彼
ら
は
、
南
ア
社
会
の
輝
け
る
希
望
の

星
な
ん
で
す
」。
自
身
が
教
育
を
重
視
す

る
家
庭
で
育
っ
た
と
い
う
シ
ト
ー
ル
さ

ん
は
、
実
践
的
な
教
育
を
受
け
て
巣
立

っ
て
い
く
若
者
た
ち
へ
の
期
待
を
隠
さ

な
か
っ
た
。

　
再
び
ダ
ー
バ
ン
工
科
大
学
。
ダ
ー
バ

ン
市
内
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
パ
ラ
マ
ヌ

ン
ド
講
師
の
指
導
の
下
、
学
生
た
ち
に

Ｅ
Ｉ
Ｐ
を
実
施
し
て
い
る
先
生
方
の
話

を
聞
い
た
。
理
学
部
科
学
学
科
の
ニ
ー
・

ソ
バ
ン
ツ
・
ン
ト
ラ
講
師
は
、「
私
た
ち

の
学
部
で
Ｅ
Ｉ
Ｐ
を
行
っ
た
と
き
、
学

生
の
一
人
が
『
こ
れ
は
本
当
に
理
学
部

の
授
業
で
や
る
こ
と
で
す
か
？
』
と
疑

問
を
呈
し
て
き
ま
し
た
。
で
も
、
一
日

目
の
授
業
が
終
わ
っ
た
後
、
そ
の
学
生

が
、『
明
日
が
楽
し
み
で
す
』
と
言
っ
て

く
れ
た
の
で
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

分
野
に
関
係
な
く
あ
ら
ゆ
る
学
生
に
良

い
刺
激
と
な
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
」

と
話
し
て
く
れ
た
。
公
衆
衛
生
学
部
の

シ
ャ
ナ
ズ
・
グ
ー
マ
ン
講
師
は
、「
業
務

の
適
切
な
遂
行
や
時
間
管
理
な
ど
、
社

会
人
と
し
て
重
要
な
こ
と
は
、
従
来
は

学
校
で
は
教
え
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
が
小
さ
い
こ
ろ
は
親
の
家
業
を
手
伝

い
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

今
は
そ
う
い
う
機
会
も
少
な
い
で
し
ょ

う
。
多
く
の
若
者
に
と
っ
て
、Ｅ
Ｉ
Ｐ
は

実
践
的
な
ス
キ
ル
を
学
ぶ
貴
重
な
機
会

と
い
え
ま
す
」
と
強
調
す
る
。

　
一
方
、Ｗ
Ｉ
Ｌ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と

し
て
Ｅ
Ｉ
Ｐ
を
受
け
、
イ
ン
タ
ー
ン
も

経
験
し
た
チ
ャ
ミ
・
ド
ラ
ミ
ニ
さ
ん
は
、

「
こ
の
研
修
を
受
け
る
前
は
、〝
職
場
へ

の
対
応
力
〞
と
は
何
か
な
ど
、
想
像
も

つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。Ｅ
Ｉ
Ｐ
で
学
ん
だ

ス
キ
ル
は
職
場
で
不
可
欠
な
だ
け
で
な

く
、
普
段
の
生
活
に
も
生
き
る
、
大
切

な
も
の
で
す
」
と
振
り
返
っ
た
。

　
明
る
い
部
分
ば
か
り
を
取
り
上
げ
て

き
た
が
、
南
ア
の
雇
用
環
境
は
厳
し
い
。

失
業
率
は
27
・
７
％
と
世
界
で
も
屈
指

の
高
さ
で
、
若
年
層
で
は
４
割
近
く
に

達
し
て
い
る
（
同
国
統
計
局
調
べ
、
２

０
１
７
年
第
３
四
半
期
実
績
）。
特
に
、

教
育
環
境
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
カ
ラ
ー

ド
や
黒
人
の
失
業
率
は
高
い
。
だ
が
、

裏
を
返
せ
ば
、
こ
の
層
の
教
育
環
境
が

改
善
さ
れ
、
優
秀
な
労
働
力
と
し
て
活

躍
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
南
ア
経
済

の
起
爆
剤
に
な
り
う
る
の
だ
。

　「
経
済
発
展
は
社
会
問
題
を
解
決
す
る

た
め
の
原
動
力
と
な
り
、
一
人
一
人
の

生
活
水
準
も
向
上
さ
せ
ま
す
。
そ
う
な

れ
ば
子
ど
も
た
ち
が
よ
り
教
育
を
受
け

や
す
く
な
り
、
優
秀
な
人
材
が
社
会
に

送
り
出
さ
れ
、
さ
ら
な
る
経
済
発
展
に

つ
な
が
り
ま
す
。
成
長
の
サ
イ
ク
ル
を

動
か
し
、
２
０
３
０
年
を
ゴ
ー
ル
に
据

え
た
国
家
経
済
計
画
を
実
現
す
る
た
め

に
、
優
れ
た
産
業
人
材
の
育
成
は
大
き

な
鍵
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
」
と
飯
田

専
門
家
は
強
調
す
る
。

　
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ｔ
の
マ
ビ
ゼ
ラ
部
長
は
、「
南

ア
の
大
学
で
学
ぶ
学
生
の
８
％
は
、
近

隣
の
南
部
ア
フ
リ
カ
諸
国
か
ら
来
た
留

学
生
で
す
。
ま
た
、Ｅ
Ｉ
Ｐ
は
現
在
、
隣

国
ナ
ミ
ビ
ア
の
科
学
技
術
大
学
に
対
し

て
も
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て

同
様
の
協
力
が
展
開
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
南
部
ア
フ
リ
カ
地
域
の
発
展
を
支

え
て
い
く
た
め
に
、
国
の
教
育
の
質
を

高
め
、
優
れ
た
人
材
を
育
成
し
て
い
く

こ
と
は
必
要
不
可
欠
な
の
で
す
」
と
説

明
し
て
く
れ
た
。
飯
田
専
門
家
も
、「
南

ア
に
は
発
展
し
て
い
る
部
分
も
あ
り
ま

す
が
、
地
方
を
中
心
に
他
の
ア
フ
リ
カ

分
断
か
ら
融
和
へ

矛
盾
を
超
え
て
成
長
す
る
国

も
の
の
見
方
、考
え
方
を
変
え

社
会
を
動
か
す
人
材
に

手
を
動
か
す
体
験
を
通
し
て

実
務
力
に
つ
な
が
る
気
付
き

社
会
人
ス
キ
ル
を
学
ぶ
機
会

周
辺
国
へ
の
波
及
を
期
待

特集 南部アフリカ
躍動と飛翔の大地

を
約
束
し
た
し
る
し
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

11
の
公
用
語
を
持
ち
、
人
種
・
民
族
間

の
融
和
を
誓
っ
た
虹
の
国
。
そ
の
繁
栄

は
、
ア
フ
リ
カ
全
体
の
未
来
を
導
く
福

音
と
な
る
。

（
編
集
部
　
近
藤
ゆ
ふ
き
）

特集 南部アフリカ
躍動と飛翔の大地

部
を
中
心
に
Ｅ
Ｉ
Ｐ
を
導
入
し
、
手
応

え
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
。

　
同
大
学
の
ス
タ
ン
リ
ー
・
ム
コ
ラ
副

学
長
は
、Ｅ
Ｉ
Ｐ
を
受
け
た
学
生
た
ち
に

明
ら
か
な
姿
勢
の
変
化
が
生
ま
れ
て
い

る
と
話
す
。「
研
修
を
通
し
て
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
を
学
び
、
よ
り
責
任
感
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
学
生
が
増
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
Ｅ
Ｉ
Ｐ
を
全
て
の
学
生
の
必
修

と
し
、
今
の
産
業
界
に
求
め
ら
れ
て
い

る
人
材
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
10
年
後

の
わ
が
国
の
産
業
で
活
躍
で
き
る
よ
う

な
人
材
を
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」
と
話
す
。

　
同
大
学
産
業
教
育
部
の
エ
サ
ウ
・
モ

タ
ウ
ン
グ
部
長
も
、Ｅ
Ｉ
Ｐ
に
よ
っ
て
学

生
た
ち
の
も
の
の
見
方
が
変
わ
り
、
筋

道
を
立
て
て
思
考
を
組
み
立
て
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
と
評
価
し
て
い
る
。「
学
生

約
束
の
虹
、未
来
へ

ツワネ工科大学のモタウング産業
教育部長（左）とムコラ副学長。ＥＩＰ
の導入を積極的に主導してきた

多くの若者が通うツワネ工科大学。南ア
の工科大学のルーツは技術専門学校で、
産業界で活躍する人材を育てるのが重要
な使命だ

ＥＩＰを受けた学生たちの実務能力を高く評価するシトールさん（左）。同
社は国内の鉄道機関車やトヨタ、日産などの部品を生産している

ダーバン工科大学でＥＩＰの普及に関わる
チームと。後列左端が篠崎専門家、右端
が飯田専門家、前列右がパラマヌンド教授 ＥＩＰ修了者に与えられる修了証の

サンプル。裏面にある習得技能の
リストは、経営者にとっても参考に
なるものだ

写真：吉田亮人（写真家）

サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
の
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
２
割
を
稼
ぎ
出
す

〝
ア
フ
リ
カ
の
エ
ン
ジ
ン
〞
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
。

産
業
を
支
え
る
優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
同
国
は
も
ち
ろ
ん
南
部
ア
フ
リ
カ
地

域
、
ひ
い
て
は
全
ア
フ
リ
カ
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い
。

そ
こ
で
日
本
が
導
入
を
支
援
し
て
い
る
の
が
、

ア
フ
リ
カ
の
未
来
を
支
え
る
若
者
の
実
務
能
力
を
高
め
る
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。

ミニチュアトラックの組み立てを通して、
職場で必要な課題発見スキルを学ぶ学
生たち。トラックはプレトリアに工場を置く
日産自動車が研修で使っていたものを
ベースにしている

高等教育訓練省のマビゼラ大学部長。日本との関係を深め、
人的交流も増やしていきたいと語る

南アフリカ共和国South Africa

プレトリア ダーバン

デュイス社があるダーバン郊外
の工業地帯。さまざまな業種の
工場が、小高い丘の続く地域
にひしめき合っている

諸
国
と
同
様
の
貧
困
問
題
も
抱
え
て
い

ま
す
。
こ
の
国
で
の
社
会
問
題
解
決
の

試
み
は
、
南
ア
だ
け
で
な
く
、
他
の
国
々

の
課
題
を
解
決
す
る
手
掛
か
り
に
な
る

の
で
す
」
と
語
る
。

　
旧
約
聖
書
で
、
虹
は
神
が
人
に
平
和
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　　「
虹
の
国
」。
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国（
以

下
、
南
ア
）
の
異
名
は
、
多
く
の
民
族
・

人
種
の
共
存
す
る
社
会
を
象
徴
し
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
の
歩
み
は
穏
や
か
な

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
黒
人
が
住
む
豊

か
な
地
に
17
世
紀
以
降
、
オ
ラ
ン
ダ
人
、

イ
ギ
リ
ス
人
が
相
次
い
で
入
植
し
、
植

民
地
化
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
独
立

し
て
か
ら
は
、
人
種
に
よ
っ
て
市
民
権

を
制
限
す
る
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
（
人
種

隔
離
政
策
）
が
施
行
さ
れ
た
。
冷
戦
終

結
後
の
1
9
9
1
年
に
人
種
差
別
関
連

諸
法
が
撤
廃
さ
れ
た
の
が
大
き
な
転
機

と
な
り
、
94
年
に
は
黒
人
解
放
運
動
家

の
故
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
氏
が
大
統

領
と
な
る
。
マ
ン
デ
ラ
氏
が
政
治
犯
と

し
て
獄
中
に
い
た
の
は
27
年
間
、
人
種

差
別
法
が
撤
廃
さ
れ
て
か
ら
も
今
年
で

27
年
。「
虹
の
国
」
と
し
て
の
南
ア
の
歩

み
は
、
ま
だ
日
が
浅
い
と
い
え
る
。

　
マ
ン
デ
ラ
政
権
は
南
ア
社
会
か
ら
白

人
を
排
除
せ
ず
、
全
て
の
人
種
が
共
存

す
る
道
を
選
ん
だ
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ

の
国
は
白
人
が
構
築
し
て
き
た
イ
ン
フ

ラ
、
科
学
技
術
な
ど
の
産
業
基
盤
を
、

そ
の
ま
ま
全
国
民
の
資
産
と
し
て
継
承

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
現
在
の
同
国
の

発
展
は
、
白
人
支
配
の
遺
産
の
活
用
に

依
る
部
分
が
大
き
い
。
そ
の
一
方
で
、

当
時
の
負
の
遺
産
と
も
い
え
る
社
会
格

差
、
特
に
人
種
間
格
差
は
な
お
残
る
。

　
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
下
で
は
多
く
の
黒

人
･
有
色
人
種
が
十
分
な
教
育
の
機
会

を
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
人
種
グ

ル
ー
プ
ご
と
の
教
育
水
準
の
差
は
今
も

大
き
い
。
特
に
理
数
系
教
育
は
、
理
数

系
能
力
ラ
ン
キ
ン
グ
（
世
界
経
済
フ
ォ

ー
ラ
ム
調
べ
）
で
長
年
、
世
界
最
下
位

に
甘
ん
じ
て
お
り
、
解
決
に
向
け
て
日

本
は
南
ア
初
等
教
育
に
お
け
る
理
数
系

科
目
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
再
編
を
支
援
し

て
い
る
。

　
も
う
一
つ
の
課
題
が
、
職
場
で
必
要

と
な
る
課
題
解
決
力
の
欠
落
だ
。
同
国

高
等
教
育
訓
練
省
（
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ｔ
）
で
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
る
J
I
C
A
の
飯

田
護
専
門
家
は
「
こ
の
国
の
教
育
は
旧

来
の
詰
め
込
み
型
が
今
も
主
流
な
の
で
、

多
く
の
若
者
た
ち
が
主
体
的
に
問
題
を

見
出
し
、
解
決
に
取
り
組
む
と
い
う
姿

勢
を
身
に
付
け
ら
れ
ず
に
い
ま
す
」
と

説
明
す
る
。

　
同
様
に
、Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ｔ
の
チ
ー
フ
・
マ
ビ

ゼ
ラ
大
学
部
長
は
、
同
国
が
直
面
し
て

い
る
課
題
と
し
て
格
差
、
貧
困
、
雇
用

の
三
つ
を
挙
げ
る
。「
わ
が
国
で
は
、
実

務
能
力
と
自
律
性
を
身
に
付
け
た
人
材

の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

彼
ら
が
職
場
で
活
躍
し
た
り
、
起
業
し

た
り
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
国
の
発
展

に
つ
な
が
り
、
結
果
と
し
て
三
つ
の
社

会
課
題
の
解
決
に
も
近
づ
き
ま
す
」

　
南
ア
の
若
者
た
ち
が
社
会
で
活
用
で

き
る
実
務
能
力
を
高
め
、
主
体
性
を
身

に
付
け
ら
れ
る
教
育
の
機
会
を
提
供
し

た
い
―
―
そ
ん
な
考
え
の
下
で
進
め
ら

れ
て
い
る
の
が
、
全
国
の
工
科
大
学
で

実
施
が
始
ま
っ
た
産
業
人
材
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
Ｅ
Ｉ
Ｐ
）
だ
。

　
南
ア
で
は
、
全
国
各
地
の
産
業
が
盛

ん
な
都
市
部
に
置
か
れ
た
全
６
校
の
工

科
大
学
で
、
教
育
か
ら
観
光
、
ハ
イ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
至
る
ま
で
、
同
国
の
あ

ら
ゆ
る
産
業
を
支
え
る
人
材
を
育
成
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
６
校
に
総
合
大
学
で

あ
る
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
大
学
を
加
え
た

７
校
で
、
学
生
た
ち
に
短
期
間
の
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
、
課
題
解
決
力

を
持
つ
新
社
会
人
を
世
に
送
り
出
す
の

が
、Ｅ
Ｉ
Ｐ
の
狙
い
だ
。

　
同
国
で
最
初
に
Ｅ
Ｉ
Ｐ
へ
の
取
り
組

み
を
開
始
し
た
、
ツ
ワ
ネ
工
科
大
学
を

訪
ね
た
。
ツ
ワ
ネ
と
は
、
南
ア
の
行
政

の
首
都
プ
レ
ト
リ
ア
を
含
む
都
市
圏
の

名
前
。
同
大
学
は
５
万
６
０
０
０
人
の

学
生
を
抱
え
る
国
内
き
っ
て
の
大
規
模

大
学
だ
。
現
在
、
同
大
学
で
は
理
工
学

た
ち
の
姿
勢
の
変
化
や
、
課
題
発
見
・

解
決
力
の
習
得
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
大

き
な
変
化
で
す
。
今
後
は
、
彼
ら
を
受

け
入
れ
る
企
業
と
も
連
携
し
、
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
を
受
け
な
が
ら
、
取
り
組
み

を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　
同
国
の
工
科
大
学
で
は
現
在
、
職
業

連
動
教
育
（
Ｗ
Ｉ
Ｌ
）
と
い
う
仕
組
み

が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
大
学
で
の

授
業
の
前
後
に
実
際
の
職
場
で
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
す
る
こ
と
で
、
卒

業
後
の
社
会
人
キ
ャ
リ
ア
へ
の
ス
ム
ー

ズ
な
移
行
を
促
進
す
る
の
が
目
的
だ
。Ｅ

Ｉ
Ｐ
は
Ｗ
Ｉ
Ｌ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
さ
ら
に

導
入
部
分
に
位
置
付
け
ら
れ
、
国
家
技

能
基
金
（
Ｎ
Ｓ
Ｆ
）
か
ら
も
活
動
資
金

の
助
成
を
受
け
て
い
る
。
国
を
挙
げ
て
、

新
社
会
人
の
働
く
力
を
高
め
よ
う
と
い

う
動
き
が
進
ん
で
い
る
の
だ
。

　
プ
レ
ト
リ
ア
か
ら
飛
行
機
で
約
１
時

間
。
イ
ン
ド
洋
沿
い
に
あ
る
南
ア
第
二

の
大
都
市
ダ
ー
バ
ン
は
、
同
国
の
重
要

な
貿
易
港
で
あ
る
と
同
時
に
、
日
本
企

業
を
含
め
た
多
く
の
工
場
が
並
ぶ
産
業

の
一
大
集
積
地
だ
。
ダ
ー
バ
ン
工
科
大

学
は
２
万
７
０
０
０
人
の
学
生
が
学
ぶ

大
学
で
、
ダ
ー
バ
ン
だ
け
で
な
く
州
都

の
ピ
ー
タ
ー
マ
リ
ッ
ツ
バ
ー
グ
に
も
複

数
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
持
っ
て
い
る
。

　
同
大
学
で
Ｅ
Ｉ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
る
ジ
ェ
イ
・

パ
ラ
マ
ヌ
ン
ド
講
師
の
も
と
を
訪
れ
る

と
、
ち
ょ
う
ど
教
育
学
部
の
一
年
生
を

対
象
と
し
た
Ｅ
Ｉ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開

催
さ
れ
て
い
た
。
パ
ラ
マ
ヌ
ン
ド
講
師

は
〝
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
〞
な
ど
、
ビ

ジ
ネ
ス
に
お
け
る
基
本
的
な
考
え
方
を

説
明
し
た
後
、
生
徒
た
ち
の
前
に
大
量

の
部
品
を
並
べ
た
。
学
生
は
３
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
責
任

者
と
部
品
の
在
庫
管
理
者
を
決
め
る
よ

う
指
示
さ
れ
る
。「
こ
れ
か
ら
、
皆
さ
ん

に
車
を
作
っ
て
も
ら
い
ま
す
」。
教
室
に

並
ん
だ
部
品
は
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ト
ラ
ッ

ク
の
パ
ー
ツ
。
各
グ
ル
ー
プ
が
い
わ
ば

一
つ
の
〝
工
場
〞
と
な
っ
て
、
ミ
ニ
チ

ュ
ア
の
車
を
製
造
す
る
と
い
う
わ
け
だ
。

　
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
全
員
で
議
論
し
た

り
、
早
々
に
少
人
数
の
チ
ー
ム
を
作
っ

た
り
と
、
取
り
組
み
方
は
さ
ま
ざ
ま
だ
。

部
品
の
管
理
も
、
チ
ー
ム
ご
と
に
や
っ

て
い
る
と
こ
ろ
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で
ま

と
め
て
ス
ト
ッ
ク
を
作
る
と
こ
ろ
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
違
う
。
組
立
説
明
書
を
片
手

に
楽
し
そ
う
に
作
業
す
る
学
生
た
ち
を

見
て
い
る
と
、
こ
れ
が
大
学
の
授
業
で

あ
る
こ
と
を
忘
れ
そ
う
だ
。「
実
は
、
説

明
書
に
は
落
と
し
穴
が
隠
さ
れ
て
い
ま

す
。
指
示
通
り
に
組
み
立
て
る
と
、
作

業
が
し
づ
ら
い
箇
所
が
あ
る
ん
で
す
よ
」。

飯
田
専
門
家
が
、
学
生
た
ち
の
様
子
を

見
な
が
ら
こ
っ
そ
り
教
え
て
く
れ
た
。

　
時
間
が
来
た
と
こ
ろ
で
、
パ
ラ
マ
ヌ

ン
ド
教
授
は
学
生
た
ち
に
出
来
上
が
っ

た
ト
ラ
ッ
ク
を
持
っ
て
く
る
よ
う
求
め

た
。
そ
こ
で
始
ま
る
の
が
品
質
管
理
だ
。

タ
イ
ヤ
が
曲
が
っ
て
い
て
走
れ
な
い
、

車
体
が
ゆ
が
ん
で
い
る
な
ど
、
思
い
思

い
に
作
っ
た
ト
ラ
ッ
ク
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
不
備
が
見
つ
か
っ
た
。
他
に
も
、
準

備
し
て
い
た
部
品
が
余
っ
て
い
る
な
ど
、

実
際
の
職
場
で
は
〝
課
題
〞
と
な
る
こ

と
が
い
く
つ
も
あ
る
。
こ
れ
ら
に
気
付

き
、
ど
う
対
処
し
て
い
く
か
を
考
え
る

の
が
、Ｅ
Ｉ
Ｐ
の
ポ
イ
ン
ト
な
の
だ
。

　
飯
田
専
門
家
と
共
に
Ｅ
Ｉ
Ｐ
に
取
り

組
み
、
実
際
に
各
地
の
大
学
を
回
っ
て

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
、

株
式
会
社
ワ
ー
ル
ド
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ソ
シ

エ
イ
ツ
の
篠
崎
利
恵
専
門
家
は
、「
２
回
、

３
回
と
組
み
立
て
を
繰
り
返
す
う
ち
に
、

学
生
た
ち
は
徐
々
に
自
分
た
ち
で
工
夫

を
始
め
、
効
率
良
く
、
よ
り
多
く
の
完

成
品
を
作
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。
そ
の
中
に
は
、
作
業
場
と
な
る
机

の
上
を
片
付
け
た
り
、
部
品
の
配
置
を

流
れ
作
業
に
向
い
た
も
の
に
し
た
り
、

と
い
っ
た
も
の
も
含
ま
れ
ま
す
」
と
話

す
。
説
明
書
の
〝
落
と
し
穴
〞
を
見
つ

け
て
対
策
を
取
る
よ
う
に
、
た
だ
指
示

通
り
に
実
行
す
る
の
で
は
な
く
、
自
ら

考
え
て
改
善
す
る
経
験
が
、
働
く
場
で

の
若
者
の
振
る
舞
い
を
変
え
て
い
く
。

　
ピ
ー
タ
ー
マ
リ
ッ
ツ
バ
ー
グ
か
ら
、

高
速
道
路
を
ダ
ー
バ
ン
に
向
け
て
走
る
。

片
側
二
車
線
、
場
所
に
よ
っ
て
は
三
車

線
の
高
速
道
路
は
完
璧
に
整
備
さ
れ
て

お
り
、
工
業
団
地
に
軒
を
連
ね
る
中
小

工
場
の
様
子
は
、
日
本
の
工
業
地
帯
の

光
景
に
よ
く
似
て
い
る
。
こ
の
地
域
に
、

ダ
ー
バ
ン
工
科
大
学
の
卒
業
生
を
雇
用

す
る
企
業
を
訪
ね
た
。

　
デ
ュ
イ
ス
部
品
製
造
社
の
ボ
ン
ギ
ウ

ェ
・
シ
ト
ー
ル
人
事
部
長
は
、Ｅ
Ｉ
Ｐ
を

受
け
た
卒
業
生
た
ち
を
高
く
評
価
し
て

い
る
。「
彼
ら
は
職
務
の
理
解
力
が
高
く
、

職
場
に
貢
献
す
る
意
識
を
持
っ
て
い
る

点
で
、
他
の
新
社
会
人
た
ち
と
一
線
を

画
し
て
い
ま
す
。
若
い
世
代
の
黒
人
や

カ
ラ
ー
ド
（
注
：
混
血
や
東
南
ア
ジ
ア

系
な
ど
）
が
こ
う
し
た
教
育
を
受
け
る

こ
と
で
、
古
い
世
代
が
想
像
も
し
な
か

っ
た
仕
事
に
就
き
、
活
躍
す
る
の
は
、

社
会
全
体
に
と
っ
て
好
ま
し
い
こ
と
。

彼
ら
は
、
南
ア
社
会
の
輝
け
る
希
望
の

星
な
ん
で
す
」。
自
身
が
教
育
を
重
視
す

る
家
庭
で
育
っ
た
と
い
う
シ
ト
ー
ル
さ

ん
は
、
実
践
的
な
教
育
を
受
け
て
巣
立

っ
て
い
く
若
者
た
ち
へ
の
期
待
を
隠
さ

な
か
っ
た
。

　
再
び
ダ
ー
バ
ン
工
科
大
学
。
ダ
ー
バ

ン
市
内
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
パ
ラ
マ
ヌ

ン
ド
講
師
の
指
導
の
下
、
学
生
た
ち
に

Ｅ
Ｉ
Ｐ
を
実
施
し
て
い
る
先
生
方
の
話

を
聞
い
た
。
理
学
部
科
学
学
科
の
ニ
ー
・

ソ
バ
ン
ツ
・
ン
ト
ラ
講
師
は
、「
私
た
ち

の
学
部
で
Ｅ
Ｉ
Ｐ
を
行
っ
た
と
き
、
学

生
の
一
人
が
『
こ
れ
は
本
当
に
理
学
部

の
授
業
で
や
る
こ
と
で
す
か
？
』
と
疑

問
を
呈
し
て
き
ま
し
た
。
で
も
、
一
日

目
の
授
業
が
終
わ
っ
た
後
、
そ
の
学
生

が
、『
明
日
が
楽
し
み
で
す
』
と
言
っ
て

く
れ
た
の
で
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

分
野
に
関
係
な
く
あ
ら
ゆ
る
学
生
に
良

い
刺
激
と
な
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
」

と
話
し
て
く
れ
た
。
公
衆
衛
生
学
部
の

シ
ャ
ナ
ズ
・
グ
ー
マ
ン
講
師
は
、「
業
務

の
適
切
な
遂
行
や
時
間
管
理
な
ど
、
社

会
人
と
し
て
重
要
な
こ
と
は
、
従
来
は

学
校
で
は
教
え
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
が
小
さ
い
こ
ろ
は
親
の
家
業
を
手
伝

い
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

今
は
そ
う
い
う
機
会
も
少
な
い
で
し
ょ

う
。
多
く
の
若
者
に
と
っ
て
、Ｅ
Ｉ
Ｐ
は

実
践
的
な
ス
キ
ル
を
学
ぶ
貴
重
な
機
会

と
い
え
ま
す
」
と
強
調
す
る
。

　
一
方
、Ｗ
Ｉ
Ｌ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と

し
て
Ｅ
Ｉ
Ｐ
を
受
け
、
イ
ン
タ
ー
ン
も

経
験
し
た
チ
ャ
ミ
・
ド
ラ
ミ
ニ
さ
ん
は
、

「
こ
の
研
修
を
受
け
る
前
は
、〝
職
場
へ

の
対
応
力
〞
と
は
何
か
な
ど
、
想
像
も

つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。Ｅ
Ｉ
Ｐ
で
学
ん
だ

ス
キ
ル
は
職
場
で
不
可
欠
な
だ
け
で
な

く
、
普
段
の
生
活
に
も
生
き
る
、
大
切

な
も
の
で
す
」
と
振
り
返
っ
た
。

　
明
る
い
部
分
ば
か
り
を
取
り
上
げ
て

き
た
が
、
南
ア
の
雇
用
環
境
は
厳
し
い
。

失
業
率
は
27
・
７
％
と
世
界
で
も
屈
指

の
高
さ
で
、
若
年
層
で
は
４
割
近
く
に

達
し
て
い
る
（
同
国
統
計
局
調
べ
、
２

０
１
７
年
第
３
四
半
期
実
績
）。
特
に
、

教
育
環
境
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
カ
ラ
ー

ド
や
黒
人
の
失
業
率
は
高
い
。
だ
が
、

裏
を
返
せ
ば
、
こ
の
層
の
教
育
環
境
が

改
善
さ
れ
、
優
秀
な
労
働
力
と
し
て
活

躍
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
南
ア
経
済

の
起
爆
剤
に
な
り
う
る
の
だ
。

　「
経
済
発
展
は
社
会
問
題
を
解
決
す
る

た
め
の
原
動
力
と
な
り
、
一
人
一
人
の

生
活
水
準
も
向
上
さ
せ
ま
す
。
そ
う
な

れ
ば
子
ど
も
た
ち
が
よ
り
教
育
を
受
け

や
す
く
な
り
、
優
秀
な
人
材
が
社
会
に

送
り
出
さ
れ
、
さ
ら
な
る
経
済
発
展
に

つ
な
が
り
ま
す
。
成
長
の
サ
イ
ク
ル
を

動
か
し
、
２
０
３
０
年
を
ゴ
ー
ル
に
据

え
た
国
家
経
済
計
画
を
実
現
す
る
た
め

に
、
優
れ
た
産
業
人
材
の
育
成
は
大
き

な
鍵
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
」
と
飯
田

専
門
家
は
強
調
す
る
。

　
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ｔ
の
マ
ビ
ゼ
ラ
部
長
は
、「
南

ア
の
大
学
で
学
ぶ
学
生
の
８
％
は
、
近

隣
の
南
部
ア
フ
リ
カ
諸
国
か
ら
来
た
留

学
生
で
す
。
ま
た
、Ｅ
Ｉ
Ｐ
は
現
在
、
隣

国
ナ
ミ
ビ
ア
の
科
学
技
術
大
学
に
対
し

て
も
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て

同
様
の
協
力
が
展
開
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
南
部
ア
フ
リ
カ
地
域
の
発
展
を
支

え
て
い
く
た
め
に
、
国
の
教
育
の
質
を

高
め
、
優
れ
た
人
材
を
育
成
し
て
い
く

こ
と
は
必
要
不
可
欠
な
の
で
す
」
と
説

明
し
て
く
れ
た
。
飯
田
専
門
家
も
、「
南

ア
に
は
発
展
し
て
い
る
部
分
も
あ
り
ま

す
が
、
地
方
を
中
心
に
他
の
ア
フ
リ
カ

分
断
か
ら
融
和
へ

矛
盾
を
超
え
て
成
長
す
る
国

も
の
の
見
方
、考
え
方
を
変
え

社
会
を
動
か
す
人
材
に

手
を
動
か
す
体
験
を
通
し
て

実
務
力
に
つ
な
が
る
気
付
き

社
会
人
ス
キ
ル
を
学
ぶ
機
会

周
辺
国
へ
の
波
及
を
期
待

特集 南部アフリカ
躍動と飛翔の大地

を
約
束
し
た
し
る
し
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

11
の
公
用
語
を
持
ち
、
人
種
・
民
族
間

の
融
和
を
誓
っ
た
虹
の
国
。
そ
の
繁
栄

は
、
ア
フ
リ
カ
全
体
の
未
来
を
導
く
福

音
と
な
る
。

（
編
集
部
　
近
藤
ゆ
ふ
き
）

特集 南部アフリカ
躍動と飛翔の大地

部
を
中
心
に
Ｅ
Ｉ
Ｐ
を
導
入
し
、
手
応

え
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
。

　
同
大
学
の
ス
タ
ン
リ
ー
・
ム
コ
ラ
副

学
長
は
、Ｅ
Ｉ
Ｐ
を
受
け
た
学
生
た
ち
に

明
ら
か
な
姿
勢
の
変
化
が
生
ま
れ
て
い

る
と
話
す
。「
研
修
を
通
し
て
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
を
学
び
、
よ
り
責
任
感
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
学
生
が
増
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
Ｅ
Ｉ
Ｐ
を
全
て
の
学
生
の
必
修

と
し
、
今
の
産
業
界
に
求
め
ら
れ
て
い

る
人
材
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
10
年
後

の
わ
が
国
の
産
業
で
活
躍
で
き
る
よ
う

な
人
材
を
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」
と
話
す
。

　
同
大
学
産
業
教
育
部
の
エ
サ
ウ
・
モ

タ
ウ
ン
グ
部
長
も
、Ｅ
Ｉ
Ｐ
に
よ
っ
て
学

生
た
ち
の
も
の
の
見
方
が
変
わ
り
、
筋

道
を
立
て
て
思
考
を
組
み
立
て
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
と
評
価
し
て
い
る
。「
学
生

約
束
の
虹
、未
来
へ

ツワネ工科大学のモタウング産業
教育部長（左）とムコラ副学長。ＥＩＰ
の導入を積極的に主導してきた

多くの若者が通うツワネ工科大学。南ア
の工科大学のルーツは技術専門学校で、
産業界で活躍する人材を育てるのが重要
な使命だ

ＥＩＰを受けた学生たちの実務能力を高く評価するシトールさん（左）。同
社は国内の鉄道機関車やトヨタ、日産などの部品を生産している

ダーバン工科大学でＥＩＰの普及に関わる
チームと。後列左端が篠崎専門家、右端
が飯田専門家、前列右がパラマヌンド教授 ＥＩＰ修了者に与えられる修了証の

サンプル。裏面にある習得技能の
リストは、経営者にとっても参考に
なるものだ

写真：吉田亮人（写真家）

サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
の
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
２
割
を
稼
ぎ
出
す

〝
ア
フ
リ
カ
の
エ
ン
ジ
ン
〞
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
。

産
業
を
支
え
る
優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
同
国
は
も
ち
ろ
ん
南
部
ア
フ
リ
カ
地

域
、
ひ
い
て
は
全
ア
フ
リ
カ
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い
。

そ
こ
で
日
本
が
導
入
を
支
援
し
て
い
る
の
が
、

ア
フ
リ
カ
の
未
来
を
支
え
る
若
者
の
実
務
能
力
を
高
め
る
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。

ミニチュアトラックの組み立てを通して、
職場で必要な課題発見スキルを学ぶ学
生たち。トラックはプレトリアに工場を置く
日産自動車が研修で使っていたものを
ベースにしている

高等教育訓練省のマビゼラ大学部長。日本との関係を深め、
人的交流も増やしていきたいと語る

南アフリカ共和国South Africa

プレトリア ダーバン

デュイス社があるダーバン郊外
の工業地帯。さまざまな業種の
工場が、小高い丘の続く地域
にひしめき合っている

諸
国
と
同
様
の
貧
困
問
題
も
抱
え
て
い

ま
す
。
こ
の
国
で
の
社
会
問
題
解
決
の

試
み
は
、
南
ア
だ
け
で
な
く
、
他
の
国
々

の
課
題
を
解
決
す
る
手
掛
か
り
に
な
る

の
で
す
」
と
語
る
。

　
旧
約
聖
書
で
、
虹
は
神
が
人
に
平
和
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日
本
の
１
・
６
倍
の
国
土
面
積
に
生

息
す
る
25
万
種
の
野
生
動
植
物
の
う
ち
、

約
８
割
が
固
有
種
だ
と
い
わ
れ
る
マ
ダ

ガ
ス
カ
ル
。
豊
か
な
生
態
系
で
知
ら
れ

る
同
国
で
今
、
木
々
が
姿
を
消
し
て
い

る
。
そ
の
原
因
は
、
急
激
な
人
口
増
加

に
伴
う
農
耕
地
の
開
拓
や
焼
畑
農
業
、

燃
料
の
た
め
の
木
材
伐
採
な
ど
。
特
に
、

上
流
域
に
当
た
る
中
央
高
地
に
は
禿
山

が
広
が
り
、
現
地
語
で
穴
を
意
味
す
る

〝
ラ
バ
カ
〞
と
呼
ば
れ
る
土
砂
の
崩
落
地

が
そ
こ
か
し
こ
に
で
き
て
い
る
。

　
上
流
域
の
住
民
に
は
も
と
も
と
貧
困

層
が
多
い
。
ラ
バ
カ
の
発
生
に
よ
っ
て

山
肌
か
ら
流
れ
出
る
土
砂
は
、
耕
作
地

や
水
源
、
道
路
を
埋
め
て
し
ま
い
、
稲

作
を
は
じ
め
と
す
る
住
民
の
生
産
活
動

や
生
活
を
一
層
苦
し
め
て
い
る
。
さ
ら

に
、
大
量
の
土
砂
は
川
を
伝
っ
て
下
流

の
稲
作
地
帯
に
も
広
が
っ
て
い
る
と
い

う
。

ん
だ
。「
そ
れ
だ
と
、
住
民
の
主
体
性
が

な
く
、
問
題
に
対
す
る
理
解
の
促
進
に

結
び
付
か
な
い
上
、
一
部
の
人
に
植
林

技
術
を
伝
え
て
も
、
技
術
が
普
及
し
な

い
と
い
う
課
題
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
彼
ら
が
必
要
と
す
る
場
所
で
自
ら

植
林
や
ラ
バ
カ
対
策
を
継
続
で
き
る
よ

う
、〝
誰
で
も
参
加
で
き
る
研
修
〞
を
通

じ
て
技
術
を
広
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

　
伝
え
た
の
は
、
荒
廃
し
た
傾
斜
地
で

の
植
林
技
術
、
ま
き
や
木
炭
の
消
費
量

を
抑
え
ら
れ
る
改
良
か
ま
ど
の
作
り
方
、

ラ
バ
カ
に
人
の
手
を
加
え
る
こ
と
で
被

害
の
拡
大
を
防
ぐ
対
処
法
、
生
計
向
上

の
た
め
の
ラ
イ
チ
栽
培
や
川
魚
の
養
殖

の
技
術
だ
。
こ
れ
ま
で
に
２
県
８
つ
の

自
治
体
で
、
８
５
０
０
回
以
上
の
研
修

を
実
施
し
、
延
べ
14
万
人
以
上
が
こ
れ

に
参
加
し
た
。
三
浦
さ
ん
は
そ
の
背
景

を
、「
住
民
全
員
に
情
報
や
技
術
を
伝
え

ら
れ
る
研
修
の
実
施
モ
デ
ル
づ
く
り
に

注
力
し
た
ん
で
す
」
と
振
り
返
る
。

　
研
修
の
実
施
モ
デ
ル
は
、「
実
施
責
任

者
」「
現
場
管
理
者
」「
住
民
講
師
」
の

３
層
構
造
だ
。
実
施
責
任
者
は
、
農
業

特集 南部アフリカ
躍動と飛翔の大地

省
や
環
境
省
の
出
先
機
関
、

現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
、
彼
ら
が
住

民
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て
、

各
自
治
体
で
普
及
す
る
技
術

を
決
め
る
。
そ
こ
か
ら
自
治

体
に
配
置
さ
れ
た
ス
タ
ッ
フ

が
現
場
で
研
修
を
監
理
す
る

一
方
、
住
民
の
中
か
ら
養
成

さ
れ
た
８
０
０
人
以
上
の
講

師
が
研
修
の
開
催
を
自
分
の

村
の
人
々
に
知
ら
せ
、
技
術

を
教
え
る
役
割
を
担
う
。
講

師
の
養
成
に
当
た
っ
て
は
、

過
去
に
他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
技
術
を
教
わ
っ
た
こ
と
の

あ
る
人
な
ど
、
村
の
中
で
ノ

ウ
ハ
ウ
を
持
つ
住
民
が
指
導

役
を
務
め
た
と
い
う
。
こ
う

し
て
、
地
域
の
人
的
資
源
を

活
用
し
て
情
報
伝
達
や
能
力

向
上
を
図
る
こ
と
で
、
全
住
民
を
取
り

込
ん
で
い
っ
た
。

　
講
師
の
指
導
の
下
、
住
民
た
ち
は
植

林
の
た
め
の
苗
床
作
り
か
ら
、
育
っ
た

苗
木
を
山
肌
に
植
え
る
技
術
ま
で
を
身

に
付
け
た
。
一
方
、
ラ
バ
カ
の
被
害
を

減
ら
す
方
法
の
研
修
で
は
、
ま
ず
、〝
ラ

バ
カ
は
神
の
仕
業
〞
と
考
え
て
い
る
住

民
た
ち
に
映
像
資
料
を
見
せ
て
被
害
を

軽
減
で
き
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
い
、

そ
の
上
で
被
害
を
こ
う
む
っ
て
い
る
住

民
を
集
め
て
対
策
に
必
要
な
材
料
の
調

達
を
分
担
。
雨
期
の
前
に
土
留
め
の
柵

を
作
る
実
地
研
修
を
行
っ
た
。「
自
分
た

ち
で
設
置
し
た
柵
の
効
果
を
実
感
し
た

住
民
は
、
研
修
後
も
柵
を
増
設
し
て
い

　
J
I
C
A
は
２
０
１
２
年
か
ら
、
中

央
高
地
の
ア
ロ
チ
ャ
・
マ
ン
グ
ル
県
と

ブ
ン
グ
ラ
バ
県
で
、
住
民
主
体
の
土
壌

保
全
と
生
計
向
上
活
動
の
仕
組
み
づ
く

り
を
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て

き
た
。「
他
の
ド
ナ
ー
に
よ
る
従
来
の
援

助
は
、
土
壌
保
全
の
た
め
に
お
金
を
支

払
っ
て
、
住
民
に
あ
ら
か
じ
め
決
め
た

場
所
に
植
林
さ
せ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど

で
し
た
」。
そ
う
説
明
す
る
の
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
総
括
を
務
め
る
ア
イ
・
シ

ー
・
ネ
ッ
ト
株
式
会
社
の
三
浦
浩
子
さ

活
用
さ
れ
る

研
修
モ
デ
ル
を
作
る

与
え
る
援
助
か
ら

参
加
型
の
協
力
へ

業
都
市
ブ
ラ
ン
タ
イ
ヤ
市
近
隣
の
農
村

地
域
で
は
、
無
秩
序
な
森
林
伐
採
や
地

形
に
そ
ぐ
わ
な
い
耕
作
が
土
地
の
保
水

能
力
の
低
下
と
降
雨
に
よ
る
土
壌
流
出

を
引
き
起
こ
し
、
収
穫
量
が
減
少
し
て

い
る
。
そ
こ
で
、
農
民
に
植
林
・
育
林

と
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
を
促
す
の
が
、

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
狙
い
だ
。

　
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

従
来
は
省
庁
や
N
G
O
が
ご
く
少
数
の

農
民
に
技
術
を
伝
え
、
彼
ら
が
多
数
の

人
々
に
普
及
す
る
の
が
一
般
的
だ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
想

は
逆
だ
。
同
国
の
環
境
省
な
ど
の
３
省

庁
が
技
術
普
及
対
象
の
村
々
で
、
昨
年

末
ま
で
に
約
３
０
０
０
人
の
農
民
を
講

師
と
し
て
育
成
。
彼
ら
が
近
隣
農
家
を

15
世
帯
ず
つ
受
け
持
つ
こ
と
で
、
技
術

が
も
れ
な
く
村
に
行
き
渡
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
農
民
た
ち
は
、
等
高
線
に
沿

っ
て
畝
の
方
向
や
長
さ
、
間
隔
を
決
め

る
こ
と
で
、
雨
水
が
滞
留
・
浸
透
し
、

土
壌
流
出
を
防
げ
る
こ
と
な
ど
を
学
び
、

自
分
の
畑
で
も
早
速
実
践
し
て
、
取
り

組
み
を
継
続
し
て
い
る
と
い
う
。

　
総
括
を
務
め
る
ア
イ
・
シ
ー
・
ネ
ッ

ト
の
小
野
澤
雅
人
さ
ん
は
、
今
回
の
両

国
の
成
果
を
踏
ま
え
、「
多
様
な
ア
フ
リ

カ
社
会
で
、
特
定
の
手
法
が
国
や
地
域

を
越
え
て
同
様
の
効
果
を
得
た
こ
と
は
、

貴
重
な
事
例
と
い
え
る
で
し
ょ
う
」
と

話
す
。
地
域
の
課
題
に
対
す
る
住
民
の

理
解
を
促
進
し
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
、

等
し
く
技
術
を
身
に
付
け
る
機
会
を
提

供
す
る
研
修
が
、
森
林
や
土
壌
、
そ
こ

に
あ
る
人
々
の
生
活
を
守
っ
て
い
る
。

マラウイの農民たちは、傾斜が急な地形の耕作地
で土壌流出を緩和するため、石を集めて“小規模
ダム”を作った。一つ一つの小さな手作りダムの効
果には限りがあるが、住民が協力して多くのダムを
作ることで、効果を高めることができる

ま
す
。
身
の
回
り
の
材
料
で
作
る
の
で
、

住
民
た
ち
だ
け
で
維
持
管
理
が
続
け
ら

れ
、
活
動
の
継
続
性
が
高
い
の
も
、
こ

の
モ
デ
ル
の
利
点
で
す
」
と
三
浦
さ
ん
。

　
研
修
の
結
果
、
４
年
間
で
２
３
８
万

本
の
植
林
、
１
０
０
カ
所
以
上
の
ラ
バ

カ
の
土
留
め
、
２
万
１
０
０
０
個
の
改

良
か
ま
ど
、
２
万
３
０
０
０
本
の
ラ
イ

チ
苗
木
生
産
、
12
万
匹
以
上
の
稚
魚
生

産
が
実
現
し
た
。
住
民
た
ち
は
、「
こ

れ
ま
で
の
援
助
と
違
っ
て
、
皆
が
等
し

く
技
術
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
、

本
当
に
困
っ
て
い
る
人
の
役
に
立
つ
の

で
う
れ
し
い
」
と
話
し
て
い
る
。
あ
る

住
民
は
、
土
地
を
持
た
ず
村
で
弱
い
立

場
に
あ
っ
た
が
、
講
師
と
な
っ
て
村
の

た
め
に
全
員
を
研
修
に
参
加
さ
せ
る
な

ど
尽
力
し
た
結
果
、
住
民
の
信
頼
を
得

て
自
治
体
選
挙
で
議
員
に
選
出
さ
れ
た

と
い
う
。

　
地
域
の
人
材
や
資
源
を
最
大
限
に
活

用
し
、
多
く
の
住
民
が
実
施
で
き
る
簡

単
な
技
術
を
、〝
誰
も
が
参
加
で
き
る

研
修
〞
を
通
じ
て
普
及
し
、
定
着
の
た

め
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う
―
―
三

浦
さ
ん
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
対

象
地
の
実
情
に
あ
わ
せ
て
作
り
上
げ
た

こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
現
在
、
他
の
ド

ナ
ー
が
同
国
で
実
施
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　
同
様
の
考
え
方
に
基
づ
く
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
２
０
１
３
年
か
ら
マ
ラ
ウ
イ
で

も
実
施
さ
れ
て
い
る
。
同
国
最
大
の
商

土砂が崩れ落ち、山肌が削り取られて崖状になった部分
を、地元ではラバカと呼ぶ（写真上）。住民たちは実地研
修を通して、ラバカ対策のための柵作りを学んだ

住民講師たちと打ち合わせをする
三浦さん（奥の女性）。プロジェクト
では、講師養成コースを修了した住
民たちに修了証書を授与している

改良かまど作りの研修の様子

マラウイ

マダガスカル

アンタナナリボ

アロチャ・マングル県
ブングラバ県

人口増加に伴って無秩序な森林伐採が進んでいるマダガスカルでは、
土壌が劣化し、人々の生活や生産活動を脅かしている。
“誰もが参加できる研修”を通じて住民に技術を伝え、

この問題に歯止めをかけることを目指す取り組みを追った。

誰もが参加できる研修で
森林と人々の生活を守る

マダガスカルMadagascar

マ
ラ
ウ
イ
の
農
村
で
も

実
証
さ
れ
た
効
果
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Ｓ
Ａ
事
務
局
の
能
力
強
化
―
の
３
つ
を

活
動
の
柱
と
し
て
お
り
、
既
に
「
Ｃ
Ｂ

Ｔ
開
発
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
完
成
さ
せ

て
い
る
。
ま
た
、
観
光
客
の
旅
行
満
足

度
を
探
る
た
め
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国

の
空
港
で
、
日
本
と
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら

の
観
光
客
３
０
０
人
を
対
象
に
調
査
を

実
施
。
そ
れ
を
も
と
に
、
東
ア
ジ
ア
市

場
に
お
け
る
観
光
促
進
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
も
策
定
し
た
。
当
時
、Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
企
画
調
査
員
と
し
て
事
業
に
関
わ

っ
て
い
た
浦
野
義
人
さ
ん
は
、「
調
査
の

結
果
、
日
本
国
内
で
南
部
ア
フ
リ
カ
の

観
光
情
報
が
絶
対
的
に
不
足
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
ア
ジ
ア
最
大
級
の
観
光
イ
ベ
ン
ト

〝
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
〞
に

Ｒ
Ｅ
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ａ
と
し
て
出
展
す
る
な
ど
、

日
本
市
場
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動

に
も
力
を
入
れ
ま
し
た
。Ｒ
Ｅ
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ａ

の
関
係
者
に
と
っ
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
調
査
に
基
づ
く
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

有
効
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
」
と
話
す
。

　
現
在
、
各
国
で
も
C
B
T
の
推
進
に

力
を
入
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
が
、
ジ

ン
バ
ブ
エ
だ
。
も
と
も
と
ジ
ン
バ
ブ
エ

で
は
、
政
府
な
ど
の
支
援
も
あ
り
、
約

１
５
０
の
地
域
で
伝
統
文
化
を
紹
介
す

る
施
設
運
営
な
ど
の
観
光
事
業
が
住
民

に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
が
、
２
０
０

８
年
以
降
、
経
済
状
況
の
悪
化
な
ど
に

よ
り
９
割
も
の
地
域
で
事
業
が
放
棄
さ

特集 南部アフリカ
躍動と飛翔の大地

れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
２
０
１
５

年
か
ら
２
年
間
、
日
本
は
C
B
T
を
実

践
す
る
た
め
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策

定
や
、
観
光
省
の
能
力
強
化
な
ど
を
目

的
と
し
た
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

実
施
し
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
前
述
の
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
も
交
え
、
日
本
の
専
門
家
チ

ー
ム
と
観
光
省
の
関
係
者
で
協
議
し
な

が
ら
、
対
象
と
な
る
４
カ
所
の
地
域
を

選
定
。
そ
れ
ぞ
れ
で
地
域
の
資
源
を
生

か
し
た
観
光
開
発
を
試
験
的
に
実
践
し

た
。
専
門
家
の
村
上
佳
代
さ
ん
は
、「
私

が
担
当
し
た
チ
ェ
シ
ン
ゴ
と
い
う
地
域

住
民
た
ち
自
身
で
つ
く
る

地
域
に
根
差
し
た
観
光

か
ら
、
通
勤
・
通
学
や
買
い
物

な
ど
片
道
２
時
間
か
け
て
歩
く

の
が
当
た
り
前
な
ん
だ
そ
う
で

す
」
と
、
日
本
と
の
違
い
を
実

感
し
な
が
ら
取
り
組
ん
だ
と
話

す
村
上
さ
ん
。
さ
ら
に
、
こ
ん

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
。「
観
光
コ

ー
ス
の
マ
ッ
プ
に
絵
を
描
い
て

も
ら
お
う
と
現
地
の
芸
術
家
に

依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
小
さ
な
紙

に
絵
を
描
い
た
こ
と
が
な
い
た

め
で
き
な
い
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
大
き
な
模
造
紙

に
描
い
て
も
ら
っ
た
絵
を
写
真

撮
影
し
、
A
４
サ
イ
ズ
の
紙
に

貼
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

　
ま
た
、
地
域
の
観
光
ガ
イ
ド

を
養
成
す
る
た
め
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
も
実
施
。「
実
際
に
グ
レ

ー
ト
・
ジ
ン
バ
ブ
エ
遺
跡
を
視

察
し
た
後
、
ガ
イ
ド
の
役
割
を
ロ
ー
ル

プ
レ
ー
イ
ン
グ
形
式
で
体
験
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
私
が
外
国
人
観
光
客
の
役

を
す
る
と
き
は
、
な
る
べ
く
リ
ア
ク
シ

ョ
ン
を
大
き
く
し
て
、
外
国
人
が
ど
の

よ
う
な
こ
と
に
興
味
を
持
っ
た
り
驚
い

た
り
す
る
の
か
を
伝
え
る
よ
う
に
し
ま

し
た
」
と
村
上
さ
ん
は
話
す
。
こ
う
し

た
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
特
に
若
い
世

代
の
人
た
ち
が
自
分
た
ち
の
地
域
に
あ

る
観
光
資
源
の
価
値
に
気
付
き
、
誇
り

に
思
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
南
部
ア
フ
リ
カ
の
豊
か
な
自
然
と
文

化
を
生
か
し
な
が
ら
、
目
指
す
は
、
訪

れ
る
人
に
と
っ
て
も
住
む
人
に
と
っ
て

も
魅
力
あ
る
観
光
の
振
興
だ
。

で
は
、
世
界
遺
産
の
グ
レ
ー
ド
・
ジ
ン

バ
ブ
エ
遺
跡
か
ら
車
で
10
分
ほ
ど
と
い

う
恵
ま
れ
た
立
地
を
生
か
し
、
遺
跡
の

見
学
に
訪
れ
る
欧
米
の
観
光
客
や
修
学

旅
行
生
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
ま
し
た
」

と
説
明
す
る
。

　
ま
ず
は
住
民
と
共
に
、
地
域
の
文
化

や
自
然
を
活
用
し
た
観
光
コ
ー
ス
を
作

成
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
。

「
住
民
を
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分

け
、
実
際
に
歩
き
な
が
ら
コ
ー
ス
を
作

成
し
ま
し
た
。
中
に
は
７
時
間
も
か
か

る
コ
ー
ス
を
作
っ
た
グ
ル
ー
プ
が
あ
り

驚
き
ま
し
た
が
、
そ
の
地
域
で
は
普
段

日本の技術協力プロジェトの対象地域の一つ、ジンバブエのテンゲネ
ンゲ。この地域では伝統的な踊りを披露して観光客を楽しませている
（撮影：吉田亮人）南

部
ア
フ
リ
カ
の
国
々
が
力
を
入
れ
て
い
る
観
光
開
発
。

狙
い
の
一
つ
は
、
雇
用
創
出
や
所
得
向
上
だ
が
、

人
材
や
イ
ン
フ
ラ
な
ど
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は
多
い
。

そ
こ
で
、
地
域
住
民
に
も
恩
恵
が
行
き
届
く
観
光
開
発
の
推
進
に
日
本
が
協
力
し
て
い
る
。

魅
力
あ
る
観
光
資
源
を
生
か
す

ジンバブエZimbabwe

　
　
　
　
　
　
　

　
真
っ
赤
な
砂
丘
が
連
な
る
世
界
最
古

の
ナ
ミ
ブ
砂
漠
、
最
大
落
差
約
１
０
８

メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
世
界
最
大
級
の
ビ
ク

ト
リ
ア
の
滝
、
王
宮
跡
な
ど
人
類
が
築

い
て
き
た
歴
史
の
遺
構
の
数
々
。〝
世
界

遺
産
の
宝
庫
〞
と
も
い
う
べ
き
南
部
ア

フ
リ
カ
に
は
、
ま
さ
に
私
た
ち
が
思
い

描
く
ア
フ
リ
カ
の
壮
大
な
姿
が
詰
ま
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
世
界
全
体
の
観
光

客
数
の
う
ち
、
南
部
ア
フ
リ
カ
を
訪
れ

た
人
の
割
合
は
２
０
１
５
年
時
点
で
わ

ず
か
２
％
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
豊
富

な
観
光
資
源
を
生
か
し
き
れ
て
い
な
い

の
が
現
状
だ
。
戦
略
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
調
査
や
、
十
分
な
ス
キ
ル
を
持
っ

た
観
光
人
材
、
空
港
・
道
路
な
ど
の
交

通
イ
ン
フ
ラ
と
い
っ
た
、
観
光
産
業
に

欠
か
せ
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
の
不
足

が
そ
の
背
景
に
あ
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
１
９
９

６
年
、
南
部
ア
フ
リ
カ
開
発
共
同
体
の

観
光
委
員
会
の
下
部
組
織
と
し
て
「
南

観
光
開
発
で
連
携
強
化

共
通
の
課
題
に
立
ち
向
か
う

“ツーリズムEXPOジャパン”の出展に
携わったRETOSAの関係者ら。日本
のメディアにも取り上げられ、効果的
なプロモーションにつながった

ジンバブエ第２の都市ブラワヨの市
庁舎。ブラワヨの歴史遺産などが展
示されている （撮影：吉田亮人）

ジンバブエ

ハラレ

部
ア
フ
リ
カ
地
域
観
光
機
構
（
Ｒ
Ｅ
Ｔ

Ｏ
Ｓ
Ａ
）」
が
設
立
さ
れ
た
。Ｒ
Ｅ
Ｔ
Ｏ

Ｓ
Ａ
は
、
南
部
ア
フ
リ
カ
を
訪
れ
る
観

光
客
が
国
境
を
越
え
て
観
光
地
を
巡
る

〝
周
遊
観
光
〞
の
活
性
化
を
目
指
し
、
国

境
を
ま
た
が
る
観
光
資
源
の
開
発
に
関

連
国
が
共
に
取
り
組
む
仕
組
み
や
、
同

共
同
体
の
域
内
で
あ
れ
ば
ビ
ザ
を
取
得

せ
ず
に
移
動
で
き
る
制
度
の
構
築
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
き
た
。
さ
ら
に
、
南

部
ア
フ
リ
カ
共
通
の
課
題
で
あ
る
雇
用

創
出
や
所
得
向
上
、
格
差
是
正
に
対
し

て
、
観
光
の
面
か
ら
解
決
し
よ
う
と
試

み
て
い
る
。
そ
れ
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
に
恩
恵
を
与
え
る
観
光
開
発
「
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ベ
ー
ス
ド
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
（
C
B
T
）」
の
推
進
だ
。
こ
の
取
り

組
み
を
後
押
し
し
よ
う
と
、
J
I
C
A

は
２
０
１
４
年
か
ら
「
南
部
ア
フ
リ
カ

観
光
開
発
計
画
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
を
Ｒ

Ｅ
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ａ
に
派
遣
し
て
い
る
。

　
同
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、①
C
B
T
開
発

戦
略
の
策
定
、②
特
に
日
本
市
場
を
中
心

と
し
た
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
の
策
定
、③
Ｒ
Ｅ
Ｔ
Ｏ

テンゲネンゲでは、ショナ族
が作るショナ彫刻を体験で
きる。現地の彫刻家が手
掛けた作品（写真右）も展
示されている
（撮影：吉田亮人）
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小

マラウイの農家による市場調査。SHEPアプローチでは農家が自ら市場に出掛け、需要のある作物や市場価格などの情報を収集する

規模農家の収入向上を目指して、2006年にJICAがケ
ニアで実施した技術協力によって生まれた「市場志向

型農業振興（SHEP）アプローチ」。このアプローチの特徴は、
農家による市場調査や、夫婦が協力して農作業や経営に当た
るためのジェンダー・家計研修などの取り組みを通じて、“作
ってから売る”から“売るために作る”へと農家の意識を変え
たこと。対象となった約2,500人の農民の収入を倍増させた。
　近年、アフリカの多くの国がビジネスとしての市場志向型農
業の推進に取り組んでおり、日本は2013年の「TICAD Ⅴ」で、
SHEPの広域展開を今後のアフリカの農業分野の柱の一つとし
て掲げた。
　JICAはまず、農家への農業普及事業を担当するアフリカ各
国の行政官を対象にした研修を日本とケニアで実施。研修で
はSHEPを活用した事業計画を作成し、その後、自国に戻った
研修員（帰国研修員）が主体となりその計画を実践している。
　SHEPの普及に取り組んでいる国の一つが、農業従事者が
国全体の労働人口の約８割を占めるマラウイだ。農家のニー
ズ調査や作物選定など、マラウイの帰国研修員が作成した計
画をモデル地区の４県で実践した結果、小規模農家グループ
による生産物の共同販売の開始や、生産物の品質改善といっ

た生計向上につながる成果がみられた。さらにJICAは、継続
的にSHEPを行うための実施体制の構築や農業省職員の能力
強化に加え、予算や人材が限られているマラウイの現状に即し
たSHEPアプローチの確立を目的とした技術協力を実施。ジェ
ンダー・家計研修や市場調査、市場関係者と農家の会合など
のさまざまな取り組みを行っている。
　また、南アフリカ共和国には日本人の専門家が派遣され、
同国のみならず、周辺のナミビア、レソト、ジンバブエといった
南部アフリカ諸国の帰国研修員に対して技術指導を行い、
SHEPを活用した農業普及活動を支援している。
　今後、“ビジネスとして
の農業”を、特別ではなく
当たり前のこととして定着
させるため、JICAは現地
で農業普及に取り組む企
業や普及員の養成学校な
ど、多様なアクターと連携
し、SHEPの活用促進や積
極的な広報活動に取り組
んでいく方針だ。

マラウイのムチンジ県で普及員が行った農家グ
ループへの研修

2

ザンビア大学獣医学部と北海道大学によるコウモリに関する共同研究の様子

014年の西アフリカにおけるエボラウイルス病の流行
は、公衆衛生危機への備えと対応を強化する重要性

を国際社会が再認識するきっかけとなった。こうした中、日本
は2016年に、感染症対策を強化するための基本方針・基本計
画を決定。「TICAD Ⅵ」では、全ての人が基礎的な保健サービ
スを享受できる社会を目指す「ユニバーサル・ヘルス・カバレ
ッジ（UHC）」をアフリカで推進し、公衆衛生危機への対応能
力の強化を支援することを表明した。これを受けてJICAが支
援の一環として立ち上げたのが、「健康危機対応能力強化に
向けたグローバル感染症対策人材育成・ネットワーク強化プロ
グラム（PREPARE構想）」だ。
　現在、PREPARE構想の下、①アフリカにおける感染症対策
の拠点ラボの機能強化、②留学生の受け入れなどを通じた中
長期的な感染症対策人材育成、③新たに発足した「アフリカ
疾病予防管理センター（Africa CDC）」などの地域・国際イニ
シアティブへの貢献－に取り組んでいる。日本が長年の協力
実績を持つケニア、ガーナ、ザンビアと、今後ラボなどの強化
支援を予定しているコンゴ民主共和国、ナイジェリアの５カ国
から開始し、段階的にアフリカの他の国やアジア、中南米の国
にも拡大していく方針だ。

　拠点ラボの一つとなっているザンビア大学獣医学部では、
日本が1980年代から施設の建設や資機材の供与、人材育成
などに協力してきた。技術協力開始前の1982年に全国で８人
しかいなかったザンビアの獣医師は、10年後には80人に増
え、今では350人を超える。現在は北海道大学と、ヒト・動物の
双方に感染するウイルス性人獣共通感染症に対する研究・調
査能力の向上を目指した共同研究にも取り組んでいる。
　2017年度には、ザンビアの保健省や中央獣医学研究所から
北海道大学に３人が留学。将来的に彼らが自ら検査・研究を
実践し、後継者を育てる役割を担うことで、ザンビアの感染症
対策の質の向上が期待
されている。今後はザ
ンビア大学獣医学部な
どが中心となり、感染
症への備えをテーマに
した研修を南部アフリ
カ地域の関係者を対象
に行い、域内のラボの
ネットワークを強化し
ていく方針だ。

2017年にJICAがケニアの首都ナイロビで実施
した、PREPARE構想に関する準備会合

特集 南部アフリカ
躍動と飛翔の大地

日本発の　試みで“豊かで健康なアフリカ”に
来年、横浜市での開催が決まっている「第７回　　　   アフリカ開発会議（TICAD 7）」。2016年に開催された前回の「TICAD VI」では、日本のアフリカに対する協力の指針として、
①経済の多角化・産業化を通じた経済構造改革　　　   の促進、②質の高い生活のための強靭な保健システム促進、③繁栄の共有のための社会安定化促進－の３つの柱を掲げた。

その３本柱に沿って、JICAがアフリカ全土への拡大を目指している“農業振興”と“感染症対策”の取り組みを紹介しよう。

感染症対策の研究拠点の機能を強化 “ビジネスとしての農業”で生計向上を目指す

2019年
T ICAD

に

向けて！

SHEP

アプロー
チユニバー

サル・

ヘルス・
カバレッ

ジ

（UHC
）

シェップ



な
っ
た
。
そ
ん
な
と
き
に
見
つ
け
た
の
が
、
青
年
海
外
協
力
隊
だ
。

　
青
年
海
外
協
力
隊
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
種
目
で
経
験
を

積
ん
だ
人
た
ち
を
、
世
界
各
国
に
指
導
者
と
し
て
送
り
出
し
て
い
る
。

そ
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
ス
ポ
ー
ツ
は
人
を
育
て
る
と
い
う
考
え
だ
。

中
村
さ
ん
が
派
遣
さ
れ
た
の
は
、
世
界
最
大
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
鉱
山

や
、
豊
か
な
自
然
を
楽
し
む
サ
フ
ァ
リ
観
光
の
名
所
で
知
ら
れ
る
南

部
ア
フ
リ
カ
の
小
さ
な
国
、
ボ
ツ
ワ
ナ
だ
っ
た
。
現
在
は
同
国
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
協
会
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
コ
ー
チ
と
し
て
、
男
女
代
表
チ
ー

ム
か
ら
地
域
チ
ー
ム
、
学
校
な
ど
、
要
請
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
チ

ー
ム
の
指
導
に
走
り
回
っ
て
い
る
。「
家
の
近
く
で
練
習
し
て
い
た

チ
ー
ム
を
通
り
す
が
り
に
指
導
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
」
と
い
う

言
葉
か
ら
、
中
村
さ
ん
が
骨
の
髄
ま
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
好
き
な
こ

と
が
伝
わ
っ
て
く
る
。「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
自
分
で
選
ん
だ
道
。
何

度
と
な
く
失
敗
も
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
楽
し
さ
に
変
え
て
き
ま
し

た
」
と
話
す
。

　
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
競
技
種
目
か
ら
外
れ
た
野
球
と
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
。
あ
ま
り
普
及
し
て
い
な
い
国
も
多
い
中
、
ボ
ツ
ワ
ナ

で
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
国
技
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
学
校
の
授
業
で

も
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
人
口
２
２
５
万
人
に
対
し

て
競
技
人
口
は
４
万
人
に
上
る
と
い
う
か
ら
、
な
か
な
か
の
も
の
だ
。

「
ボ
ツ
ワ
ナ
の
人
々
に
と
っ
て
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
と
て
も
身
近
な

ス
ポ
ー
ツ
で
、
多
く
の
人
が
プ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
あ
く
ま

で
楽
し
む
た
め
の
プ
レ
ー
で
、
競
技
の
た
め
の
基
本
動
作
が
身
に
付

い
て
い
な
い
の
で
、
国
際
大
会
を
目
指
す
た
め
に
は
ち
ゃ
ん
と
し
た

指
導
が
欠
か
せ
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
あ
る
が
貧
富
の
差
が
激
し
く
、
道
具
を
買
え
な
い

選
手
も
い
る
。「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
や
日
本
大
使
館
の
支
援
で
購
入
で
き
た

道
具
を
大
切
に
使
っ
て
く
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
こ
の
選
手
た
ち

を
指
導
で
き
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
、
中
村
さ
ん
は
語
る
。

　
ボ
ツ
ワ
ナ
は
独
立
か
ら
52
年
の
間
、
特
に
戦
争
・
内
戦
な
ど
に
悩

ま
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
に
由
来

す
る
豊
か
な
財
政
の
お
か
げ
で
、
人
々
は
国
か
ら
十
分
な
教
育
機
会

「
努
力
し
て
手
に
入
れ
る
」感
覚
の
薄
さ

自
分
の
行
動
で
手
本
を
示
す

や
社
会
保
障
を
与
え
ら
れ
て
き
た
。「
そ
の
た
め
か
、
争
う
こ
と
を

好
ま
ず
、
努
力
し
て
何
か
を
手
に
入
れ
よ
う
と
い
う
ハ
ン
グ
リ
ー
精

神
と
は
縁
遠
い
文
化
が
育
っ
て
い
ま
す
。
と
て
も
明
る
く
、
気
さ
く

な
人
た
ち
な
の
で
す
が
、
厳
し
く
指
導
す
る
と
す
ぐ
に
諦
め
て
し
ま

う
傾
向
が
あ
る
ん
で
す
」
と
中
村
さ
ん
は
話
す
。「
お
国
柄
を
変
え

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
私
は
プ
レ
ー
で
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で

も
率
先
し
て
動
く
こ
と
で
、
選
手
た
ち
に
コ
ー
チ
と
し
て
の
私
を
認

め
て
、
つ
い
て
き
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
常
に
努
力
し
て
い
ま
す
」

　〝
ご
み
を
拾
お
う
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
き
れ
い
に
保
と
う
〞。
中
村
さ

ん
は
練
習
の
最
初
に
、
そ
ん
な
掛
け
声
を
掛
け
て
い
る
。
言
葉
だ
け

で
な
く
、
自
ら
行
動
す
る
こ
と
で
、
徐
々
に
選
手
た
ち
も
つ
い
て
き

て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
か
つ
て
の
教
え
子
の
一
人
は
中
村
さ
ん

の
教
え
た〝
日
本
式
〞に
感
銘
を
受
け
、「
今
は
練
習
に
ご
み
袋
を
持
参

し
て
、
必
ず
ご
み
を
持
ち
帰
っ
て
い
る
」
と
話
し
て
く
れ
た
と
い
う
。

　
中
村
さ
ん
の
指
導
の
下
、
ボ
ツ
ワ
ナ
代
表
は
着
実
に
成
果
を
積
み

重
ね
て
い
る
。
昨
年
７
月
に
は
男
子
代
表
が
世
界
選
手
権
初
の
ベ
ス

ト
８
に
入
る
健
闘
を
見
せ
、
守
備
担
当
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
コ
ー
チ
を

務
め
て
い
た
中
村
さ
ん
も
、
チ
ー
ム
の
活
躍
を
祝
う
大
統
領
公
邸
で

の
昼
食
会
に
招
か
れ
た
。
現
在
、
打
撃
担
当
ア
シ
ス
タ
ン
ト
コ
ー
チ

を
務
め
て
い
る
女
子
代
表
は
世
界
選
手
権
の
予
選
を
無
事
勝
ち
抜

き
、
８
月
に
千
葉
で
開
催
さ
れ
る
本
戦
に
向
け
て
練
習
に
励
む
毎
日

だ
。
加
え
て
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
出
場
と
い
う
大
き
な
目
標
が

あ
る
が
、
そ
こ
に
は〝
欧
州
と
ア
フ
リ
カ
を
合
わ
せ
て
１
〞と
い
う
厳

し
い
出
場
枠
争
い
が
待
っ
て
い
る
。
チ
ー
ム
と
共
に
自
分
自
身
も
成

長
し
て
い
こ
う
と
、
中
村
さ
ん
は
腹
を
決
め
て
い
る
。

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
に
勤
務
し
て
い
る
中
村
さ
ん
は
、
昨
年
、
ボ

ツ
ワ
ナ
で
開
催
さ
れ
た
世
界
野
球
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
（
Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
）

の
総
会
に
日
本
の
ホ
ス
ト
役
と
し
て
参
加
し
た
。
２
月
に
は
中
京
大

学
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
員
20
人
が
１
カ
月
間
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
遠
征
に
訪
れ
、
代
表
と
の
親
善
試
合
や
全
国
巡
回
指
導

を
行
っ
た
。
そ
う
し
た
成
果
の
一
方
で
、
代
表
合
宿
な
ど
の
集
中
指

導
の
機
会
だ
け
で
な
く
、
普
段
か
ら
も
っ
と
指
導
の
機
会
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
強
い
。「
ボ
ツ
ワ
ナ
で
出
会
っ
た
同

じ
日
本
人
か
ら
、〝
楽
し
む
努
力
を
す
る
〞と
い
う
こ
と
を
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。
人
生
を
楽
し
み
、
向
上
を
目
指
し
続
け
た
い
と
思
い

ま
す
」。
中
村
さ
ん
の
思
い
は
、
常
に
未
来
を
向
い
て
い
る
。

　「
中
学
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
を
選
ん
だ
理
由
は
、
監
督
さ
ん
が
格

好
よ
か
っ
た
か
ら
な
ん
で
す
」
と
冗
談
め
か
し
て
語
る
中
村
藍
子
さ

ん
。
き
っ
か
け
は
さ
さ
い
な
こ
と
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
も
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
を
続
け
る
道
を
選
ん
だ
。
高
校
、
大
学
を
経
て
、
実
業
団
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
。
一
度
引
退
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
ワ
ー

キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
を
経
験
し
た
後
、
改
め
て
別
の
実
業
団
チ
ー
ム
の

ト
ラ
イ
ア
ウ
ト
を
受
け
た
。
新
た
な
チ
ー
ム
は
ア
マ
チ
ュ
ア
も
参
加

す
る
大
会
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
４
年
か
け
て
日
本
リ
ー
グ
一
部
に
昇

格
。
２
０
１
３
年
に
は
一
部
で
の
開
幕
戦
を
初
め
て
勝
利
で
飾
り
、

中
村
さ
ん
自
身
も
開
幕
戦
本
塁
打
を
記
録
し
た
。
チ
ー
ム
と
し
て
の

成
果
を
区
切
り
と
し
て
、
中
村
さ
ん
は
同
年
に
プ
ロ
を
引
退
。
ジ
ム

の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
仕
事
を
す
る
傍
ら
で
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
選
手
と
し
て
の
経
験
を
海
外
で
生
か
し
て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に

中学時代から19年間ソフトボー
ル選手（学生･実業団）として活
躍。その経験を海外で生かすチ
ャンスを求めて、青年海外協力
隊に参加。2017年1月からボツ
ワナソフトボール協会でアシスタ
ントコーチを務める。

PROFILEJICA 
Volunteer  

Story

NAKAMURA
Aiko

「
国
技
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
く
教
え
る
」

中
学
時
代
に
始
め
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
道
を
進
み
、

選
手
生
活
を
「
所
属
チ
ー
ム
の
一
部
昇
格
と
日
本
リ
ー
グ
一
部
で
の
開
幕
戦
勝
利
」
で
締
め
く
く
っ
た
中
村
藍
子
さ
ん
。

そ
の
経
験
を
海
外
で
生
か
す
場
を
求
め
て
た
ど
り
着
い
た
ボ
ツ
ワ
ナ
で
、
〝
国
技
〞
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
み
な
が
ら
指
導
し
て
い
る
。
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中
村
　
藍
子

�
ソ
フ
ト
ボ
�
ル
�

a.ボツワナ女子代表は無事、世界選手権出場を決めた。まずは本戦、その次は東京オリンピック出場が目標だ
b.アフリカ予選で出会ったジンバブエ代表チームを見て気付くことがあり、その場で指導を始めた中村さん（中央）
c.昨年10月にはWBSC総会に参加。日本ソフトボール協会がアフリカ全土に用具を寄贈した
d.現役時代の中村さん。今でもソフトボールが好きで、失敗も含めて楽しいと語る

d

c

自
分
が
選
ん
だ
競
技
の
道

失
敗
し
て
も
楽
し
さ
に
つ
な
が
る

b

現在、指導を担当している女子代表の選手たちと（左端が中村さん）

a

ボツワナ



　
銅
を
は
じ
め
、
コ
バ
ル
ト
、
金
、
鉄
、
宝
飾

用
の
天
然
石
な
ど
の
鉱
物
資
源
に
恵
ま
れ
て

い
る
ザ
ン
ビ
ア
。
国
の
輸
出
総
額
の
７
割
以
上

を
鉱
物
資
源
が
占
め
て
い
る
が
、
天
然
石
は

ほ
と
ん
ど
が
付
加
価
値
の
な
い
原
石
の
ま
ま

輸
出
さ
れ
て
い
る
。
市
場
で
は
、
ザ
ン
ビ
ア

産
の
石
な
の
に
他
国
産
と
し
て
販
売
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
の
だ
。
現
在
、
同
国
政
府
は
資

源
輸
出
に
依
存
し
た
経
済
か
ら
の
脱
却
を
目

指
し
て
い
る
が
、
天
然
石
の
加
工
技
術
が
不

足
し
て
い
る
こ
と
が
障
壁
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
ザ
ン
ビ
ア
の

天
然
石
加
工
技
術
の
向
上
と
、
自
社
の
海
外

展
開
を
目
指
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
が
、
山
梨
県
甲
府
市
の
甲
斐
水

晶
工
芸
株
式
会
社
だ
。
宝
飾
用
の
天
然
石
は

「
貴
石
」と「
半
貴
石
」の
２
種
類
に
分
類
さ
れ
、

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
半
貴
石
の
加
工
を

対
象
と
し
て
い
る
。
貴
石
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

や
ル
ビ
ー
、
サ
フ
ァ
イ
ヤ
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
に
、
主
に
希
少
価
値
と
硬
度
の
高
い
石
を

な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
す
」
と
藤
原
さ

ん
は
説
明
す
る
。

　
そ
こ
で
、
半
貴
石
を
加
工
で
き
る
ザ
ン
ビ

ア
の
技
術
者
を
育
成
す
る
た
め
に
計
画
し
て

い
る
の
が
、
天
然
石
の
加
工
技
術
を
教
え
る

現
地
の
専
門
学
校
「
宝
石
加
工
訓
練
セ
ン
タ

ー
（
G
P
L
T
C
）」
に
対
す
る
協
力
だ
。
甲

斐
水
晶
工
芸
が
培
っ
て
き
た
技
術
を
Ｇ
Ｐ
Ｌ

Ｔ
Ｃ
の
指
導
者
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
セ
ン

タ
ー
内
に
は
貴
石
の
加
工
機
材
し
か
な
い
た

め
、
半
貴
石
の
加
工
に
必
要
な
細
工
台
な
ど

の
機
材
整
備
に
も
協
力
す
る
予
定
だ
と
い
う
。

「
半
貴
石
の
加
工
は
、
高
価
な
機
材
や
先
端
技

術
を
必
要
と
し
な
い
伝
統
的
な
方
法
で
行
う

た
め
、
予
算
が
限
ら
れ
て
い
る
開
発
途
上
国

で
も
導
入
し
や
す
い
の
が
特
徴
で
す
」
と
藤

原
さ
ん
。
３
回
目
の
現
地
調
査
で
は
機
材
の

サ
ン
プ
ル
を
持
ち
込
み
、
甲
府
市
の
職
人
で

あ
る
山
田
浩
伯
さ
ん
と
大
寄
智
彦
さ
ん
が
実

演
指
導
を
行
っ
た
。

　
自
身
も
宝
石
加
工
職
人
で
あ
る
Ｇ
Ｐ
Ｌ
Ｔ

Ｃ
の
ラ
メ
ッ
ク
・
ト
ー
レ
校
長
は
、
今
回
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
細
工
台
な
ど
の
機
材
は
、
中
核
部
品
以

外
は
全
て
現
地
調
達
・
製
造
を
念
頭
に
置
い

て
協
議
を
進
め
て
お
り
、
ト
ー
レ
校
長
は
、

藤
原
さ
ん
ら
が
持
ち
込
ん
だ
サ
ン
プ
ル
を
も

と
に
す
ぐ
さ
ま
G
P
L
T
C
の
予
算
で
現
地

生
産
を
試
み
、
次
の
現
地
調
査
ま
で
に
試
作

品
を
完
成
さ
せ
た
と
い
う
。

　
ま
た
、
今
後
の
連
携
を
見
据
え
て
、
マ
イ

ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
女
性
グ
ル
ー
プ
を
対

象
に
、
水
晶
や
ア
メ
ジ
ス
ト
を
使
っ
た
ア
ク

セ
サ
リ
ー
製
作
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ

た
。
ア
ク
セ
サ
リ
ー
は
石
に
紐
を
く
く
り
つ

け
た
だ
け
の
簡
単
な
も
の
だ
が
、
女
性
た
ち

は
、
こ
れ
ま
で
着
目
し
て
い
な
か
っ
た
半
貴

石
も
、
工
夫
次
第
で
立
派
な
土
産
品
と
し
て

売
り
出
せ
る
こ
と
に
驚
い
て
い
た
と
い
う
。

　
最
終
的
に
は
、
半
貴
石
を
採
掘
す
る
小
規

模
事
業
者
を
対
象
に
、
G
P
L
T
C
に
よ
る

出
前
講
座
を
行
い
、
G
P
L
T
C
の
卒
業
生

だ
け
で
な
く
遠
隔
地
の
採
掘
者
も
、
自
ら
加

工
・
販
売
を
行
っ
て
収
益
を
得
る
仕
組
み
を

つ
く
る
こ
と
が
目
標
だ
。
最
終
製
品
の
製
作
・

販
売
や
、
G
P
L
T
C
へ
の
継
続
的
な
技
術

指
導
を
支
え
る
た
め
、
現
地
法
人
の
設
立
も

目
指
し
て
い
る
と
い
う
藤
原
さ
ん
。
そ
こ
に

は
、
甲
府
市
全
体
の
活
性
化
に
貢
献
し
た
い

と
い
う
並
々
な
ら
ぬ
思
い
が
あ
る
。「
今
回
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ザ
ン
ビ
ア
の
人
た
ち
の

自
立
を
後
押
し
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
職
人

さ
ん
の
技
術
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
チ

ャ
ン
ス
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
甲
府
市
に
は

素
晴
ら
し
い
職
人
さ
ん
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、

宝
飾
・
研
磨
産
業
の
活
性
化
や
観
光
振
興
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
、
今
の
大
き
な
夢
で
す
」

　
伝
統
工
芸
を
生
か
し
た
ザ
ン
ビ
ア
と
甲
府

市
を
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
こ
れ
か
ら

本
格
始
動
す
る
。

創
業
40
年
の
企
業

ザ
ン
ビ
ア
で
新
た
な
挑
戦

山梨県のほぼ中央に位置し、面積
約212km2、人口は2018年１月
時点で約19万人。山梨県はかつ
て水晶の産地として知られており、
前期縄文時代より生活の道具とし
て水晶が利用されていた。1834
年ごろに京都の玉造り職人玉屋
弥助が水晶の買い入れのために
甲州へ出張し、何度か訪れるたび
に水晶研磨の技法を伝承したとさ
れる。その後、甲府市御岳には水
晶加工職人が増え、市内中心部
でも御岳の職人を雇用して細工所
が開設された。現在、その伝統を受
け継ぐ職人たちが甲府市の宝飾
産業を担っている。

山梨県甲府市

昨年の現地調査で、アメジストが採掘されるザンビアのマパティジィヤ鉱山を視察した調査団

豊富な鉱物資源を有する南部アフリカ地域の中でも、
特に高いポテンシャルを持つザンビア。鉱業依存型の経済からの脱却を目指して、
国産の天然石を現地の人たち自身で加工する技術を身に付けようと取り組んでいる。

その取り組みを後押しするために、
長年水晶の加工・販売を手掛けてきた山梨県甲府市の企業が立ち上がった。

地
域
と

世
界
の

き
ず
な

60

指
し
、
半
貴
石
に
は
、
水
晶
や
ア
メ
ジ
ス
ト

な
ど
貴
石
以
外
の
あ
ら
ゆ
る
石
が
含
ま
れ
る
。

実
は
、
甲
府
市
は
か
つ
て
良
質
な
水
晶
の
産

地
と
し
て
栄
え
、
半
貴
石
の
加
工
が
伝
統
的

に
行
わ
れ
て
き
た
。
甲
斐
水
晶
工
芸
も
半
貴

石
製
品
の
加
工
・
販
売
を
40
年
以
上
に
わ
た

っ
て
手
掛
け
、
国
の
特
別
名
勝
に
指
定
さ
れ

て
い
る
御
岳
昇
仙
峡
で
、
観
光
客
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
し
た
店
舗
を
構
え
て
い
る
。

　「
甲
府
市
の
宝
飾
・
研
磨
産
業
は
全
国
で
３

分
の
１
の
出
荷
額
を
誇
り
ま
す
が
、
１
９
９

１
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
、
現
在
は
最
盛
期

の
３
割
程
度
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
加

え
て
、
観
光
客
の
減
少
や
高
齢
に
な
っ
た
職

人
の
継
承
問
題
も
あ
り
、
私
た
ち
と
し
て
も

何
と
か
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
た
の
で

す
」。
こ
う
語
る
の
は
、
甲
斐
水
晶
工
芸
の
藤

原
正
裕
さ
ん
だ
。
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
を
模
索
し
て
い
た
藤
原
さ
ん
は
、
偶
然
ザ

ン
ビ
ア
で
の
N
G
O
活
動
の
経
験
者
と
知
り

合
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
同
国
の
実
情
を

知
り
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
小
企
業
海
外
展
開
支
援
事

業
を
活
用
し
た
今
回
の
挑
戦
に
乗
り
出
し
た

と
い
う
。

　
こ
の
事
業
で
は
、
昨
年
６
月
か
ら
こ
れ
ま

で
に
４
回
の
現
地
調
査
を
行
い
、
10
カ
所
以

上
の
鉱
山
を
視
察
し
た
。「
各
地
で
水
晶
の
他
、

水
晶
由
来
の
ア
メ
ジ
ス
ト
や
ロ
ー
ズ
ク
ォ
ー

ツ
な
ど
の
半
貴
石
が
ほ
ぼ
無
尽
蔵
に
埋
も
れ

て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

地
元
で
は
そ
の
価
値
は
十
分
に
認
識
さ
れ
て

お
ら
ず
、
貴
重
な
水
晶
も
粉
砕
さ
れ
て
敷
石

GPLTCの関係者と意見交換
を行う藤原さん（右から３人目）

ワークショップで製作したアクセサリー
を手にする女性グループのメンバー

鉱山周辺にはアメジストの原石が散乱し、敷石として
も使用されていた

地下に眠る原　石を価値ある宝石に

ザ
ン
ビ
ア
の
課
題
解
決
と

甲
府
市
全
体
の
活
性
化
を
目
指
す

甲 府 市
半貴石加工の実演指導を行う職人の山田さん

［  山梨県  ］

甲府市

ひ
ろ
の
り

お
お
よ
り

み
た
け
し
ょ
う
せ
ん
き
ょ
う
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鳥
取
県
西
部
の
米
子
市
に
あ
る
鳥
取
県
立
皆

生
養
護
学
校
に
は
、
幼
稚
部
か
ら
高
等
部
ま
で
、

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
66
人
が
通
う
。
今

年
11
月
に
創
立
55
周
年
を
迎
え
る
同
校
は
、
生

き
生
き
と
し
た
学
び
の
中
で
子
ど
も
た
ち
の
可

能
性
を
伸
ば
す
こ
と
を
目
指
し
、
地
域
・
他
校

と
の
交
流
事
業
、
地
元
企
業
の
協
力
の
下
で
開

催
す
る
職
場
体
験
実
習
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

　
そ
ん
な
皆
生
養
護
学
校
が
2
0
0
3
年
か
ら

毎
月
１
回
実
施
し
て
い
る
の
が
〝
わ
く
わ
く
体

験
〞
と
い
う
名
の
授
業
だ
。「
手
や
足
に
障
が

い
が
あ
っ
た
り
、
言
葉
を
話
す
の
が
不
自
由
だ

っ
た
り
す
る
子
ど
も
た
ち
は
、
生
活
の
中
で
人

と
関
わ
っ
た
り
、
物
に
触
れ
た
り
す
る
機
会
が

限
ら
れ
て
い
ま
す
。
幼
児
・
児
童
生
徒
に
そ
う

し
た
体
験
を
提
供
し
、
興
味
関
心
の
幅
を
広
げ

る
こ
と
が
〝
わ
く
わ
く
体
験
〞
の
授
業
の
狙
い

で
す
」。
そ
う
説
明
す
る
の
は
、
2
0
1
5
年

か
ら
司
書
教
諭
と
し
て
同
校
に
勤
務
す
る
黒
田

里
理
先
生
だ
。

　
わ
く
わ
く
体
験
の
授
業
を
開
始
し
た
翌
年
に

は
、
米
子
市
国
際
交
流
員
の
協
力
を
得
て
、
異

文
化
体
験
の
内
容
も
盛
り
込
む
よ
う
に
な
っ

た
。
同
校
の
司
書
で
あ
る
木
梚
由
里
香
さ
ん
は
、

当
時
の
こ
と
を
こ
う
話
す
。「
私
が
2
0
0
7
年

に
着
任
す
る
以
前
は
、
市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
も
と
に
、
外
国
の
様
子
を
紹
介
し
て
く
れ
る

講
師
の
派
遣
を
司
書
教
諭
が
直
接
市
役
所
に
打

診
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
個
人
的
な
つ
て
で
講

師
を
依
頼
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」。
先
生

た
ち
の
地
道
な
努
力
の
下
、
中
国
や
韓
国
、
ア

メ
リ
カ
、
イ
ン
ド
を
テ
ー
マ
に

し
た
授
業
が
実
施
さ
れ
、
幼
児
・

児
童
生
徒
た
ち
は
各
国
の
食
材

に
触
れ
た
り
、
民
族
衣
装
を
着

た
り
し
て
、
異
文
化
を
五
感
で

楽
し
み
学
ぶ
、〝
わ
く
わ
く
〞
の

体
験
を
重
ね
て
い
っ
た
。

　
同
校
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
協
力
関

係
が
始
ま
っ
た
の
は
２
０
０
９

年
の
こ
と
。
体
験
の
内
容
を
よ

り
充
実
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
、
学
校
側
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に

相
談
を
持
ち
掛
け
た
の
だ
。
今

で
は
毎
年
５
〜
７
月
の
わ
く
わ

く
体
験
の
授
業
は
、
青
年
海
外

協
力
隊
の
経
験
者
を
講
師
に
迎

え
て
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
、
中
南
米
、
ア
フ
リ
カ
、
東

南
ア
ジ
ア
、
太
平
洋
島
し
ょ
地
域
な
ど
世
界
各

地
の
10
カ
国
以
上
を
取
り
上
げ
た
。
授
業
で
子

ど
も
た
ち
が
、
見
て
・
聞
い
て
・
触
っ
て
楽
し

む
民
族
衣
装
や
楽
器
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
こ
の
授
業

の
た
め
に
手
配
し
た
り
、
協
力
隊
経
験
者
が
活

動
国
か
ら
持
ち
帰
っ
た
り
し
た
物
。
そ
れ
ら
を

ふ
ん
だ
ん
に
活
用
し
つ
つ
、
歌
や
ダ
ン
ス
、
遊

び
な
ど
を
交
え
て
子
ど
も
た
ち
に
異
文
化
と
の

出
会
い
の
場
を
提
供
し
て
い
る
。

　
昨
年
７
月
の
わ
く
わ
く
体
験
の
講
師
は
、
マ

ラ
ウ
イ
で
公
衆
衛
生
分
野
の
協
力
隊
活
動
を
終

え
て
帰
国
し
た
ば
か
り
の
池
邉
佳
織
さ
ん
。
彼

女
が
ま
ず
紹
介
し
た
の
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

粉
を
練
っ
て
作
っ
た
マ
ラ
ウ
イ
の
主
食
〝
シ
マ
〞

だ
。
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
に
配
慮
し
て
試
食
は
行

わ
な
い
が
、
そ
の
分
、
子
ど
も
た
ち
に
は
手
触

り
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
考
え
た
。「
シ

マ
の
手
触
り
は
、
お
餅
に
似
て
や
わ
ら
か
い
ん

で
す
。
自
宅
で
調
理
し
て
持
っ
て
行
っ
た
の
で
、

調
理
の
仕
方
は
動
画
で
見
て
も
ら
い
ま
し
た
。

シ
マ
だ
け
で
な
く
、
そ
の
材
料
と
な
る
乾
燥
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
や
そ
れ
を
粉
に
す
る
際
に
使
う
木

の
す
り
鉢
、
調
理
器
具
の
木
の
お
玉
な
ど
も
紹

介
し
ま
し
た
」

　
子
ど
も
た
ち
は
、
マ
ラ
ウ
イ
の
食
文
化
に
触

れ
た
他
、
現
地
の
人
々
が
歌
っ
て
い
る
動
画
を

見
た
り
、
紙
幣
を
手
に
し
た
り
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
〝
マ
ラ
ウ
イ
体
験
〞
を
楽
し
ん
だ
。
こ
れ

に
加
え
て
子
ど
も
た
ち
の
関
心
を
集
め
た
の

が
、
J
I
C
A
と
協
力
し
て
用
意
し
た
、
マ
ラ

ウ
イ
周
辺
国
の
楽
器
や
香
辛
料
だ
。「
特
に
人

気
だ
っ
た
の
は
パ
ク
チ
ー
で
す
。
皆
、
普
段
出

五
感
で
世
界
を
感
じ
取
る

貴
重
な
機
会
を
提
供
し
た
い

初
め
て
の
色
・
音
・
手
触
り
が

会
場
中
に
広
が
る

会
う
こ
と
の
な
い
独
特
の
匂
い
に
興
味
を
示

し
、
香
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、

日
本
の
デ
ン
デ
ン
太
鼓
そ
っ
く
り
の
太
鼓
も
人

気
で
、
会
場
に
は
子
ど
も
た
ち
が
鳴
ら
す
太
鼓

の
音
が
響
い
て
い
ま
し
た
」
と
黒
田
先
生
は
う

れ
し
そ
う
に
振
り
返
る
。

　
わ
く
わ
く
体
験
の
授
業
の
実
施
に
当
た
っ
て

は
、
毎
回
、
学
校
側
と
講
師
と
の
間
で
綿
密
な

打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
る
。「
授
業
の
１
カ

月
前
に
は
、
本
校
で
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
ん
で

す
。
幼
児
・
児
童
生
徒
た
ち
が
、
実
際
に
何
か

を
見
た
り
聞
い
た
り
触
っ
た
り
で
き
る
よ
う
な

素
材
が
な
い
か
講
師
の
先
生
と
一
緒
に
考
え
、

準
備
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
」
と
黒
田
先
生
。

　
黒
田
先
生
が
講
師
に
頼
ん
で
い
る
こ
と
が
も

う
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、
授
業
の
中
で
、
で
き

る
だ
け
子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合
っ
て
も
ら
う
こ

と
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
人
と
の
出
会

い
も
貴
重
な
体
験
の
一
つ
だ
と
考
え
て
い
る
か

ら
だ
。
今
回
の
授
業
で
講
師
を
務
め
た
池
邉
さ

ん
は
、「
こ
れ
ま
で
、
特
別
支
援
学
校
の
生
徒

さ
ん
た
ち
の
異
文
化
交
流
の
機
会
が
限
ら
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
回
、
皆
さ
ん
が
興
味
を
持
っ
て

五
感
で
異
文
化
体
験
を
楽
し
ん
で
く
れ
て
い
る

こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
て
、
私
も
う
れ
し
か
っ
た

で
す
」
と
話
す
。

　
授
業
を
受
け
た
子
ど
も
た
ち
は
「
普
段
で
き

な
い
体
験
が
で
き
た
」と
話
し
、先
生
た
ち
も「
子

ど
も
た
ち
の
経
験
を
広
げ
、
感
性
を
育
て
る
の

に
役
立
っ
て
い
る
」
と
感
想
を
寄
せ
て
い
る
。

新
た
な
世
界
に
出
会
う
喜
び
を
体
験
す
る
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
と
夢
は
ま
す
ま
す

広
が
っ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

五感を使って
世界と出会う

各国の文化を体験する授業を展開している鳥取県立皆生養護学校。
“わくわく体験”と名付けられたその授業では、

子どもたちが五感を使って生き生きと世界を捉え、
自らの経験や関心の幅を広げている。

世界とつながる
教室

民族衣装をまとい、いろいろな
楽器を鳴らして楽しむ生徒たち

初めて目にするマラウイの主食“シマ”。材料の粉と、蒸してできたシマに触れ、
感触を比べる

マラウイとその周辺国に関
するさまざまな展示物

ヤギの皮で作った太鼓を
鳴らして楽しむ児童。鳴ら
すと想像以上に音が響く

子どもたちにマラウイについて紹介する池邉さん

さ
と  

り

こ  

び
き  

ゆ  

り    

こ

五感を使って
世界と出会う
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J
I
C
A
職
員
と
し
て
13
年
目
を
迎
え

る
戸
村
浩
之
さ
ん
は
、入
構
４
年
目
か
ら

電
力
分
野
の
支
援
に
携
わ
っ
て
き
た
。現

在
は
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
で
、関
係
者
と
の
信

頼
関
係
を
大
事
に
し
な
が
ら
、火
力
発
電

所
の
建
設
支
援
に
奮
闘
中
だ
。 

　

私
は
、
学
生
時
代
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
を
訪
れ
、

初
め
て
自
分
の
目
で
見
る
ス
ラ
ム
街
に
大
き
な
衝

撃
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
苦
し
い
経
済
状

況
の
中
で
も
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
現
地
の
人
々
の

姿
と
、
豊
か
に
な
っ
た
日
本
で
失
わ
れ
つ
つ
あ
る

と
い
う〝
幸
福
感
〞に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
な

り
、
両
国
の
良
さ
を
掛
け
合
わ
せ
る
仕
事
を
模
索

し
始
め
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
、
J
I
C
A
で
働
く

こ
と
を
考
え
た
き
っ
か
け
で
す
。
規
模
の
大
き
な

事
業
で
広
く
人
々
の
生
活
の
改
善
に
貢
献
で
き
る

こ
と
も
J
I
C
A
の
魅
力
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
手
掛
け
た
中
で
特
に
印
象
深
い
業
務

は
、ボ
リ
ビ
ア
初
の
地
熱
発
電
所
建
設
事
業
で
す
。

建
設
現
場
の
標
高
は
約
5
0
0
0
メ
ー
ト
ル
。
希

少
動
植
物
の
保
護
や
他
ド
ナ
ー
と
の
調
整
な
ど
の

難
し
い
条
件
が
重
な
っ
た
案
件
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
日
本
と
ボ
リ
ビ
ア
の
関
係
者
の
４
年
以
上
に

わ
た
る
努
力
で
円
借
款
契
約
の
調
印
に
こ
ぎ
着
け

た
と
き
は
、
感
無
量
で
し
た
。

　

現
在
は
所
変
わ
っ
て
南
部
ア
フ
リ
カ
の
モ
ザ
ン

ビ
ー
ク
に
駐
在
し
、
主
に
電
力
分
野
の
事
業
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
電
化
率
は
30

％
未
満
で
、
未
だ
に
多
く
の
人
々
が
電
気
を
使
え

な
い
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
資
金

協
力
や
技
術
協
力
な
ど
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
さ
ま
ざ
ま

な
協
力
ス
キ
ー
ム
を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、
現
地

政
府
や
電
力
公
社
と
共
に
電
力
事
情
の
改
善
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
首
都
の
マ
プ
ト
市
に
1
0
0
メ

ガ
ワ
ッ
ト
級
の
新
た
な
ガ
ス
複
合
式
火
力
発
電
所

を
建
設
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
で
は
発
展
に
伴
っ
て
、
と
り

わ
け
首
都
の
あ
る
南
部
地
域
で
の
電
力
需
要
が
高

ま
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
新
規
ガ

ス
複
合
式
火
力
発
電
所
の
建
設
を
通
じ
て
、
同
地

域
の
円
滑
な
経
済
活
動
や
住
民
の
暮
ら
し
を
支
え

る
こ
と
を
狙
い
に
、
2
0
1
4
年
に
こ
の
協
力
が

開
始
さ
れ
た
の
で
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
高
い
技
術
力
を
持

つ
日
本
の
企
業
連
合
体
が
協
力
に
当
た
っ
て
お

り
、
日
本
の
経
験
と
知
恵
が
結
集
さ
れ
た
発
電
所

が
完
成
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
工
期
や
安
全
性

な
ど
建
設
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
面
で
も
日
本
の
ノ
ウ

ハ
ウ
が
発
揮
さ
れ
て
い
て
、
遅
延
な
く
、
当
初
の

計
画
ど
お
り
今
年
８
月
に
は
運
転
が
開
始
す
る
見

込
み
で
す
。
一
方
で
、
J
I
C
A
が
モ
ザ
ン
ビ
ー

ク
の
電
力
分
野
の
協
力
を
強
化
し
始
め
た
の
は
最

近
で
あ
る
た
め
、
同
分
野
の
J
I
C
A
の
支
援
メ

ニ
ュ
ー
や
協
力
に
当
た
っ
て
の
決
ま
り
な
ど
に
対

す
る
現
地
関
係
者
の
理
解
は
ま
だ
十
分
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
事
業
に
関
す
る
相
談
が
あ

っ
た
際
に
的
確
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
日
ご
ろ
か

ら
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
限
ら
ず
、〝
信
頼
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安
定
的
な
電
力
供
給
で

国
の
発
展
を
後
押
し
し
た
い

モザンビークの「マプト・ガス複合式火力発電所整備事業」で、東京から訪れたプロジェクト
関係者を案内する戸村さん（右から２人目）

From Headquarters

さ
れ
る
人
間
に
な
る
こ
と
〞を
目
標
に
し
て
い
ま

す
。
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
が
な
い
と
思
え
る
よ
う
な

難
し
い
条
件
下
で
も
、
解
決
の
可
能
性
を
徹
底
的

に
考
え
尽
く
す
―
―
そ
の
姿
勢
が
、
国
の
課
題
に

真
摯
に
向
き
合
い
、
人
々
に
寄
り
添
う
第
一
歩
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

マ
プ
ト
市
の
発
電
所
は
市
内
で
も
目
立
つ
場
所

に
あ
り
、
日
に
日
に
出
来
上
が
っ
て
い
く
様
子
を

見
て
誇
ら
し
く
感
じ
る
と
同
時
に
、
日
本
の
協
力

を
現
場
で
担
う
者
と
し
て
、
今
後
も
現
地
の
人
々

と
の
信
頼
関
係
の
構
築
に
努
め
て
い
こ
う
と
背
筋

が
伸
び
る
思
い
で
す
。
今
後
も
こ
う
し
た
考
え
を

大
事
に
、
国
の
発
展
に
不
可
欠
な
電
力
分
野
の
支

援
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大学院で中南米の経済につい
て研究し、2005年の修了後、
JICAに入構。農村開発部とパ
ラグアイ事務所でのOJT後、調
達部に配属。産業開発部、ボリ
ビア事務所、中南米部を経て
2015年より現職。電力分野を
中心としつつ、道路や港などの
インフラ整備の案件にも従事
する。

モザンビーク事務所

戸村 浩之
TOMURA Hiroyuki

ボリビア勤務時代に担当した「ラグナ・コロラダ地熱発電所
建設事業」。地熱井戸の蒸気噴気試験の様子

電
力
分
野
の
協
力

舞
台
は
中
南
米
か
ら
南
部
ア
フ
リ
カ
へ

協
力
の
真
髄
で
あ
る

信
頼
関
係
を
大
事
に

し
ん 

し
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昨
年
11
月
、
J
I
C
A
は
上
智
大
学
と
共
催

で
「
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
サ
ッ
ク
ス
教
授
と
語
る

S
D
G
s
白
熱
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
ア

メ
リ
カ
の
名
門
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
サ
ッ
ク
ス

教
授
は
、
世
界
的
な
経
済
学
者
で
あ
り
、
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
『
貧
困
の
終
焉
』
の
著
者
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
連
事
務
総
長
特

別
顧
問
と
し
て
、
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
S
D
G
s
）
の
策
定
に
も
携
わ
り
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
上
智
大
学
に
は
、
約
3
0
0

人
の
大
学
生
・
大
学
院
生
を
は
じ
め
、
民
間
企

業
、
研
究
機
関
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
か
ら
も
多
く

の
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
上
智
大
学
の
曄
道
佳

明
学
長
の
挨
拶
と
、
J
I
C
A
の
北
岡
伸
一
理

事
長
の
講
義
に
続
き
、
サ
ッ
ク
ス
教
授
が
「
持

続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
若
者
が
で
き

る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
特
別
講
義
を
行
い
ま
し

た
。
講
義
の
中
で
、
サ
ッ
ク
ス
教
授
は
、「
社

会
に
目
標
が
な
け
れ
ば
、
未
来
に
不
安
を
感
じ

た
り
、
権
力
の
み
を
追
い
続
け
た
り
す
る
世
の

中
に
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
社
会
的
公
正

や
環
境
保
全
な
ど
の
共
通
の
目
標
を
持
つ
こ

と
で
、
安
全
で
公
平
な
社
会
に
導
く
こ
と
が
で

き
る
」と
S
D
G
s
の
意
義
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
も
交
え
て
国
際
協
力
や

ジェフリー・サックス教授が大学生とSDGsを議論 01

03エルサルバドルでボランティア派遣50周年記念式典

02　ニカラグアの中学生が「ラジオ体操」を披露
　

昨
年
12
月
に
中
米
ニ
カ
ラ
グ
ア
で
初
め
て
開

催
さ
れ
た
「
第
11
回
中
米
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
で
、

J
I
C
A
は
ニ
カ
ラ
グ
ア
教
育
省
な
ど
と
連
携

し
、日
本
の「
ラ
ジ
オ
体
操
」を
紹
介
し
ま
し
た
。

そ
の
目
的
は
、
誰
で
も
で
き
る
手
軽
な
運
動
を

奨
励
し
、
一
生
涯
の
健
康
な
体
づ
く
り
に
重
点

を
置
く
日
本
の
体
育
科
教
育
の
コ
ン
セ
プ
ト
を

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
。
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
並
ん
だ
同
国
の
中
学
生
1
4
0
人
が
、
中

米
各
国
の
選
手
団
や
観
客
を
前
に
、
ス
ペ
イ
ン

語
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
合
わ
せ
て
ラ
ジ
オ
体
操

を
実
演
し
ま
し
た
。

　

開
発
途
上
国
で
は
、
学
校
で
の
体
育
科
教
育

の
遅
れ
か
ら
、
体
育
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や

遊
び
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
体
育
を
通

じ
た
保
健
衛
生
や
健
康
教
育
の
重
要
性
を
伝
え

る
た
め
、
J
I
C
A
は
、
手
軽
で
運
動
効
果
の

高
い
ラ
ジ
オ
体
操
を
活
用
。
今
回
の
実
演
に
当

た
っ
て
は
、
日
本
の
ラ
ジ
オ
体
操
連
盟
か
ら
２

人
の
指
導
員
が
参
加
し
、
今
後
、
現
地
で
の
指

導
に
使
う
D
V
D
の
撮
影
も
行
い
ま
し
た
。
ニ

カ
ラ
グ
ア
教
育
省
か
ら
は
、
ラ
ジ
オ
体
操
は
規

律
を
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
た
め
、
学
校
で

の
普
及
を
目
指
し
た
い
と
の
声
が
上
が
っ
て
い

ま
す
。
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「中米スポーツ大会」でラジオ体操を披露するニカ
ラグアの中学生たち

S
D
G
s
に
つ
い
て
考
え
る
「
白
熱
教
室
」
を

行
い
ま
し
た
。
会
場
に
投
げ
掛
け
ら
れ
た
「
国

益
や
個
人
の
利
益
を
追
求
す
る
自
国
第
一
主

義
は
今
後
も
広
が
る
と
思
う
か
」
と
い
う
問

い
に
は
、参
加
者
の
６
割
が「
広
が
る
」と
回
答
。

続
い
て
、「
日
本
は
政
府
開
発
援
助
（
O
D
A
）

を
減
ら
す
べ
き
か
」
と
い
う
問
い
に
は
、
ほ
と

ん
ど
の
参
加
者
が
「
減
ら
す
べ
き
で
は
な
い
」

と
回
答
し
ま
し
た
。
サ
ッ
ク
ス
教
授
は
、Ｏ
Ｄ

Ａ
は
極
め
て
重
要
だ
と
主
張
し
、「
最
貧
国
で

は
少
し
の
お
金
が
あ
る
だ
け
で
、
水
が
き
れ
い

に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
は
学
校
に
行
け
る
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の
中
で
、
サ
ッ
ク
ス
教
授
は
明
治

維
新
期
の
日
本
の
岩
倉
具
視
使
節
団
を
例
に

挙
げ
、
他
者
か
ら
謙
虚
に
学
ぶ
こ
と
の
大
切
さ

を
繰
り
返
し
強
調
。「
S
D
G
s
に
つ
い
て
ぜ

ひ
学
ん
で
ほ
し
い
」
と
参
加
者
に
強
く
語
り
掛

け
ま
し
た
。

　

終
了
後
、
参
加
者
か
ら
は
、「
教
授
の
国
際

協
力
に
対
す
る
情
熱
や
、
研
究
者
と
し
て
の
立

場
か
ら
語
る
姿
に
衝
撃
を
受
け
た
」
な
ど
の
感

想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
第
一
線
で
活
躍
す
る
教

授
な
ら
で
は
の
世
界
に
対
す
る
危
機
感
も
伝
わ

り
、
白
熱
し
た
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

コロンビア大学のジェフリー・サックス教授

会場には大勢の参加者が集まった。留学生の姿も
目立った

ボランティア派遣50周年の記念切手

あ
き

て
る
み
ち
よ
し

　

今
年
１
月
、
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
50
周
年
記
念
式
典
が
開
か

れ
ま
し
た
。
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
へ
は 

１
９
６

８
年
に
中
南
米
地
域
で
初
め
て
青
年
海
外
協
力

隊
の
派
遣
が
開
始
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
５
５
９

人
の
隊
員
が
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

式
典
に
は
、
サ
ン
チ
ェ
ス
・
セ
レ
ン
大
統
領

や
、
ウ
ゴ
・
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
外
務
大
臣
、
樋
口

和
喜
駐
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
大
使
を
は
じ
め
、
約

３
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
サ
ン
チ
ェ
ス
・

セ
レ
ン
大
統
領
は
J
I
C
A
の
こ
れ
ま
で
の
協

力
に
感
謝
の
意
を
示
し
、「
日
本
と
の
友
好
関

係
と
協
力
関
係
を
末
永
く
継
続
さ
せ
、
共
に
発

展
し
て
い
け
る
関
係
で
あ
り
た
い
」
と
述
べ
ま

し
た
。
こ
の
他
、
初
代
隊
員
を
含
む
協
力
隊

O
B
と
元
教
え
子
ら
が
当
時
の
思
い
出
を
振

り
返
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
50
周
年
に
当
た
り
、
エ
ル
サ
ル
バ
ド

ル
郵
便
庁
は
同
国
の
著
名
な
画
家
フ
ェ
ル
ナ
ン

ド
・
ジ
ョ
ル
ト
氏
の
協
力
で
作
成
し
た
ロ
ゴ
マ

ー
ク
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
記
念
切
手
を
発
行
。

式
典
で
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。

★
記
念
切
手
を
２
人
の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
詳

　

細
は
38
ペ
ー
ジ
へ
）



　不
思
議
な
巡
り
合
わ
せ
で
�
青
年
海
外
協
力
隊
を
し

て
い
た
こ
ろ
に
読
ん
で
い
た
本
誌
に
記
事
を
書
く
こ
と

に
な
�
た
�
私
が
協
力
隊
と
し
て
活
動
し
た
の
は
２
０

１
３
年
３
月
か
ら
15
年
7
月
だ
か
ら
�
い
さ
さ
か
ご
無

沙
汰
し
て
い
た
事
に
な
る
�
隊
員
と
し
て
モ
ザ
ン
ビ
�

ク
北
部
の
ナ
ン
プ
ラ
で
過
ご
し
た
の
は
２
年
４
カ
月
間
�

首
都
に
あ
る
日
本
植
物
燃
料
マ
プ
ト
事
務
所
に
着
任
し

た
15
年
11
月
か
ら
数
え
て
も
２
年
以
上
が
経
過
し
�
モ

ザ
ン
ビ
�
ク
在
住
歴
は
足
掛
け
５
年
に
な
ろ
う
と
し
て

い
る
�
こ
の
地
で
の
生
活
を
通
し
て
�
私
は
モ
ザ
ン
ビ

�
ク
が
す
�
か
り
気
に
入
�
て
し
ま
�
た
�
開
発
途
上

国
で
の
仕
事
や
生
活
�
開
発
協
力
へ
の
興
味
を
捨
て
き

れ
ず
�
医
療
機
器
メ
�
カ
�
を
辞
め
て
協
力
隊
に
応
募

し
た
当
時
�
配
属
希
望
ど
こ
ろ
か
思
い
浮
か
ぶ
こ
と
も

な
か
�
た
モ
ザ
ン
ビ
�
ク
の
案
件
を
担
当
さ
せ
て
く
れ

た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
は
感
謝
す
る
ほ
か
な
い
�

　協
力
隊
時
代
に
私
が
活
動
し
た
ナ
ン
プ
ラ
州
ナ
ン
プ

ラ
市
で
は
�
街
を
歩
け
ば
ア
ジ
ア
人
を
揶
揄
す
る
﹁
チ

ン
チ
�
ン
チ
�
ン
﹂
と
い
う
言
葉
を
掛
け
ら
れ
�
街
中

に
は
ス
リ
多
発
地
帯
も
あ
�
た
�
そ
ん
な
環
境
で
も
�

人
は
徐
々
に
適
応
し
て
い
く
も
の
だ
�
相
手
と
目
を
合

わ
せ
�
ス
リ
か
ど
う
か
予
想
し
て
華
麗
に
身
を
か
わ
す

な
ど
の
小
さ
な
成
功
体
験
を
通
じ
て
�
自
身
に
関
す
る

新
た
な
発
見
の
喜
び
や
�
生
き
て
い
る
実
感
の
よ
う
な

も
の
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
�
モ
ザ
ン
ビ
�
ク
は
私

に
と
�
て
初
め
て
住
む
異
国
で
あ
り
�
言
葉
の
壁
や
慣

れ
親
し
ん
だ
環
境
と
の
違
い
ゆ
え
に
�
自
分
自
身
や
周

囲
に
対
す
る
感
覚
や
認
識
が
鋭
く
な
り
�
結
果
と
し
て

新
た
な
発
見
に
つ
な
が
�
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
�

　地
元
の
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
か
ら
も
多
く
の
こ
と
を

学
ん
だ
�
私
の
配
属
先
は
ナ
ン
プ
ラ
市
内
の
公
立
病
院

で
�
病
院
設
備
や
医
療
機
器
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
担
当

す
る
セ
ク
シ
�
ン
だ
�
た
た
め
�
必
然
的
に
職
場
の
同

僚
で
あ
る
技
術
者
た
ち
と
交
流
を
持
つ
事
が
多
か
�
た
�

中
で
も
�
マ
リ
�
ニ
�
と
い
う
名
の
若
い
電
気
技
術
者

の
存
在
は
非
常
に
大
き
か
�
た
�
彼
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

も
ま
ま
な
ら
な
い
私
を
�
週
末
し
ば
し
ば
飲
み
に
誘
�

て
く
れ
た
の
で
あ
�
た
�
最
初
は
た
か
り
に
来
て
い
る

の
か
と
警
戒
し
た
が
�彼
は
﹁
誘
�
た
の
は
自
分
だ
か
ら
﹂

と
�自
分
か
ら
ビ
�
ル
を
お
ご
�
て
く
れ
た
�
も
�
と
も
�

人
の
お
ご
り
で
土
曜
の
午
前
中
か
ら
ビ
�
ル
を
飲
む
た

め
�
昼
過
ぎ
に
も
か
か
わ
ら
ず
彼
の
実
家
で
ト
イ
レ
と

お
友
達
に
な
�
て
し
ま
�
て
か
ら
は
�
別
の
意
味
で
警

戒
す
る
よ
う
に
な
�
た
が
�
盛
大
な
歓
迎
会
を
開
い
て

く
れ
た
わ
け
で
も
な
く
�
市
場
の
片
隅
に
あ
る
飲
み
屋

や
彼
の
実
家
で
�
私
と
彼
�
時
に
は
同
僚
や
友
人
�
家

族
も
交
え
て
飲
み
食
い
を
し
た
だ
け
の
仲
で
あ
�
た
が
�

片
言
で
し
か
話
せ
な
い
外
国
人
を
受
け
入
れ
る
鷹
揚
さ
�

優
し
さ
�
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
�
�
と
い
�
た
も
の
に
感
銘

を
受
け
た
の
だ
�
た
�

　協
力
隊
と
し
て
の
活
動
が
１
年
を
過
ぎ
よ
う
と
し
て

い
た
こ
ろ
�
マ
リ
�
ニ
�
は
首
都
に
開
校
し
た
医
療
機

器
技
術
者
養
成
学
校
の
１
期
生
と
し
て
�
ナ
ン
プ
ラ
の

病
院
か
ら
た
だ
一
人
派
遣
さ
れ
た
�
技
術
者
養
成
校
の

設
立
と
生
徒
募
集
の
話
を
聞
い
た
彼
は
�
自
ら
部
署
の

上
司
に
訴
え
て
応
募
し
�
一
介
の
電
気
技
術
者
か
ら
医

療
機
器
保
守
管
理
技
能
を
身
に
付
け
た
技
術
者
へ
と
ス

テ
�
プ
ア
�
プ
す
る
機
会
を
得
た
と
い
う
わ
け
だ
�
チ

�
ン
ス
の
女
神
に
は
前
髪
し
か
な
い
と
い
う
が
�
彼
は

目
に
入
�
た
女
神
を
逃
さ
ず
�
そ
の
前
髪
を
つ
か
ん
だ
�

一
番
に
打
ち
解
け
た
マ
リ
�
ニ
�
が
チ
�
ン
ス
に
恵
ま

れ
た
事
は
私
も
心
か
ら
う
れ
し
か
�
た
し
�
豊
か
な
人

間
性
を
持
�
た
彼
の
よ
う
な
人
が
こ
れ
か
ら
も
モ
ザ
ン

ビ
�
ク
の
医
療
に
携
わ
�
て
い
�
て
く
れ
る
こ
と
を
強

く
願
�
た
�

　そ
の
一
方
で
�
な
ぜ
彼
が
あ
れ
ほ
ど
私
に
親
切
に
し

た
の
か
も
納
得
で
き
た
�
彼
は
チ
�
ン
ス
を
求
め
て
い

た
の
だ
�
た
�
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
き
�
か
け
�

チ
�
ン
ス
の
女
神
と
の
出
会
い
を
求
め
て
�
日
本
か
ら

来
て
慣
れ
な
い
場
所
で
お
ど
お
ど
し
て
い
る
私
と
接
点

を
持
つ
よ
う
に
な
�
た
の
だ
ろ
う
�
実
は
�
以
前
か
ら

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
対
モ
ザ
ン
ビ
�
ク
技
術
協
力
の
一
環
と
し

て
医
療
機
器
の
保
守
管
理
技
術
者
に
対
す
る
研
修
を
実

松永 篤

日本植物燃料株式会社
マプト事務所

ア
フ
リ
カ
で
探
す
チ
ャ
ン
ス
の
女
神

※「Voice」の内容は、筆者の個人的見解に基づいています。
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施
し
て
お
り
�
わ
れ
わ
れ
が
働
い
て
い
た
ナ
ン
プ
ラ
州

の
公
立
医
療
機
関
に
も
そ
の
研
修
の
経
験
者
が
い
た
�

彼
が
そ
の
事
を
知
ら
な
い
は
ず
は
な
い
が
�
特
に
そ
れ

に
つ
い
て
聞
か
れ
た
こ
と
は
な
か
�
た
�
そ
れ
は
彼
が

そ
の
よ
う
な
機
会
を
渇
望
し
て
い
な
が
ら
も
�
ど
の
よ

う
に
チ
�
ン
ス
を
手
元
に
引
き
寄
せ
ら
れ
る
か
�
ど
う

や
�
た
ら
実
現
に
向
け
て
進
ん
で
い
け
る
か
が
分
か
ら

な
か
�
た
か
ら
だ
と
私
は
解
釈
し
た
�

　私
を
モ
ザ
ン
ビ
�
ク
に
い
ざ
な
�
た
の
は
保
健
医
療

と
い
う
分
野
だ
�
た
が
�
協
力
隊
の
任
期
を
終
え
る
こ

ろ
に
は
�
社
会
福
祉
や
公
衆
衛
生
の
よ
う
な
セ
�
フ
テ

�
�
ネ
�
ト
を
求
め
る
層
よ
り
も
�
む
し
ろ
機
会
を
つ

か
も
う
と
す
る
人
た
ち
と
一
緒
に
歩
み
�
彼
ら
を
チ
�

ン
ス
の
女
神
と
引
き
合
わ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
仕
事
を
し

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
�
た
�
あ
え
て
民
間
企
業
の
一

員
と
し
て
�
モ
ザ
ン
ビ
�
ク
と
関
わ
り
続
け
る
道
を
選

ん
だ
の
は
�
そ
れ
が
理
由
だ
�

　私
が
現
在
所
属
し
て
い
る
日
本
植
物
燃
料
株
式
会
社

は
�
農
村
部
向
け
に
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
決
済
・
金
融
サ

�
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
て
い
る
�
モ
ザ
ン
ビ
�
ク
の

農
村
部
に
は
大
き
な
伸
び
し
ろ
が
あ
り
�
今
こ
の
地
で

活
動
し
て
い
る
商
業
農
家
や
農
業
関
連
企
業
�
金
融
機

関
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
�
ブ
ロ
�
ク
チ
�
�
ン
技
術
を
応

用
し
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
�
ン
デ
�
ン
グ
サ
�
ビ
ス
を
始
め

た
い
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
人
�
市
場
の
売
り
子
が
使
え
る

販
売
管
理
ア
プ
リ
を
開
発
し
た
南
ア
フ
リ
カ
人
な
ど
�

国
内
外
の
野
心
的
な
起
業
家
も
注
目
し
て
い
る
�
そ
の

よ
う
な
フ
�
�
ル
ド
を
舞
台
に
�
多
く
の
人
と
手
を
携

え
て
�
チ
�
ン
ス
の
女
神
を
探
し
て
い
き
た
い
�

Profile
まつなが・あつし
1984年、東京都生まれ。2007年から
2012年まで医療機器メーカーに勤務
した後、2013年より青年海外協力隊
医療機器隊員としてモザンビーク共
和国ナンプラ州のナンプラ中央病院
に赴任。任期終了後は、日本植物燃
料株式会社の駐在員としてモザン
ビークのマプト市でビジネスを展開し
ている。

言
葉
の
分
か
ら
ぬ
国
で
得
た

思
わ
ぬ
縁
と
人
の
優
し
さ

チ
ャ
ン
ス
を
求
め
る
人
々
と

ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
探
る

モザンビークの農家と共に土地を耕す。国内労働人口の8割が従事する
農業は、大きな可能性を秘めたセクターだ（右から2人目が筆者）

協力隊時代の筆者（中央）。
ナンプラ中央病院の同僚たちと。右がマリーニョさん
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大場 雄一
Oba Yuichi

外務省　国際協力局
国別開発協力第三課長

「ここが知りたい」。国際協力に関係する政策を
  外務省の担当者が分かりやすく解説します！

　2016年、ケニアの首都ナイロビで開催された第６
回アフリカ開発会議（TICAD Ⅵ）では、アフリカの「経
済の多角化・産業化」 の推進が優先課題の一つとし
て掲げられました。経済を発展させる上では、人や物
の移動を円滑化し、アフリカと諸外国間や、アフリカ
大陸内での貿易を活性化することが必要です。その
ためには、内陸国と港をつなぐ道路や、国同士を結
ぶ幹線道路を整備することが重要ですが、こうした道
路は“回廊”と呼ばれます。
　「地域総合広域開発」とは、回廊をベースにその周
辺地域一帯の発展を促していくものです。現在、日本
はアフリカの中でも日本企業の関心の高い３地域で、

三重点地域総合広域開発って何？

　昨年、日本とモザンビークは外交
関係樹立40周年を迎えました。この
記念の１年間は、３月にニュシ大統
領が日本を訪問したことに始まり、８
月にはアフリカ開発会議（ＴＩＣＡＤ）
の閣僚会合がモザンビークで開催さ
れるなど、過去４０年間の両国の関
係においても非常に充実した１年で
あったといえます。
　ところで、多くの日本人にとってモ
ザンビークはあまり馴染みのない国
ですが、両国のつながりは400年以上前の安土桃山時代にさかのぼ
ることをご存じでしょうか。イタリア人宣教師と共に日本にたどり着いた
外国人を織田信長が大変気に入り、「弥助」と名付けて家臣にしまし
た。この弥助はモザンビーク生まれで、初のアフリカ出身のサムライだ
といわれています。また、弥助はかの有名な本能寺の変にも居合わせ
るなど、側近として信長に仕えたともいわれています。
　モザンビークは天然ガスや石炭などの天然資源が豊富な一方で、
世界最貧国の一つでもあります。日本はこれまで、教育、保健、農業、
インフラ整備など、幅広い分野で開発協力を実施してきました。今後
はモザンビークの潜在性を生かすべく、これまでにも増して、人材育成
分野での協力に注力していく予定です。昨年３月のニュシ大統領訪
日の際には、安倍晋三内閣総理大臣が同国に対し、今後５年間で
1,000人の人材育成を行うことを表明しました。400年前、弥助はサ
ムライとしての訓練を受けましたが、今後は環境、教育や農業などの
分野で訓練を受けた“21世紀の弥助”たちが、両国の友情の架け橋
としてモザンビークの発展に貢献していくことを期待しています。

（在モザンビーク日本国大使館　二等書記官　荒舩秀一郎）

A1.

　東アフリカ北部回廊は、東アフリカの玄関口・モンバ
サ港のあるケニアからウガンダ、ルワンダ、ブルンジ、コ
ンゴ民主共和国へと続く幹線道路です。回廊で結ばれた
域内の人口はおよそ２億人。域内統合が進展し、加盟国
間のビジネスも活発化するなどマーケットとしての潜在
性が高く、日本企業が最も関心を寄せているアフリカの
地域の一つです。
　日本は政府開発援助（ODA）を通じてマスタープラン
の作成を支援してきた他、現在は「モンバサ経済特区」
の開発にも協力しています。日本企業をはじめとする民
間企業の投資を呼び込めるよう、港湾、港へのアクセス
道路、電力、給水施設などを整備しています。また、この
地域は地熱発電や農業の潜在性が高い他、都市化も進
んでいるため、マスタープランではエネルギー開発や産
業振興、都市開発も目指しています。

Q1.

地域総合広域開発を進めています。具体的には、「東
アフリカ北部回廊」、南部アフリカに位置する「ナカラ
回廊」、それに「西アフリカ『成長の環』」です。
　これらは基本的に、JICAが広域開発の指針となる
マスタープランの策定を支援し、その計画の実行段
階では民間企業を巻き込みながら、各地域で潜在性
の高い産業を振興したり、保健衛生や電力不足とい
ったアフリカに残る課題の解決を支援したりしなが
ら進めています。開発においては、“質の高いインフ
ラ”や人材育成など、日本の支援の強みを生かし、長
期的な視点で、各地域、ひいてはアフリカ全体の持続
的成長を後押ししています。

　日本は、３つの地域総合広域開発のそれぞれで、地
域の強みや課題に対応した人材育成を実施していま
す。例えば、東アフリカ北部回廊では潜在性の高い地
熱発電を担う人材の育成、ナカラ回廊では産業人材や
保健分野の人材、初等教育の教員などの育成、「西ア
フリカ『成長の環』」では感染症対策や栄養改善などを
担う人材の育成を進めています。
　これに加えて、日本は「ABEイニシアティブ」という大
学院留学とインターンシップを提供する留学プログラ
ムを通じて、地域・分野横断的な人材育成にも協力し
ています。ABEイニシアティブは2013年のTICAD Vで
安倍晋三内閣総理大臣が発表したもので、雇用に直

人材育成ってどんなことをしているの？

　一方、ナカラ回廊は南部アフリカに位置するモザンビー
ク、マラウイ、ザンビアの３カ国にまたがる回廊で、その域
内人口は約1,500万人です。同地域は天然ガスや石炭など
に恵まれている一方で、電力不足や港湾の未整備といった
課題があるため、日本は同地域のポテンシャルを生かすた
めに必要なインフラの整備を中心に支援しています。
　「西アフリカ『成長の環』」は、ブルキナファソ、コートジボ
ワール、ガーナ、トーゴ、ベナン、ナイジェリアをつなぐ回廊
を中心とする地域です。西アフリカではこれらの国を含む
15カ国が経済統合を進めており、その域内人口は３億人に
達します。一方で、域内国家間の貿易が少ないことや、エボ
ラ出血熱流行などの保健衛生面、頻発するテロなどが課題
です。そこで、日本は回廊の整備とあわせて、感染症対策や
セキュリティー対策などの協力を行い、域内の発展を後押し
しています。

結する人材を育成するとともに、留学生を“水先案内
人”として日本企業のアフリカビジネスを促進する狙
いもあります。安倍総理は2016年のTICAD VIでは、企
業や行政の幹部候補生にとどまらず、今後アフリカ各
地域でさらなる発展が見込まれる製造業の生産現場
を指揮できる人材の育成に一層注力することを発表し
ています。
　実際、インターンシップの実施をきっかけとして、研
修員が日本企業で採用されている例や、帰国後にコン
サルタントや現地代理店として日本企業のアフリカ進
出の後押しをしている例もあり、着実に成果が出てき
ていることを実感しています。

A2.

各地域でどんな協力が進んでいるの？Q2.

A3.

Q3.

16世紀の弥助から21世紀の弥助へ

2017年６月に執り行われた、日本が
建設を支援したマプト市医療従事
者養成学校の開所式

Me�age from Mozambique

1
地域総合広域開発

は、回廊をベースに

周辺地域一体の発
展を目指す取り組み

2
日本企業の関心の

高い３地域で、それ
ぞれの強み

や課題に対応した広
域開発に協力してい

る 

3
日本は地域・分野ご

とに現地で実施する
人材育成

に加え、留学プログ
ラムを通じた人材育

成も実施

テーマ

1993年、建設省（当時）に入省。その後、外務省に転じ、欧州局、総合外交政策
局、国際協力局政策課などを経て、在エジプト日本国大使館で開発協力を担当。
2016年10月より現職。アフリカ、中東、欧州に対する開発協力を担当。

アフリカの
地域総合広域開発

ABEイニシアティブ研修生の歓迎会
ナカラ回廊

西アフリカ「成長の環」

東アフリカ北部回廊

【3つの地域総合広域開発】
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インド西岸のムンバイの市場で。２羽のニワトリがけんかを始め、人だかりができていた。
逆立った羽と真っ赤なとさかに西日が差し、なんとも美しい瞬間だった
オールドデリーには紙問屋が集まり、紙の束を頭に載せた人たちが通りを行き交う
ムンバイ・ウォルリ地区の漁港には、漁を終えた数多くのボートが泊められていた

オールドデリーの街角で、色鮮やかなサリーを身にまとう女性たち

a.

b.
c.

c

地球ギャラリー vol.114

地球ギャラリー vol.114

さまざまな色彩や柄を持つ民族衣装サリー。女性たちは結婚式などのパーティーの場だけでなく、
普段着としてもサリーを身に着けている

a

b

　
ホ
テ
ル
で
目
を
覚
ま
し
、
朝
食
を
買
い
に
大
通
り
へ
出
る
。
絶
え
間
な
く
鳴
り

続
け
る
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
ガ
ソ
リ
ン
の
匂
い
が
、
こ
の
国
に
戻
っ
て
き
た
こ
と
を

改
め
て
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。
広
大
な
大
地
に
12
億
を
超
え
る
人
々
が
暮
ら
す
イ

ン
ド
は
、
文
化
や
風
習
の
多
様
性
も
抜
き
ん
出
て
い
る
。
言
語
一
つ
と
っ
て
も
、

８
０
０
種
類
も
あ
る
と
か
。
毎
回
違
っ
た
表
情
を
見
せ
て
く
れ
る
こ
の
国
は
、
何

度
訪
れ
て
も
飽
き
る
こ
と
が
な
い
。

　
イ
ン
ド
を
旅
す
る
人
の
中
に
は
、
食
に
恋
を
す
る
人
も
い
れ
ば
、
人
懐
っ
こ
い

人
々
の
気
質
や
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
の
流
れ
に
心
を
奪
わ
れ
る
人
も
い
る
。
私
の

場
合
は
、
こ
の
国
の
色
彩
に
魅
せ
ら
れ
た
。
イ
ン
ド
の
色
彩
と
い
っ
て
有
名
な
の

は
色
水
や
色
粉
を
か
け
合
う
ホ
ー
リ
ー
祭
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
露
店
に

並
ぶ
品
々
、
海
に
浮
か
ぶ
ボ
ー
ト
、
女
性
た
ち
が
身
に
ま
と
う
サ
リ
ー
。
ど
こ
を

見
て
も
驚
く
ほ
ど
色
鮮
や
か
だ
。
そ
ん
な
イ
ン
ド
の
色
彩
を
写
真
に
収
め
た
く
て
、

カ
メ
ラ
を
持
っ
て
何
度
も
訪
れ
た
。

　
イ
ン
ド
の
首
都
デ
リ
ー
は
、
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
と
オ
ー
ル
ド
デ
リ
ー
に
分
け
ら
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
顔
を
持
つ
。
イ
ギ
リ
ス
統
治
時
代
に
再
開
発
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
デ

リ
ー
に
は
多
く
の
政
府
機
関
や
企
業
が
集
ま
り
、
国
の
政
治
・
経
済
の
中
枢
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ス
ー
ツ
と
ネ
ク
タ
イ
で
ビ
シ
っ
と
決
め
た
男
性
も

い
れ
ば
、
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
な
ど
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
服
装
で
働
く
人
や
、
民
族
衣
装
を
着

た
人
の
姿
も
。
さ
ま
ざ
ま
な
色
や
個
性
が
あ
ふ
れ
る
に
ぎ
や
か
な
街
だ
。

　
一
方
、
古
く
か
ら
の
街
並
み
が
残
っ
て
い
る
の
は
オ
ー
ル
ド
デ
リ
ー
。
中
央
部

に
は
イ
ン
ド
最
大
の
モ
ス
ク
、
ジ
ャ
ー
マ
ー
・
マ
ス
ジ
ッ
ド
が
そ
び
え
立
つ
。
イ

ス
ラ
ム
教
徒
の
多
い
地
域
だ
が
、
他
に
も
シ
ー
ク
教
や
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
寺
院
も
あ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
が
混
在
し
て
い
る
。
通
り
を
歩
い
て
い
る
と
、
小
さ
な
モ

ス
ク
の
前
に
佇
む
男
性
た
ち
が
目
に
入
っ
た
。
偶
然
並
ん
だ
３
人
の
服
が
赤
・
青
・

緑
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
成
し
て
お
り
、
思
わ
ず
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
。

　
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
神
で
あ
る
ガ
ネ
ー
シ
ャ
の
誕
生
を
祝
う
祭
り
が
あ
る
と
聞
き
、

デ
カ
ン
高
原
に
位
置
す
る
内
陸
の
都
市
プ
ネ
を
訪
れ
た
。
寺
院
や
家
に
は
ガ
ネ
ー

シ
ャ
像
が
飾
ら
れ
、
周
り
は
た
く
さ
ん
の
色
の
照
明
や
生
花
で
飾
り
付
け
ら
れ
て

い
る
。
メ
イ
ン
ロ
ー
ド
で
は
大
規
模
な
パ
レ
ー
ド
が
開
か
れ
、
人
々
が
大
音
量
の

音
楽
に
合
わ
せ
て
一
日
中
踊
り
続
け
る
。

　
あ
ま
り
の
人
混
み
に
圧
倒
さ
れ
小
道
に
逃
げ
込
む
と
、
ホ
テ
ル
の
裏
口
で
は
ホ

テ
ル
マ
ン
た
ち
が
た
む
ろ
し
て
祭
り
を
眺
め
て
い
た
。
お
そ
ろ
い
の
緑
の
制
服
を

着
て
何
や
ら
議
論
を
始
め
た
彼
ら
の
前
を
、
黄
色
い
ワ
ン
ピ
ー
ス
を
着
た
少
女
が
、

祭
り
に
疲
れ
た
の
か
退
屈
そ
う
に
横
切
っ
た
。
日
常
の
装
い
か
ら
色
を
楽
し
む
こ

の
国
で
は
、
人
々
の
何
気
な
い
偶
然
の
交
差
が
街
を
彩
っ
て
ゆ
く
。

　
イ
ン
ド
の
人
々
に
と
っ
て
「
色
」
と
は
ど
う
い
う
意
味
を
持
つ
の
か
を
尋
ね
た

こ
と
が
あ
る
。
す
る
と
友
人
は
こ
う
答
え
た
。「
イ
ン
ド
の
豊
か
で
色
鮮
や
か
な

自
然
か
ら
、
人
々
は
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
」

　
訪
れ
る
た
び
に
、
こ
の
国
は
変
化
し
て
い
る
。
今
や
多
く
の
人
が
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
を
片
手
に
友
達
と
の
会
話
を
楽
し
み
、
街
で
は
女
性
の
権
利
を
訴
え
る
デ
モ

に
も
出
会
っ
た
。
初
め
て
訪
れ
た
際
に
は
目
に
し
な
か
っ
た
光
景
だ
。
デ
モ
に
参

加
し
て
い
た
学
生
の
一
人

が
話
し
て
く
れ
た
。「
世

界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

I
T
産
業
が
、
イ
ン
ド
の

人
々
の
生
活
を
大
き
く
変

え
た
。
し
か
し
、
社
会
的
・

文
化
的
に
は
こ
の
国
が
世

界
に
立
ち
遅
れ
て
い
る
部

分
は
多
い
。
僕
ら
の
世
代

に
は
、
そ
れ
を
変
え
る
責

任
が
あ
る
ん
だ
」
と
。

　
次
に
こ
の
国
を
訪
れ
る

と
き
に
は
、
一
体
ど
ん
な

色
を
見
せ
て
く
れ
る
だ
ろ

う
か
。
美
し
い
色
彩
を
持

つ
こ
の
国
の
未
来
を
、
彼

ら
が
彩
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
願
い
た
い
。

ガネーシャの生誕祭が開かれている最中のプネ。路地
裏では、談笑するホテルマンと手前を横切る少女が着
る服の緑と黄色のコントラストが印象的だった
プネの昼間のマーケットは買い物客で溢れかえる
プネの古本屋で本を物色する男性。インドでは原色を
基調にしたビビッドな色合いの建物が多く、夜は照明
の光で昼間とは違った表情を見せる

d.

e.
f.

d

e

f

イ
ン
ド
の
色
彩
を
求
め
て

早朝からオールドデリーのモスクに礼拝に訪れた人たち。
この地域にはさまざまな宗教の施設が集まっている

山﨑 裕一（やまざき・ゆういち）

1989年、愛知県名古屋市生まれ。東日本大震災をきっかけに写真を始める。インド留学時にその色彩に魅了され、ストリート
スナップを撮り始める。現在はバングラデシュでロヒンギャ難民の実態や、日本国内で若者の生活などを取材している。

雑貨屋の前で母親の買い物が終わるのを待つ少女

ムンバイのインド門の近くで。インド国内からも多くの観光客が訪れており、さまざまな色が交錯していた

インド

ニューデリー

［インド］
写真・文＝山﨑裕一（写真家）

India
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インド西岸のムンバイの市場で。２羽のニワトリがけんかを始め、人だかりができていた。
逆立った羽と真っ赤なとさかに西日が差し、なんとも美しい瞬間だった
オールドデリーには紙問屋が集まり、紙の束を頭に載せた人たちが通りを行き交う
ムンバイ・ウォルリ地区の漁港には、漁を終えた数多くのボートが泊められていた

オールドデリーの街角で、色鮮やかなサリーを身にまとう女性たち
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さまざまな色彩や柄を持つ民族衣装サリー。女性たちは結婚式などのパーティーの場だけでなく、
普段着としてもサリーを身に着けている

a

b

　
ホ
テ
ル
で
目
を
覚
ま
し
、
朝
食
を
買
い
に
大
通
り
へ
出
る
。
絶
え
間
な
く
鳴
り

続
け
る
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
ガ
ソ
リ
ン
の
匂
い
が
、
こ
の
国
に
戻
っ
て
き
た
こ
と
を

改
め
て
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。
広
大
な
大
地
に
12
億
を
超
え
る
人
々
が
暮
ら
す
イ

ン
ド
は
、
文
化
や
風
習
の
多
様
性
も
抜
き
ん
出
て
い
る
。
言
語
一
つ
と
っ
て
も
、

８
０
０
種
類
も
あ
る
と
か
。
毎
回
違
っ
た
表
情
を
見
せ
て
く
れ
る
こ
の
国
は
、
何

度
訪
れ
て
も
飽
き
る
こ
と
が
な
い
。

　
イ
ン
ド
を
旅
す
る
人
の
中
に
は
、
食
に
恋
を
す
る
人
も
い
れ
ば
、
人
懐
っ
こ
い

人
々
の
気
質
や
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
の
流
れ
に
心
を
奪
わ
れ
る
人
も
い
る
。
私
の

場
合
は
、
こ
の
国
の
色
彩
に
魅
せ
ら
れ
た
。
イ
ン
ド
の
色
彩
と
い
っ
て
有
名
な
の

は
色
水
や
色
粉
を
か
け
合
う
ホ
ー
リ
ー
祭
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
露
店
に

並
ぶ
品
々
、
海
に
浮
か
ぶ
ボ
ー
ト
、
女
性
た
ち
が
身
に
ま
と
う
サ
リ
ー
。
ど
こ
を

見
て
も
驚
く
ほ
ど
色
鮮
や
か
だ
。
そ
ん
な
イ
ン
ド
の
色
彩
を
写
真
に
収
め
た
く
て
、

カ
メ
ラ
を
持
っ
て
何
度
も
訪
れ
た
。

　
イ
ン
ド
の
首
都
デ
リ
ー
は
、
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
と
オ
ー
ル
ド
デ
リ
ー
に
分
け
ら
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
顔
を
持
つ
。
イ
ギ
リ
ス
統
治
時
代
に
再
開
発
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
デ

リ
ー
に
は
多
く
の
政
府
機
関
や
企
業
が
集
ま
り
、
国
の
政
治
・
経
済
の
中
枢
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ス
ー
ツ
と
ネ
ク
タ
イ
で
ビ
シ
っ
と
決
め
た
男
性
も

い
れ
ば
、
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
な
ど
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
服
装
で
働
く
人
や
、
民
族
衣
装
を
着

た
人
の
姿
も
。
さ
ま
ざ
ま
な
色
や
個
性
が
あ
ふ
れ
る
に
ぎ
や
か
な
街
だ
。

　
一
方
、
古
く
か
ら
の
街
並
み
が
残
っ
て
い
る
の
は
オ
ー
ル
ド
デ
リ
ー
。
中
央
部

に
は
イ
ン
ド
最
大
の
モ
ス
ク
、
ジ
ャ
ー
マ
ー
・
マ
ス
ジ
ッ
ド
が
そ
び
え
立
つ
。
イ

ス
ラ
ム
教
徒
の
多
い
地
域
だ
が
、
他
に
も
シ
ー
ク
教
や
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
寺
院
も
あ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
が
混
在
し
て
い
る
。
通
り
を
歩
い
て
い
る
と
、
小
さ
な
モ

ス
ク
の
前
に
佇
む
男
性
た
ち
が
目
に
入
っ
た
。
偶
然
並
ん
だ
３
人
の
服
が
赤
・
青
・

緑
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
成
し
て
お
り
、
思
わ
ず
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
。

　
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
神
で
あ
る
ガ
ネ
ー
シ
ャ
の
誕
生
を
祝
う
祭
り
が
あ
る
と
聞
き
、

デ
カ
ン
高
原
に
位
置
す
る
内
陸
の
都
市
プ
ネ
を
訪
れ
た
。
寺
院
や
家
に
は
ガ
ネ
ー

シ
ャ
像
が
飾
ら
れ
、
周
り
は
た
く
さ
ん
の
色
の
照
明
や
生
花
で
飾
り
付
け
ら
れ
て

い
る
。
メ
イ
ン
ロ
ー
ド
で
は
大
規
模
な
パ
レ
ー
ド
が
開
か
れ
、
人
々
が
大
音
量
の

音
楽
に
合
わ
せ
て
一
日
中
踊
り
続
け
る
。

　
あ
ま
り
の
人
混
み
に
圧
倒
さ
れ
小
道
に
逃
げ
込
む
と
、
ホ
テ
ル
の
裏
口
で
は
ホ

テ
ル
マ
ン
た
ち
が
た
む
ろ
し
て
祭
り
を
眺
め
て
い
た
。
お
そ
ろ
い
の
緑
の
制
服
を

着
て
何
や
ら
議
論
を
始
め
た
彼
ら
の
前
を
、
黄
色
い
ワ
ン
ピ
ー
ス
を
着
た
少
女
が
、

祭
り
に
疲
れ
た
の
か
退
屈
そ
う
に
横
切
っ
た
。
日
常
の
装
い
か
ら
色
を
楽
し
む
こ

の
国
で
は
、
人
々
の
何
気
な
い
偶
然
の
交
差
が
街
を
彩
っ
て
ゆ
く
。

　
イ
ン
ド
の
人
々
に
と
っ
て
「
色
」
と
は
ど
う
い
う
意
味
を
持
つ
の
か
を
尋
ね
た

こ
と
が
あ
る
。
す
る
と
友
人
は
こ
う
答
え
た
。「
イ
ン
ド
の
豊
か
で
色
鮮
や
か
な

自
然
か
ら
、
人
々
は
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
」

　
訪
れ
る
た
び
に
、
こ
の
国
は
変
化
し
て
い
る
。
今
や
多
く
の
人
が
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
を
片
手
に
友
達
と
の
会
話
を
楽
し
み
、
街
で
は
女
性
の
権
利
を
訴
え
る
デ
モ

に
も
出
会
っ
た
。
初
め
て
訪
れ
た
際
に
は
目
に
し
な
か
っ
た
光
景
だ
。
デ
モ
に
参

加
し
て
い
た
学
生
の
一
人

が
話
し
て
く
れ
た
。「
世

界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

I
T
産
業
が
、
イ
ン
ド
の

人
々
の
生
活
を
大
き
く
変

え
た
。
し
か
し
、
社
会
的
・

文
化
的
に
は
こ
の
国
が
世

界
に
立
ち
遅
れ
て
い
る
部

分
は
多
い
。
僕
ら
の
世
代

に
は
、
そ
れ
を
変
え
る
責

任
が
あ
る
ん
だ
」
と
。

　
次
に
こ
の
国
を
訪
れ
る

と
き
に
は
、
一
体
ど
ん
な

色
を
見
せ
て
く
れ
る
だ
ろ

う
か
。
美
し
い
色
彩
を
持

つ
こ
の
国
の
未
来
を
、
彼

ら
が
彩
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
願
い
た
い
。

ガネーシャの生誕祭が開かれている最中のプネ。路地
裏では、談笑するホテルマンと手前を横切る少女が着
る服の緑と黄色のコントラストが印象的だった
プネの昼間のマーケットは買い物客で溢れかえる
プネの古本屋で本を物色する男性。インドでは原色を
基調にしたビビッドな色合いの建物が多く、夜は照明
の光で昼間とは違った表情を見せる

d.

e.
f.

d

e

f

イ
ン
ド
の
色
彩
を
求
め
て

早朝からオールドデリーのモスクに礼拝に訪れた人たち。
この地域にはさまざまな宗教の施設が集まっている

山﨑 裕一（やまざき・ゆういち）

1989年、愛知県名古屋市生まれ。東日本大震災をきっかけに写真を始める。インド留学時にその色彩に魅了され、ストリート
スナップを撮り始める。現在はバングラデシュでロヒンギャ難民の実態や、日本国内で若者の生活などを取材している。

雑貨屋の前で母親の買い物が終わるのを待つ少女

ムンバイのインド門の近くで。インド国内からも多くの観光客が訪れており、さまざまな色が交錯していた
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さまざまな色彩や柄を持つ民族衣装サリー。女性たちは結婚式などのパーティーの場だけでなく、
普段着としてもサリーを身に着けている
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ムンバイ

プネ



Festival
人々は「ハッピーホーリー！」と言いながら祭りを楽しむ

祭りのグッズを販売している露店

アルー・ティッキ

インドの文化を
知ろう！

地球ギャラリー

　北インドで春を呼ぶ祭りといえばヒンズー教の「ホーリー祭」、別名
「色掛け祭り」だ。祭りの数日前から、街にはカラフルな色粉や水鉄砲

屋台で人気のスナックといえば

ホーリー祭

インド三大祭りの一つといえば

　インドの食事といえば、まず多彩
なカレーを思い浮かべる人が多い
が、マーケットや祭り会場などの屋
台で売られる“立ち食いスナック”も
見逃せない。日本でも知られている
サモサ（ジャガイモ揚げ餃子）から、
天ぷら風の揚げ物、豆の煮物、サラ
ダ、さらには激甘スイーツまで、実に
バラエティーに富んでいる。締めはも
ちろん、チャイ（スパイス入りミルクテ
ィー）で口を潤す。
　「アルー」はヒンディー語でジャガ

イモを意味し、インドでは世界第２位
の生産量を誇るほどよく食べられて
いる。今回紹介するアルー・ティッキ
（饅頭）は、衣のないコロッケとでも
言おうか。屋台で注文すると、大き
な鉄板で焼かれた熱々のアルー・テ
ィッキに、甘酸っぱいタマリンドのソ
ースやミント入りヨーグルト、刻んだ
玉ネギなどを、本体が見えないくらい
にどっさり掛けて出してくれる。これ
をパンに挟んでハンバーガーのよう
に食べるのも、現地では人気だ。

を売る露店が現れる。普段は埃っぽい風景に原色が溢れ出すと、子
どもはもちろん大人たちも皆、浮き足立ってくる。
　当日は、大勢の人々が朝から色粉や色水を掛け合って春の訪れを
祝う。家族や知り合い、通りすがりの人でも誰彼構わず、お互いの顔
や体に色粉をなすり付け、「ハッピーホーリー！」と声を掛けては笑顔
で抱き合う。子どもたちは水鉄砲や水風船に色水を詰めて、道行く人
をめがけて発射！無礼講で楽しむこの祭りは、“世界一カラフルで過
激な祭り”と呼ばれ、外国人にも容赦しない。意を決して外を歩けば、
数十分のうちに頭からつま先まで色まみれ。当日は、“色を付けられて
もよい服”を着て出掛けなければ悲惨な目に遭うことは肝に銘じよう。
　豊穣祈願が由来だとい
うホーリー祭は、今年は３
月２日がその日に当たる。
日付は太陰暦に基づいて
毎年変わるため、祭りが終
わると不思議なほどパタリ
と気候が変わる。短い春、
そして長くて厳しい夏がま
たやってくるのだ。

屋台ではこんがり
揚げ焼きにされる

【RE C I P E】
●材料（2人分）
ジャガイモ3個／玉ネギ2分の1個／ショウガ1片／コリアンダー生葉（または粉）適量
／片栗粉大さじ1程度／粉唐辛子小さじ1／ガラム・マサラ（またはカレー粉）小さじ1
／塩少々／サラダ油適量

皮をむいたジャガイモを柔らかくゆでて、熱いうちにつぶす。
フライパンに油を熱し、ショウガと玉ネギ（みじん切り）を加えて、玉ネギが半透明
になるまで炒める。
❷の粗熱を取ったらジャガイモと合わせ、刻んだコリアンダーの葉と片栗粉、粉
唐辛子、ガラム・マサラ、塩を入れて手でよく混ぜる。固さは片栗粉で調整する。
生地を6つに分け、手に油をつけてハンバーグのように形作る。
フライパンに多めの油を熱し、両面が金色に色付いてカリカリになるまで焼いた
ら出来上がり。ケチャップやヨーグルトをかけて召し上がれ！

❶
❷

❸

❹
❺

●作り方
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新 着 情 報

E  VENT

M  OVIE

B  OOK

2017年／キルギス・フランス・ドイツ・オランダ・日本／89分
監督：アクタン・アリム・クバト
出演：アクタン・アリム・クバト、ヌラリー・トゥルサンコジョフ他
公開：3月17日（土）より岩波ホール（東京都千代田区）他全国順次公開
URL：www.bitters.co.jp/uma_hanatsu/
配給：ビターズ・エンド

B  OOK

『貧しい人を助ける理由 
  遠くのあの子とあなたのつながり』
世界に自国第一主義が広がる中、著者はそれでも“金持ち
国”は貧しい人 を々助けるべきだと主張する。アメリカは移民な
しに超大国にはなれず、イギリス
は植民地からの原材料なしに工
業化はできなかったはず。つま
り、先進国の発展は、国外の場
所と遠く離れた人々の存在なく
しては不可能だったのだ。安定
した豊かな世界を望むなら、貧
困のない世界をつくらなければ
ならない。遠くの見知らぬ人がい
かに自分の生活と密接に多様
につながっているのか、そして私
たちに何ができるのかを教えてく
れる一冊だ。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

前野ウルド浩太郎 著
光文社
994円(税込)

デイビッド・ヒューム 著
佐藤寛 監訳
日本評論社
1,836円(税込)

『馬を放つ』
山と草原の国キルギスに生きる人々のルーツは、豊かな大地を馬で駆
け、自然と共に生きてきた遊牧民。しかし、時代が流れ、定住するように
なった人々の記憶からは、村に息づいてきた人間と馬の絆を物語る伝
説が消えようとしていた。妻と息子と慎ましく暮らし、“ケンタウロス”と呼
ばれている村の男は、その伝
説を信じ、夜な夜な厩舎に忍
び込んでは馬を野に放ってい
た。現代を生きる人々が手に
入れ、そして失ったものは何な
のか――純粋な一人の男の
姿を通して問い掛ける。

『EARTH HOUR 2018』
「地球環境を守りたい」という思いを込めて、世界中の人々が同じ日の
同じ時間帯に電気を消し、消灯のバトンをつなぐ“ソーシャル・グッド・プ
ロジェクト”。日付変更線に近い南太平洋諸国を皮切りに、3月24日の
20時30分を迎えた地域から順次EARTH HOURが始まり、消灯リ
レーが地球をぐるりと一周する。日本では初めて消灯に参加する東京
スカイツリーをメイン会場にしたWWFジャパン主催のイベントに加え、
横浜市、広島市でもイベン
トが開催される。また、SNS
で環境を守る意思を発信
する企画「♯旅する60パン
ダ」も実施。あなたも20時
30分からの1時間、電気を
消して、EARTH HOURに
参加してみては。

会期：3月24日（土）20:30～21:30
URL：www.wwf.or.jp/campaign/earthhour/
問：公益財団法人世界自然保護基金ジャパン（WWFジャパン） 
TEL：03-3769-1714

ⓒ WWF Japan この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

『バッタを倒しにアフリカへ』
「バッタに食べられたい」。子どものころからそんな一風変わった
夢を持っていた昆虫学者の著者が、単身向かったのはアフリカ
北西部のモーリタニア。同国では、農作物を食い荒らし、深刻な
飢饉を引き起こすバッタの大発
生が問題に。現地でサハラ砂漠
に生息するサバクトビバッタの生
態を研究しようとする著者だが、
大干ばつでバッタが忽然と姿を
消してしまうなどハプニングばか
り。研究に協力してくれる現地の
人々との暮らしやエピソードも
たっぷり詰まった、バッタ愛あふ
れる奮闘記。

こつ ぜん

きゅう しゃ
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教育と開発
質の高い教育を全ての人に届けるため、日本は教科書開発や教員
研修などの取り組みを通じて、開発途上国の教育を支えています。
一方、持続可能な社会の担い手を育てる手段として、日本国内で関
心が高まっているのが「開発教育」です。変わりつつある世界と日本
の教育の今をお伝えします。

本誌をご希望の場合は
下記方法で

お申し込みください。

本誌をご希望の方には、送料をご負担いた
だく形で送付いたします。巻末の払込取扱
票に、氏名・住所・電話番号・ご希望の送付
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① フィリピンの刺しゅう製品（p39参照）
② エルサルバドルのボランティア派遣50周年記念切手
 　 （p25参照）

③ 書籍『貧しい人を助ける理由 
　  遠くのあの子とあなたのつながり』 （p37参照）

④ 書籍『バッタを倒しにアフリカへ』 （p37参照）
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普
段
は
「
ア
フ
リ
カ
」
と
大
き
く
括
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
中
で
、

ア
フ
リ
カ
の
国
々
を
よ
り
深
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
今
回
は

「
南
部
ア
フ
リ
カ
」
に
焦
点
を
当
て
て
紹
介
し
た
い
と
の
関
係
者

の
熱
意
か
ら
、
特
集
を
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
多
様
性

と
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　

南
部
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
J
I
C
A
の
取
り
組
み
に
も
、
国
際

協
力
の
い
ろ
い
ろ
な
要
素
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
経
済
成
長

と
貧
困
削
減
、
人
材
育
成
、
環
境
保
全
、
観
光
開
発
、
イ
ン
フ
ラ

整
備
、
農
業
開
発
・
生
計
向
上
、
保
健
医
療
、
な
ど
な
ど
。
今
回

は
ご
紹
介
し
き
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
他
に
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
水
・

衛
生
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
平
和
・
公
正
な
社
会
の
実
現
と
い
っ
た
課

題
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
世
界
の
課
題
を
包
括
的
に
取
り
ま
と

め
、
2
0
1
5
年
９
月
の
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
の
が
、
持
続

可
能
な
開
発
目
標
（
S
D
G
s
）
で
す
。
こ
れ
は
日
本
の
目
標
で

も
あ
り
ま
す
。
最
近
で
は
学
習
指
導
要
領
に
反
映
さ
れ
た
り
、
経

団
連
の
企
業
行
動
憲
章
に
盛
り
込
ま
れ
た
り
と
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の

関
心
が
高
ま
っ
て
い
て
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
、
書
籍
な
ど
で
目
に
す

る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
J
I
C
A
は
国
際
協
力
を
通
じ
て

開
発
途
上
国
の
S
D
G
s
達
成
に
貢
献
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
情

報
・
経
験
を
企
業
や
団
体
、
市
民
の
方
々
に
提
供
す
る
こ
と
で
、

日
本
国
内
で
の
S
D
G
s
に
対
す
る
理
解
や
参
加
の
促
進
に
も
努

め
て
い
ま
す
。

　

S
D
G
s
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る

の
が
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
す
。
私
た
ち
J
I
C
A
も
「
信
頼

で
世
界
を
つ
な
ぐ
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
の
下
、
国
内
外
の
さ
ま
ざ

ま
な
方
々
と
共
に
考
え
、共
に
働
く
「
共
創
」
に
努
め
て
い
ま
す
。

前
月
号
の
「
特
集 

国
際
協
力
を
担
う
人
々
」
で
は
、
J
I
C
A

と
共
に
働
い
て
い
る
方
々
に
焦
点
を
当
て
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

そ
う
し
た
様
子
を
m
u
n
d
i
の
中
で
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。JI

C
A
広
報
室
長 

天
田
聖

2

く
く
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Vol.113  フィリピン

“アテ”の温かさを糸に込めて

©Yuki Asada

　クロスステッチで描かれたネコやバナ
ナ。どこか優しさを感じる刺しゅうがあし
らわれた商品は、フィリピンのルソン島の
女性たちが一つ一つ手作りしています。
彼女たちにとって、クロスステッチは学校
や家庭で習うなじみ深いもの。その特技
を生かして生計向上につなげようと、住居
問題に取り組む国際NGO「Habitat for 
Humanity」の明治学院大学支部「ハビ
タットMGU」が“Philippines Partner-
ship Project”をスタートさせました。日本
の学生たちとフィリピンの女性たちがアイ
デアを出し合ってクロスステッチのデザイ
ンを固め、試作を重ねて製作した商品を
日本で販売しています。
　製作メンバーの女性たちは30代から60
代までと幅広く、学生たちからフィリピン

の言葉でお姉さんを意味する“アテ”と呼
ばれています。現地では、議論が煮詰まっ
たときに食事を作って気分転換を促してく
れたりと、学生たちはアテの懐の深さに支
えられたことも多いそうです。ハビタット
MGUの高野来さんは、「製作メンバーを
増やそうと企画したクロスステッチ体験イ
ベントがうまく進まずに途方にくれている
と、アテたちから当初対象にしていなかっ
た子どもを呼んではどうかと提案がありま
した。そこで、多くの人が集まる教会での
日曜礼拝後の開催として参加者を募った
ところ、無事に成功。協力すればもっと良
いものを作れると学びました」と話します。
　プロジェクト開始から約８年。今後はア
テたち自身が現地で販売を目指していき
ます。

多くの参加者でにぎわったクロスステッチ体験イベント

M
O

NO-GATARI FROM
 m

u
n

d
i

Ph
ilippines

March

2018. NO.113

★

★

フィリピンの刺しゅう製品を７人にプレゼント！
→詳細は38ページへ

商品はフリーマーケットや明治学院大学の学園祭、
文具店「鎌倉コトリ」などで購入できます。

フィリピン
マニラ

らい
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　テオブロマでは開店当初から、年一
回、お客さんたちと一緒に行くチョコ
レートの海外視察ツアーを続けていま
す。当初はヨーロッパに本場の洋菓子
を見に行くのが目的でしたが、５年ほ
ど前からはペルーやブラジルなどのカ
カオ農園見学を始めました。チョコレー
ト業界では、マダガスカル産のカカオ
は特に高品質だと定評があり、2015年
には現地の旅行会社に勤める日本人
に案内役を頼み、同国のカカオ農園を
見学するツアーを企画しました。
　見学したのはアンバンジャ港の近く
の大規模農園で、彼らは収穫したカカ
オ豆をフランスの大手企業に卸してい
ました。このとき見たのはその農園だ
けですが、視察を通してマダガスカル
全土のカカオ農園が成功しているわけ
ではないという話を聞いたのです。
　帰国後に調べてみると、同国では港
のある下流域と上流域をつなぐ道路
が整備されておらず、上流域の農村で
収穫された農作物の流通には仲介業
者が欠かせないこと、そのために上流

域のカカオ豆が買い叩かれる構造が
見えてきたんです。加えて、上流域で
はカカオ豆の品質を大きく左右する発
酵・乾燥の技術が定着しておらず、豆
が安値で取引される要因になっている
上、それがマダガスカル産のカカオ豆
の“質の二重構造”を引き起こしていま
した。私は貧困層の多い上流域の農
民の生活を良くしたいと思い、JICAと
協力して質の向上の支援を始めました。
　私たちはまず、上流域の農園の所在
や農家の人数、収穫量、取引される豆
の値段などの現状調査から始め、翌
年には農民代表者を選定して、下流域
の研修施設で豆の加工技術の研修を
行いました。その後、学んだことを各農
家で実践してもらい、豆のテストをする
と、品質は確実に向上していました。
　一方で、更なる課題も。生活を改善
するには、ビジネスが成り立つよう安定
した量と品質のカカオ豆の生産が必要
です。各農園の規模が小さいので、複
数の農家から豆を集めて共同で売ろう
としましたが、すると品質がそろわない

私の チョコレートから見つめる世界

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」は、開発途上国の
現状について知り、一人一人ができる国際協力を
推進していく市民参加型プロジェクトです。ウェブサ
イトやFacebookの専用ページを通じて、さまざまな
国際協力の情報を発信していきます。

なんとかしなきゃ で 検索

ショコラティエ＆パティシエ   土屋 公二
TSUCHIYA Koji

PROFILE 
東京都渋谷区の「ミュゼ・ドゥ・ショコラテオブロマ」
（テオブロマ）のオーナーパティシエ。1980年代と90
年代に渡仏して計６年間修業。東京のショコラ専門
店勤務を経て、1999年にテオブロマをオープン。現
在は都内に６店舗を展開する。フランスの「シャルル
プルーストコンクール」「アルパジョンコンクール」で
銀メダル。その他、受賞歴多数。2015年サロン・デ
ュ・ショコラ・パリでは、外国人最高味覚賞を受賞し、
パリのチョコレート評価本で“味覚のマジシャン”と評
される。写真はマダガスカルの農園にて。

んです。共同作業や手間隙かけるとい
う考えが薄い中、“生活を良くするため
に皆で努力する”という農民自身の主
体性を引き出すことが大切だと感じて
います。
　当店では、商品の一つとして上流域
の農家から仕入れたカカオ豆を使った
板チョコを販売しています。今後は
JICAだけでなく、製菓企業を巻き込む
などして、原材料の生産者に寄り添う
動きを広げていければと思っています。
　また、こうした活動を伝えるために
定期的にセミナーも開いており、フェイ
スブックで開催情報を発信していま
す。チョコレートを通じて多くの方に世
界を感じていただければ、ショコラティ
エの冥利に尽きるというものです。




